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に

は　

じ　

め　

に

伊
藤
政
雄（
一
八
九
四
〜
一
九
三
六
）作
の
木
彫
「
這
い
熊
」（
挿
図
1
、
以
下
「
本
作
」
と

称
す
る
。）は
、
尾
張
徳
川
家（
以
下
、「
尾
張
家
」
と
称
す
る
。）第
十
九
代
当
主
徳
川
義
親

が
ス
イ
ス
か
ら
持
ち
帰
っ
た
熊
の
彫
刻（
挿
図
2
）を
原
型
と
し
て
製
作
さ
れ
た
作
品
で

あ
る
。
本
作
は
、
徳
川
農
場（
農
場
主
：
徳
川
義
親
）主
催
の
「
農
村
美
術
工
芸
品
評
会
」

（
大
正
十
三
年
〈
一
九
二
四
〉
三
月
二
十
六
日
〜
二
十
八
日
、
於
：
八
雲
小
学
校
）に
出
品
さ
れ

た
記
録
を
有
し
、
北
海
道
に
お
い
て
製
作
年
代
が
確
認
で
き
る
最
初
の
木
彫
り
熊
と
し

て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
現
在
、
本
作
は
北
海
道
八
雲
町
の
町
指
定
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

木
を
丸
彫
り
し
て
熊
を
彫
っ
た
木
彫
品
で
あ
る
「
木
彫
り
熊
」
の
製
作
は
、
大
正
時

代
末
期
か
ら
昭
和
時
代
初
期
に
か
け
て
副
業
と
し
て
奨
励
さ
れ
、
北
海
道
各
地
へ
と
普

及
し
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
北
海
道
を
代
表
す
る
土
産
物
と
し
て
定
着
す
る
に
至
っ

た
。
義
親
は
そ
の
起
源
と
し
て
自
身
が
「
熊
の
彫
刻
」
を
ス
イ
ス
か
ら
持
ち
帰
っ
た
こ

と
、
農
村
副
業
と
し
て
木
彫
を
奨
励
す
る
に
至
っ
た
背
景
等
に
つ
い
て
書
き
残
し
て
い

る
。木

彫
り
熊
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
単
一
の
系
譜
と
し
て
展
開
し
て
い
な
い
。
大
き

く
分
け
れ
ば
八
雲
を
中
心
と
す
る
研
究
史
と
旭
川
お
よ
び
そ
の
周
辺
を
中
心
と
す
る
研

究
史
と
い
う
二
つ
の
潮
流
が
存
在
し
て
き
た
。

八
雲
を
中
心
と
す
る
研
究
史
の
起
点
に
は
義
親
の
言
説
が
あ
り
、
大
石
勇
は
、
義
親

が
東
京
と
八
雲
を
往
復
す
る
様
子
や
、
徳
川
農
場
を
中
心
と
し
た
農
村
美
術
工
芸
品
評
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三
二

会
の
開
催
経
緯
、
八
雲
農
民
美
術
研
究
会（
以
下
、「
同
研
究
会
」
と
称
す
る
。）設
立
に
至

る
昭
和
三
年（
一
九
二
八
）ま
で
の
活
動
を
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
史
料
を
用
い
て

丹
念
に
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
研
究
に
よ
り
、
八
雲
に
お
け
る
木
彫
り
熊
は
農
村
副
業

思
想
と
結
び
つ
い
て
「
農
村
美
術
」
と
し
て
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
具
体
的
に
示
さ
れ

た
。
さ
ら
に
太
田
尚
宏
は
昭
和
三
年
以
降
の
同
研
究
会
の
活
動
を
中
心
に
、
組
織
と
し

て
の
展
開
を
整
理
し
、
阿
部
吉
伸
は
ス
イ
ス
・
ジ
ョ
バ
ン
社
製
の
木
彫
り
熊
に
着
目
し
、

ス
イ
ス
木
彫
と
の
関
係
性
か
ら
八
雲
熊
彫
の
造
形
的
源
流
を
論
じ
て
い
る
。
八
雲
町
で

は
平
成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）に
八
雲
町
木
彫
り
熊
資
料
館
を
開
館
し
、
八
雲
だ
け
で

な
く
道
内
各
地
の
木
彫
り
熊
の
展
示
を
開
始
し
た
。
安
藤
夏
樹
の
『
熊
彫
図
鑑
』
を
は

じ
め
と
す
る
展
示
・
出
版
活
動
は
、
研
究
成
果
の
蓄
積
と
い
う
よ
り
も
八
雲
の
木
彫
り

熊
を
広
く
社
会
に
可
視
化
し
、
研
究
対
象
と
し
て
定
着
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
と
評

価
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
八
雲
熊
彫
最
初
の
作
例
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
製
作
・
評
価
・
流
通
を
含
む
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
形
成
し
た
事
例
と
し
て
理
解

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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挿図1　伊藤政雄作「這い熊」大正13年（「北
海道第一号の木彫り熊」・個人蔵）

挿図2　スイス製「這い熊」（1922年徳川義
親により渡来、「北海道第一号の木
彫り熊」のモデル・個人蔵）

一
方
、
旭
川
を
中
心
と
す
る
研
究
史
で
は
、
木
彫
り
熊
を
ア
イ
ヌ
文
化
の
連
続
線
上

で
捉
え
る
視
点
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
北
海
道
ア
イ
ヌ
は
木
彫
り
熊
成
立
以
前
か
ら
、

イ
ク
パ
ス
イ（
ヘ
ラ
）や
サ
パ
ン
ペ（
冠
）と
い
っ
た
儀
礼
具
に
熊
を
含
む
動
物
意
匠
を
彫

刻
し
て
お
り
、
旭
川
の
初
期
木
彫
り
熊
は
、
こ
れ
ら
の
動
物
意
匠
と
の
形
態
的
・
技
術

的
共
通
性
を
持
つ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
立
場
で
は
、
木
彫
り
熊
は
外
来
文
化
の

単
純
な
移
入
で
は
な
く
、
既
存
の
彫
刻
技
術
の
展
開
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

八
雲
研
究
史
と
旭
川
研
究
史
は
、
し
ば
し
ば
「
ど
ち
ら
が
起
源
か
」
と
い
う
発
祥
地

論
争
の
文
脈
で
対
立
的
に
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
両
者
の
関
心
は
必
ず
し
も
同
一

で
は
な
い
。
木
彫
り
熊
に
つ
い
て
、
八
雲
研
究
史
は
近
代
に
創
出
さ
れ
、
制
度
化
さ

れ
、
社
会
的
に
認
知
さ
れ
た
工
芸
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
捉
え
る
点
に
重
心
が
あ
る
の
に

対
し
、
旭
川
研
究
史
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
に
お
け
る
造
形
表
現
の
連
続
性
と
変
容
に
焦
点

を
当
て
て
い
る
。

以
上
の
研
究
史
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
は
八
雲
の
木
彫
り
熊
に
分
析
対
象
を
限
定

し
、
特
に
八
雲
熊
彫
が
ど
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
何
が
評
価
さ
れ
、
い
か
な
る
制
度
や

活
動
を
通
じ
て
全
国
へ
と
広
ま
っ
て
い
っ
た
か
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
木
彫
り
熊
を
北

海
道
と
い
う
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
全
国
に
起
き
て
い
た
「
農
民
美
術（
ペ
ザ
ン
ト

ア
ー
ト
）」
の
潮
流
の
中
で
捉
え
た
い
と
考
え
る
。

本
稿
は
以
下
の
よ
う
な
章
立
て
で
構
成
す
る
。
義
親
の
渡
欧
経
験
と
木
彫
り
熊
受
容

の
契
機（
第
一
章
）、
山
本
鼎
の
日
本
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係（
第
二
章
）、
さ
ら
に
「
全

国
副
業
展
覧
会
」
に
お
け
る
「
農
民
美
術
」
の
社
会
的
認
知
と
八
雲
熊
彫
の
評
価
・
表

彰
の
過
程
を
紹
介
し（
第
三
章
）、
当
時
の
日
本
社
会
に
お
け
る
農
村
振
興
政
策
や
「
農

民
美
術
」
運
動
と
の
関
係
の
中
か
ら
八
雲
熊
彫
の
立
ち
位
置
を
検
討
す
る（
第
一
〜
三
章

執
筆
：
香
山
）。
続
い
て
、
八
雲
農
民
美
術
研
究
会
の
具
体
的
な
活
動
経
過（
第
四
章
）、

八
雲
熊
彫
の
各
地
で
の
評
価
と
「
木
彫
り
熊
」
と
い
う
概
念
の
形
成（
第
五
章
）、
木
彫

（
9
）
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町
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熊
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普
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─
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術
運
動
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の
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三
三

り
熊
の
彫
法
と
個
々
の
作
者
の
特
徴（
第
六
章
）を
詳
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
八
雲
に
お

け
る
製
作
実
態
と
技
術
的
・
系
譜
的
側
面
を
明
ら
か
に
す
る（
第
四
〜
六
章
執
筆
：
大

谷
）。
以
上
か
ら
、
義
親
の
構
想
と
社
会
的
実
践
な
ら
び
に
八
雲
の
現
場
に
お
け
る
具

体
的
な
製
作
と
継
承
の
実
態
と
を
往
還
し
つ
つ
、
八
雲
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
成
立
と

展
開
を
多
角
的
に
捉
え
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一　

義
親
の
渡
欧
と
木
彫
り
熊

渡
欧
の
経
緯
と
目
的

大
正
十
年（
一
九
二
一
）十
一
月
二
十
九
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ン
・
シ
ー
ル
陸
軍
士
官

学
校
へ
留
学
す
る
北
白
川
宮
成
久
王（
一
八
八
七
〜
一
九
二
三
）と
義
親
の
乗
船
し
た
箱
根

丸
は
、
神
戸
か
ら
初
航
海
の
旅
に
出
た
。
旅
行
前
二
十
二
日
付
の
報
知
新
聞
に
は
以
下

の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

徳
川
義
親
侯
は
夫
人
同
伴
来
る
廿
七
日
朝
の
特
急
で
欧
米
視
察
の
途
に
就
か
れ
ま

す
。
一
路
直
ち
に
英
国
に
赴
き
、
冬
の
内
は
重

（
マ
マ
）に

伊
太
利
に
滞
在
、
夫
れ
か
ら
仏

蘭
西
、
独
逸
を
巡
遊
し
米
国
を
経
て
帰
朝
さ
れ
る
予
定
で
、
其
間
約
一
ケ
年
英
国

で
は
専
門
の
植
物
学
や
優
生
学
以
外
狩
猟
官
の
立
場
か
ら
各
貴
族
の
猟
場
を
視
察

し
、
伊
、
仏
両
国
で
は
専
門
以
外
、
夫
人
も
共
に
音
楽
美
術
等
の
研
究
も
さ
れ
、

独
逸
は
学
術
上
最
も
有
益
な
効
果
を
期
待
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
。
是
等
の
諸
国
遊

歴
中
、
侯
独
特
の
機
警
な
る
観
察
は
、
軽
快
清
新
な
る
筆
致
を
以
て
読
者
に
報
道

さ
れ
る
筈
で
あ
り
ま
す
。
思
ふ
に
「
西
に
旅
し
て
」
と
題
す
る
侯
の
紀
行
文
が
、

我
紙
上
に
続
載
さ
れ
る
と
き
、
読
者
は
無
限
の
興
趣
を
以
て
愛
読
さ
れ
る
こ
と
ゝ

信
じ
ま
す
。

記
事
に
よ
れ
ば
義
親
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
植
物
学
や
優
生
学
、
貴
族
の
猟
場
を
視
察

し
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
で
は
音
楽
・
美
術
の
研
究
を
お
こ
な
い
、
ド
イ
ツ
で
も
学

び
、
ア
メ
リ
カ
経
由
で
帰
国
す
る
予
定
と
あ
り
、
そ
の
間
「
西
に
旅
し
て
」
と
題
す
る

紀
行
文
を
報
知
新
聞
に
掲
載
す
る
予
定
だ
っ
た
。

渡
欧
以
前
の
義
親
の
著
作
に
も
こ
の
旅
行
の
目
的
を
示
し
た
こ
の
記
事
に
も
、
木
彫

り
熊
や
木
工
品
、「
農
村
美
術
」
と
い
っ
た
語
彙
は
確
認
さ
れ
な
い
。
し
か
し
義
親
は

農
村
の
疲
弊
に
関
し
て
強
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
。

義
親
は
尾
張
家
に
養
子
入
り
し
た
翌
年
の
明
治
四
十
二
年（
一
九
〇
九
）に
家
従
五
味

末
吉（
生
歿
年
不
明
）、
大
島
鍛き

と
う（

一
八
七
一
〜
一
九
三
四
）と
共
に
初
め
て
北
海
道
内
を
巡

り
、
同
四
十
四
年
に
も
八
雲
を
訪
れ
た
。
同
年
八
月
、
義
親
は
北
海
道
に
行
啓
し
た
皇

太
子
殿
下
に
八
雲
開
墾
の
経
緯
を
記
し
た
「
八
雲
村
徳
川
家
農
場
沿
革
略
」
を
奉
呈

し
、
大
正
元
年
に
は
農
村
問
題
を
と
り
あ
げ
た
門
田
勝
衛
『
農
村
と
人
物
』
に
題
字
を

寄
せ
て
い
る
。
義
親
は
尾
張
家
に
お
け
る
北
海
道
事
業
を
家
職
の
事
業
担
当
者
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
、
自
ら
関
与
す
べ
き
責
務
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
四
十
五
年
に
初
代
徳
川
農
場
長
と
な
っ
た
大
島
鍛
は
、
義
親
が
帰
国
後
に
提
案

し
た
の
は
次
の
二
つ
と
す
る
。
①
デ
ン
マ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
酪
農
経
営
の
導
入
、
②
デ

ン
マ
ー
ク
の
農
民
子
弟
教
育
を
視
察
し
て
の
八
雲
高
等
国
民
学
校
設
立
で
あ
る
。
ま
た

大
島
日ひ

で

お
出
生（
一
九
〇
九
〜
一
九
八
九
）は
、
義
親
が
こ
の
旅
行
で
「
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

ロ
シ
ア
、
ス
イ
ス
の
農
民
の
生
活
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
し
」
た
と
す
る
。
報
知
新
聞
の
記

事
に
は
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
農
業
視
察
も
ま
た
義
親
の
旅
行
の
目
的
の
一

つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

渡
欧
日
程
と
ス
イ
ス
で
の
義
親

現
時
点
で
義
親
の
実
際
の
渡
欧
旅
程
表
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
報
知
新
聞

に
連
載
し
た
「
西
に
旅
し
て
」
及
び
義
親
撮
影
の
ネ
ガ
等
か
ら
表
1
の
よ
う
に
確
認
で
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三
四

大正10年11月29日 大日本帝国 神戸
12月9日 イギリス領香港 香港
12月14日 イギリス領マレー ジョホール
12月16日 イギリス領マレー マラッカ
大正11年1月4日 エジプト・スルタン国 カイロ
1月10日 フランス共和国 マルセイユ
2月2日 グレートブリテン及び

アイルランド連合王国
ロンドン

2月5日

スペイン王国

マドリード
2月8日 トレド
2月9日 マドリード
2月11日 セビリア
2月13日 イタリカ遺跡
2月15日 マドリード
2月16日 バルセロナ
2月20日 モナコ公国 モンテカルロ
2月25日

イタリア王国

ジェノバ
2月27日～ 3月1日 ローマ
3月3日 ナポリ
3月4日 ポンペイ
3月6日 ローマ
3月7日 フィレンツェ
3月9日 ヴェニス
3月14日 ブルガリア王国
3月14日 ギリシャ王国
3月15日～ 18日 トルコ コンスタンティノープル
3月23日 ハンガリー王国 ブダペスト
3月26日 オーストリア共和国 ウィーン
4月2日 ドイツ国（ワイマール共和国）リンダウ
4月4日

スイス連邦
インターラーケン

4月5日 グリンデルワルド
4月11日～ 13日 ベルン
4月29日～ 5月9日

ドイツ国（ワイマール共和国）

ベルリン
5月16日～ 20日 ダーレム
5月21日 ベルノン
6月3日 シュトラールズンド
6月4日 スウェーデン王国 ストックホルム
6月6日 デンマーク王国 コペンハーゲン
6月10日

ドイツ国（ワイマール共和国）
ハンブルグ

7月2日 ポツダム
7月4日 ベルリン
7月12日 グレートブリテン及び

アイルランド連合王国7月16日 ロンドン
8月5日～ 8日 ネーデルラント王国
8月10日 ベルギー王国
8月13日 フランス共和国8月16日～ 22日 パリ
9月7日～ 10日

グレートブリテン及び
アイルランド連合王国

ロンドン
9月12日～ 13日 イングランド
9月17日～ 21日 スコットランド
9月22日 グラスゴー
9月22日 ドーバー海峡
9月27日 ロンドン
10月8日 フランス共和国 マルセイユ
11月17日 大日本帝国 神戸

表1　徳川義親渡欧旅程表（大正10年11月29日～大正11年11月17日）

※本旅程表は「西に旅して」（報知新聞）記事及び義親渡欧時の写真
のネガアルバム、ネガ本体への記載に基づいている。

※日付は滞在期間を示すものではなく、記載の年月日を記すことに
より、その時期の滞在を推定するものである。

※国名は当時の国名の正式名称で統一した。

き
る
。
大
正
十
一
年
一
月
十
日
、
箱
根
丸
で
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
し
、
十
月
八
日
に
帰

国
の
た
め
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
北
野
丸
に
乗
船
す
る
ま
で
の
九
か
月
間
、
義
親
夫
妻
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
十
七
か
国
を
周
遊
し
た
。

義
親
は
こ
の
旅
行
の
途
中
立
ち
寄
っ
た
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
で
「
熊
の
彫
刻
」
を
購
入

し
た
と
記
し
て
お
り
、
同
十
一
年
四
月
四
日
に
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
、
五
日
に
グ
リ
ン

デ
ル
ワ
ル
ド
、
十
一
日
〜
十
三
日
に
ベ
ル
ン
に
滞
在
し
た
こ
と
が
、
ネ
ガ
ア
ル
バ
ム
へ

の
記
載
か
ら
判
明
す
る（
表
2
・
挿
図
3
）。
ベ
ル
ン
で
は
熊
公
園
で
の
画
像
が
二
枚
残
っ

て
い
る
他（
挿
図
4
）、
万
国
聯
合
郵
便
の
記
念
碑（
挿
図
5
）や
噴
水
等
計
八
枚
が
撮
影

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
一
枚
に
は
、
周
囲
に
絵
葉
書
が
並
べ
ら
れ
た
山
小
屋
風
の
建

物
が
撮
影
さ
れ
て
い
る（
挿
図
6
）。
看
板
に
は
店
名
と
思
わ
れ
る
「H

. Sernatinger-

Fluckiger

」の
表
示
が
あ
り
、「schnitzlerw

aren

」（
木
彫
グ
ッ
ズ
）、「A

nsichtskarten

」

（
絵
葉
書
）、「sculptures en bois

」=

「w
oodcarvings

」（
木
彫
品
）の
文
字
も
確
認
さ

れ
る
。
義
親
は
熊
の
彫
刻
を
こ
の
よ
う
な
土
産
物
店
で
購
入
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
は
当
時
渡
欧
す
る
日
本
人
に
と
っ
て
定
番
の
訪
問
地
で
あ
る
。
欧

州
を
旅
す
る
日
本
人
向
け
の
出
版
物
『
欧
州
大
陸
旅
行
』
に
は
、
出
発
地
、
日
数
等
を

様
々
に
変
更
し
た
十
六
の
欧
州
周
遊
旅
程
と
六
つ
の
追
加
旅
程
が
提
案
さ
れ
て
い
る

が
、
一
旅
程
を
除
い
て
い
ず
れ
も
ス
イ
ス
・
ベ
ル
ン
を
行
程
に
含
ん
で
い
る
。
ベ
ル
ン

（
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三
五

挿図5　「Bern万国聯合郵便紀念碑」徳川義親
撮影、大正11年4月12日（個人蔵）

挿図4　「Bernの熊」徳川義親撮影、大正11年
4月11日（個人蔵）

挿図6　「小屋」徳川義親撮影、大正11年4月
13日（個人蔵）

挿図3　徳川義親ネガアルバム55（大正11年
3月～ 6月・個人蔵）

※徳川義親が渡欧時のネガを整理したネガアルバム55
（個人蔵）への記載内容を示した。

表2　徳川義親撮影ネガアルバム記載内容（スイス）
NO. 被写体 撮影日 撮影地
23 Stein bock 1922/4/4 Interlaken
24 Truminiel bach 1922/4/4 〃
25 〃 1922/4/4 〃
26 〃 1922/4/4 〃
27 湖の上 1922/4/4 Interlaken
28 Hotel du lac 1922/4/4 〃
29 町 1922/4/4 〃
30 Grindel Wald 1922/4/5 Grindel Wald
31 〃 1922/4/5 〃
32 〃　氷河　　　 1922/4/5 〃
33 〃　　下の氷河 1922/4/5 〃
34 〃　氷河 1922/4/5 〃
35 〃　　〃 1922/4/5 〃
36 〃　　〃 1922/4/5 〃
37 Bern の熊 1922/4/11 Bern, Swiss
38 〃 1922/4/11 〃
39 BernのMarket 1922/4/12 〃
40 Bern 万国聯合郵便紀念碑 1922/4/12 Bern
41 Kinder Fresse 泉 1922/4/13 〃
42 小供 1922/4/13 〃
43 小屋 1922/4/13 〃
44 Schwellen Maffeli Restaurant 1922/4/13 〃



北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

三
六

は
義
親
夫
妻
が
特
別
に
希
望
し
て
追
加
さ
れ
た
訪
問
地
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
ベ
ル
ン
の
土
産
品
で
あ
る
木
彫
品
も
、
多
く
の
観
光
客
が
目
に
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
た
だ
義
親
の
場
合
、
尾
張
家
に
養
子
入
り
し
て
以
降
、
旧
尾
張
藩
士
の
開
墾

地
で
あ
る
八
雲
を
度
々
訪
れ
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
保
護
を
訴
え
る
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー

（
一
八
五
四
〜
一
九
四
四
）を
支
援
し
、
ア
イ
ヌ
の
口
承
説
話
を
書
き
留
め
、
共
に
熊
狩
り

を
行
い
熊
送
り
「
イ
オ
マ
ン
テ
」
に
参
加
す
る
中
で
、「
キ
ム
ン
カ
ム
イ（
山
の
神
）」
と

し
て
の
熊
の
存
在
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
熊
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
土

産
品
に
親
し
み
を
感
じ
る
と
共
に
、
厳
し
い
環
境
に
あ
る
八
雲
へ
の
移
住
者
を
助
け
る

大
き
な
可
能
性
を
感
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

熊
の
彫
刻
の
到
来

大
正
十
一
年
十
一
月
十
七
日
、
神
戸
に
て
下
船
し
た
義
親
夫
妻
は
、
名
古
屋
を
経
由

し
、
十
一
月
二
十
一
日
に
麻
布
富
士
見
町
の
自
邸
に
戻
っ
た
。
二
十
日
に
は
八
雲
の
徳

川
農
場
か
ら
義
親
の
無
事
の
帰
着
を
祝
い
鮭
が
贈
ら
れ
、
三
十
日
に
は
帰
朝
の
土
産
品

が
農
場
員
に
届
け
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
土
産
品
が
何
で
あ
っ
た
か
記
録
に
な
い
が
、

手
持
ち
で
は
な
い
土
産
品
の
多
く
は
旅
行
中
に
随
時
日
本
に
別
送
さ
れ
、
続
々
と
日
本

に
到
着
し
て
い
た
。

翌
年
春
、
義
親
は
二
度
に
わ
た
り
八
雲
を
訪
れ
た
。
八
雲
滞
在
中
に
義
親
は
欧
州
視

察
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
三
月
三
日
に
は
八
雲
町
長
の
願
い
に
よ
り
、
欧
州
の
漫

遊
談
を
二
時
間
に
わ
た
り
八
雲
産
業
組
合
事
務
所
で
話
し
、
二
百
名
余
の
聴
衆
が
集

ま
っ
た
。
ま
た
三
月
二
十
六
日
に
は
野
田
生
で
二
時
間
ほ
ど
欧
州
の
話
を
し
た
と
い

う
。そ

し
て
五
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
購
入
し
た
「
農
民
美
術
」
作
品
二
十
八
点
が
東
京
本

邸
か
ら
八
雲
に
到
着
し
た
。
目
録
二
十
八
点
の
内
、「
熊
」
と
さ
れ
る
作
品
が
、
本
作

（
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（
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（
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）
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の
元
と
な
っ
た
ス
イ
ス
製
の
「
熊
の
彫
刻
」
で
あ
り
、
他
に
熊
針
刺
一
個
、
煙
草
入
一

個
、
籠
型
小
鉢
一
個
に
該
当
す
る
と
推
定
さ
れ
る
作
品
が
伝
来
し
て
い
る
。

現
在
、
八
雲
町
に
は
ス
イ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
製
の
熊
の
彫
刻
が
伝
え
ら
れ
、

そ
の
中
に
は
ス
イ
ス
・
ジ
ョ
バ
ン
社
製
と
確
認
さ
れ
る
熊
の
彫
刻
も
含
ま
れ
る
。
だ
が
、

ス
イ
ス
製
の
す
べ
て
の
熊
の
彫
刻
が
義
親
の
渡
欧
に
遡
る
訳
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
昭

和
六
年
七
月
十
八
日
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
義
親
の
長
男
義
知（
一
九
一
一
〜
九

二
）は
、
ス
イ
ス
か
ら
熊
の
彫
刻
を
東
京
に
送
付
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
八
雲
に
参
考
品

と
し
て
転
送
さ
れ
て
い
る
。
大
正
期
の
義
親
の
渡
欧
で
持
ち
帰
ら
れ
た
作
品
の
同
定
に

つ
い
て
は
、
今
後
精
査
が
必
要
で
あ
る
。

二　

山
本
鼎
の
日
本
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係

農
民
美
術
運
動
の
成
立
と
社
会
的
背
景

大
正
五
年（
一
九
一
六
）末
、
留
学
先
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
た
山
本
鼎（
一
八
八
二

〜
一
九
四
六
）は
、
農
村
の
経
済
的
疲
弊
を
背
景
と
し
て
、
農
民
自
ら
が
地
域
の
素
材
と

生
活
感
覚
に
根
ざ
し
た
工
芸
製
作
を
担
う
こ
と
で
、
経
済
的
厚
生
と
美
的
価
値
の
創
出

を
同
時
に
図
る
農
民
美
術
運
動
を
構
想
し
た
。
同
八
年
十
一
月
に
は
、
長
野
県
神
川
村

（
現
・
上
田
市
）に
お
い
て
「
農
民
美
術
建
業
之
趣
意
書
」
を
配
布
し
、
同
年
十
二
月
か

ら
翌
年
三
月
に
か
け
て
神
川
小
学
校
で
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
運
動
の
基
礎
的
実

践
を
進
め
て
い
た
。

同
九
年
五
月
に
は
、
日
本
橋
三
越
に
お
い
て
「
日
本
農
民
美
術
展
覧
会
」
が
開
催
さ

れ
、
出
品
作
品
は
展
示
即
売
の
形
式
で
公
開
さ
れ
た
。
出
品
数
千
百
五
十
三
点
の
内
九

百
八
十
八
点
が
売
約
し
、
売
上
金
額
は
五
百
九
十
円
八
銭
に
達
し
た
と
い
う
。
三
越
は

同
展
覧
会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）



北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
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術
運
動
と
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関
係
を
中
心
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三
七

そ
れ
は
我
が
国
と
し
て
最
初
の
試
み
で
あ
っ
て
、
普
通
の
工
芸
美
術
品
と
は
大
に

趣
の
変
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
前
日
の
招
待
日
か
ら
非
常
な
盛
況
で
、

売
約
の
如
き
も
第
一
日
に
於
い
て
殆
ん
ど
全
部
赤
札
が
つ
く
と
い
ふ
有
様
で
御
座

い
ま
し
た
。
新
聞
の
美
術
記
者
諸
氏
の
間
に
も
大
分
好
評
で
何
れ
も
長
い
批
評
を

掲
げ
ら
れ
ま
し
た（
以
下
略
）

朝
日
新
聞
・
読
売
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
新
聞
・
雑
誌
が
同
展
覧
会
を
記
事

に
し
た
こ
と
か
ら
、
農
民
美
術
運
動
が
こ
の
時
点
で
全
国
的
な
注
目
を
集
め
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

農
民
美
術
運
動
が
こ
の
よ
う
な
関
心
を
集
め
た
背
景
に
は
、
明
治
三
十
年（
一
八
九

七
）以
降
に
深
刻
化
し
た
農
村
疲
弊
と
、
そ
れ
に
対
す
る
国
家
の
副
業
奨
励
政
策
の
展

開
が
あ
っ
た
。
荒
幡
克
己
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
明
治
後
期
以
降
の
農
政
は
米
増
産
を
中

心
と
し
て
い
た
が
、
日
露
戦
争
後
の
不
況
を
経
て
、
農
村
経
済
の
維
持
・
再
建
へ
と
政

策
の
重
点
が
移
行
し
た
。
大
正
初
年
に
は
農
村
疲
弊
が
社
会
問
題
化
し
、「
副
業
の
奨

励
」
が
農
政
上
の
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
商
務
省
に

お
け
る
副
業
政
策
は
制
度
的
変
遷
を
経
つ
つ
も
、
昭
和
十
六
年
の
副
業
課
廃
止
に
至
る

ま
で
継
続
さ
れ
て
お
り
、
農
民
美
術
運
動
も
ま
た
、
こ
う
し
た
国
家
的
課
題
と
接
続
す

る
形
で
受
容
さ
れ
た
社
会
運
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
義
親
は
大
正
九
年
に
名
古
屋
か
ら
東
京
へ
本
籍
を
移
し
、
学
習
院
で
講
師
を

務
め
る
な
ど
、
東
京
を
拠
点
と
し
た
活
動
を
本
格
化
し
て
い
た
。
東
京
の
自
邸
で
尾
張

家
所
蔵
の
源
氏
物
語
絵
巻
を
観
覧
し
た
り
、
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
が
上
京
し
た
際
の

宿
泊
に
自
邸
の
一
室
を
提
供
す
る
な
ど
、
ア
イ
ヌ
研
究
の
支
援
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

る
。
こ
の
時
期
、
義
親
が
鼎
の
「
日
本
農
民
美
術
展
覧
会
」
を
実
際
に
訪
れ
た
か
ど
う

か
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
新
聞
・
雑
誌
等
を
通
じ
て
同
運
動
の
動
向
を
把
握
し
て

い
た
可
能
性
は
高
い
。

大
正
十
一
年
十
二
月
、
義
親
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
し
た
翌
月
に
、
鼎
は
「
日
本

農
民
美
術
研
究
所
」
を
設
立
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
五
月
に
両
者
の
間
で
農
民
美
術
に
つ

い
て
の
会
談
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
義
親
は
渡
欧
以
前
か
ら
農
民
美
術
運

動
を
認
識
し
、
そ
の
展
開
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

山
本
鼎
と
義
親
の
協
力
関
係

前
述
の
通
り
、
山
本
鼎
は
大
正
十
一
年
十
二
月
に
「
日
本
農
民
美
術
研
究
所
」
を
設

立
し
た
が
、
そ
の
運
営
は
資
金
面
で
困
難
を
伴
い
、
各
方
面
に
出
資
・
寄
付
を
求
め
る

活
動
を
行
っ
て
い
た
。
同
十
二
年
二
月
十
八
日
付
、
金
井
正
・
倉
田
白
羊
宛
の
書
簡

（
以
下
、「
同
書
簡
」
と
称
す
る
。）に
よ
れ
ば
、
鼎
は
同
月
十
三
日
に
文
部
次
官
・
南
弘（
一

八
六
九
〜
一
九
四
六
）を
訪
ね
、
支
援
者
の
選
定
に
つ
い
て
助
言
を
受
け
て
い
る
。
翌
十
四

日
に
は
三
越
創
始
者
の
日
比
翁
助（
一
八
六
〇
〜
一
九
三
一
）を
訪
問
し
、
そ
の
後
大
阪
に

赴
い
た
も
の
の
、
南
の
予
測
通
り
十
分
な
出
資
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

同
書
簡
に
は
、
研
究
所
の
基
本
金
十
万
円
に
対
す
る
出
資
候
補
者
・
岸
本
彦
衛（
一

八
八
七
〜
一
九
七
七
）、
森
村
開
作（
一
八
七
三
〜
一
九
六
二
）、
徳
川
義
親
、
な
ら
び
に
長

野
県
下
の
有
志
ら
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
鉄
鋼
問
屋
岸
本
商
店
の
岸
本
彦
衛
に
つ

い
て
は
、
将
来
的
な
出
資
予
定
に
と
ど
ま
っ
た
一
方
、
森
村
開
作
と
義
親
か
ら
の
出
資

は
、
こ
の
時
点
で
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
同
年
五
月
三
日
付
の
山
越
脩
蔵
宛
書
簡
に
は
、「
八
日
に
徳
川
義
親
侯
爵

か
ら
農
美
の
事
で
会
談
を
申
込
ま
れ
ま
し
た
」
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
大
正
十
一
年

五
月
八
日
は
、
義
親
が
渡
欧
中
に
購
入
し
た
作
品
を
八
雲
に
送
付
す
る
時
期
と
重
な
っ

て
お
り
、
義
親
が
八
雲
に
お
け
る
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
思
案
し
て
い
た
時
期
で

も
あ
っ
た
。

以
上
の
史
料
を
踏
ま
え
る
と
、
義
親
は
渡
欧
で
購
入
し
た
木
彫
品
を
八
雲
に
送
付
す
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北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

三
八

る
段
階
に
お
い
て
、
す
で
に
鼎
と
接
触
し
、
農
民
美
術
運
動
へ
の
関
与
と
八
雲
で
の
展

開
の
可
能
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
義
親
が
、
鼎
か
ら

農
民
美
術
に
関
す
る
理
念
や
実
践
的
知
識
を
得
た
う
え
で
、
八
雲
に
お
け
る
事
業
構
想

を
具
体
化
し
て
い
っ
た
可
能
性
は
高
く
、
こ
の
点
に
両
者
の
関
係
形
成
の
重
要
な
契
機

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

農
民
美
術
理
念
の
共
通
性
と
差
異

八
雲
に
お
け
る
木
彫
り
熊
製
作
の
実
践
は
、
山
本
鼎
が
提
唱
し
た
農
民
美
術
運
動
の

理
念
と
、
い
か
な
る
点
で
共
通
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
差
異
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
徳
川
農
場
が
大
正
十
二
年
八
月
七
日
付
で
作
成
し
た
「
農
村
美
術
工
芸
品
評
会

開
催
趣
意
書
」（
以
下
、「
同
趣
意
書
」
と
称
す
る
。）と
鼎
の
「
農
民
美
術
建
業
之
趣
意
書
」

を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
共
通
点
と
相
違
点
が
み
ら
れ
る
。

ま
ず
共
通
点
と
し
て
は
、
第
一
に
、
農
村
の
経
済
的
・
社
会
的
な
窮
状
に
対
す
る
強

い
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
農
業
偏
重
へ
の
批
判
と

副
業
奨
励
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
三
に
、
副
業
を
単
な
る
生
計
補

助
手
段
と
し
て
で
は
な
く
、「
美
術
工
芸
品
」
の
創
出
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
点
、
第

四
に
、
農
閑
期
や
余
暇
の
有
効
活
用
を
重
視
し
て
い
る
点
、
第
五
に
、
経
済
的
収
入
の

増
加
の
み
な
ら
ず
、
農
村
文
化
や
生
活
の
向
上
を
志
向
し
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。

一
方
、
両
者
の
間
に
は
明
確
な
差
違
も
存
在
す
る
。
第
一
に
、
農
村
衰
退
の
原
因
認

識
に
お
い
て
、
鼎
が
副
業
の
美
術
的
価
値
及
び
工
業
的
知
識
の
欠
如
を
主
因
と
し
て
捉

え
て
い
る
の
に
対
し
、
同
趣
意
書
は
農
村
生
活
の
「
無
味
貧
寒
」
さ
が
青
年
子
女
の
都

市
流
出
を
招
い
て
い
る
点
を
問
題
視
す
る
。
第
二
に
、
運
動
の
目
標
設
定
に
関
し
て
、

鼎
が
副
業
を
恒
久
的
な
農
村
産
業
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
に
対
し
、
同

趣
意
書
は
「
田
園
生
活
の
鼓
吹
」
を
通
じ
た
農
業
へ
の
定
着
促
進
を
重
視
す
る
。
第
三

に
、
実
践
方
法
に
お
い
て
、
鼎
が
教
育
・
研
究
・
販
売
網
を
含
む
体
系
的
展
開
を
構
想

し
た
の
に
対
し
、
徳
川
農
場
の
取
り
組
み
は
「
農
村
美
術
工
芸
品
評
会
」
の
開
催
を
中

心
と
す
る
限
定
的
な
実
践
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
第
四
に
、
製
品
観
・
美
術
観
の
点
で

は
、
鼎
は
、「
地
方
美
術
工
芸
品
」
と
し
て
高
い
美
術
的
完
成
度
を
志
向
し
た
の
に
対

し
、
同
趣
意
書
は
「
実
用
並
に
装
飾
的
手
工
芸
品
」
と
し
て
、
生
活
改
善
や
家
庭
内
利

用
を
主
眼
と
し
て
い
た
。

以
上
の
比
較
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
同
趣
意
書
は
鼎
の
農
民
美
術
運
動
と
理
念
や

方
法
を
直
接
的
に
共
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
両
者
の
間
に
は
農
村
観
・
美
術
観
・
実

践
手
法
に
お
い
て
顕
著
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
農
民
美
術
」
と
い

う
概
念
が
、
こ
う
し
た
差
異
を
内
包
し
た
ま
ま
各
地
の
地
域
的
文
脈
の
中
で
受
容
さ

れ
、
再
解
釈
さ
れ
て
い
っ
た
点
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
本
事
例
は
農
民
美
術
概
念
の
多

義
性
と
、
そ
の
展
開
の
可
能
性
を
示
す
一
例
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
雲
に
お
け
る
農
民
美
術
運
動
の
実
践
化

大
正
十
二
年
八
月
七
日
に
同
趣
意
書
が
発
表
さ
れ
た
時
点
で
、
第
一
回
農
村
美
術
工

芸
品
評
会
は
、
翌
十
三
年
三
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
八
雲
信
用
購
買
利
用
組

合
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
反
響
は
予
想
を
は
る
か
に
上

回
り
、
出
品
数
が
急
増
し
た
た
め
、
実
際
に
は
三
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
八

雲
小
学
校
の
三
教
室
を
使
用
し
て
開
催
さ
れ
た
。

出
品
総
数
は
千
九
十
七
点
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
八
百
六
十
六
点
が
八
雲
町
内
か
ら

の
出
品
で
あ
っ
た
。
参
観
者
は
初
日
に
千
名
を
超
え
、
最
終
日
に
は
二
千
五
百
名
以
上

に
達
し
た
。
八
雲
町
内
か
ら
の
出
品
内
容
は
、
木
細
工
品
百
四
十
一
点
、
藁
細
工
品
百

三
十
八
点
、
染
織
品
・
編
物
各
百
十
一
点
、
竹
細
工
品
七
十
三
点
、
自
然
木
細
工
品
四

十
二
点
、
刺
繡
品
二
十
九
点
、
木
彫
品
二
十
一
点
な
ど
で
あ
り
、
町
内
戸
数
の
約
三
十



北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

三
九

四
パ
ー
セ
ン
ト
が
出
品
に
参
加
し
、
住
民
の
約
四
分
の
一
が
来
場
し
た
計
算
と
な
る
。

『
函
館
毎
日
新
聞
』
は
こ
の
品
評
会
を
「
日
本
で
始
め
て
の
企
て
で
あ
る
農
村
美
術

工
芸
展
覧
会
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
同
九
年
日
本
橋
三
越
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本

農
民
美
術
展
覧
会
」
と
比
較
す
る
と
、
八
雲
の
品
評
会
で
は
出
品
物
に
対
す
る
審
査
・

講
評
が
行
わ
れ
、
優
良
品
に
賞
を
授
与
す
る
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
た
点
に
特
徴
が
あ

る
。「
日
本
農
民
美
術
展
覧
会
」
が
展
示
即
売
会
の
性
格
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
、

八
雲
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
農
村
美
術
工
芸
品
評
会
で
は
非
売
品
を
除
き
価
格
が
付
さ

れ
て
は
い
た
も
の
の
、
主
眼
は
あ
く
ま
で
審
査
に
置
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
品
評

会
は
徳
川
農
場
の
単
独
事
業
で
は
な
く
、
徳
川
家
全
体
の
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
徳
川
農
場
か
ら
東
京
本
邸
へ
は
随
時
報
告
が
行
わ
れ
る
一

方
、
東
京
か
ら
は
義
親
が
鼎
と
の
会
談
を
通
じ
て
得
た
農
民
美
術
運
動
に
関
す
る
資
料

や
知
見
が
共
有
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

第
一
回
品
評
会
の
成
功
を
受
け
、
翌
年
以
降
も
八
雲
で
は
「
八
雲
農
村
美
術
工
芸
品

展
覧
会
」「
農
村
美
術
工
芸
品
陳
列
会
」「
第
二
回
農
村
美
術
及
手
工
芸
品
評
会
」
が
継

続
的
に
開
催
さ
れ
、
昭
和
三
年（
一
九
二
八
）に
は
「
八
雲
農
民
美
術
研
究
会
」
が
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
鼎
が
掲
げ
た
技
術
向
上
、
組
織
的
研
究
、
産
業
化
と
い

う
農
民
美
術
運
動
の
理
念
に
沿
っ
た
展
開
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
義
親
は
渡
欧
以
前
か
ら
農
民
美
術
運
動
を
認
識
し
て
お
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
購
入
し
た
農
民
美
術
の
参
考
作
品
を
媒
介
と
し
て
、
帰
国
後
た
だ
ち
に

鼎
に
接
触
し
、
八
雲
に
お
け
る
農
民
美
術
の
展
開
に
つ
い
て
協
議
し
た
経
緯
を
確
認
で

き
る
。
北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
農
民
美
術
運
動
の
出
発
点
に
は
、
義
親
が
持
ち
帰
っ

た
作
品
群
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
思
想
的
枠
組
み
は
鼎
の
農
民
美
術
運
動
か
ら
強
い
影

響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
八
雲
熊
彫
の
製
作
は
、
義

親
個
人
あ
る
い
は
八
雲
と
い
う
一
地
域
に
限
定
さ
れ
た
活
動
と
し
て
で
は
な
く
、
日
本
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全
国
に
展
開
し
た
農
民
美
術
運
動
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

三　
「
農
民
美
術
」
の
社
会
的
認
知
と
八
雲
熊
彫
の
表
彰

全
国
副
業
展
覧
会
の
開
催
と
そ
の
意
義

大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）十
一
月
か
ら
翌
十
二
月
に
か
け
て
、
東
京
市
上
野
公
園
不

忍
池
畔
に
お
い
て
「
全
国
副
業
展
覧
会
」（
以
下
、「
本
展
覧
会
」
と
称
す
る
。）が
開
催
さ
れ

た（
挿
図
7
）。
本
展
覧
会
は
伏
見
宮
博
恭
王
を
総
裁
と
す
る
日
本
産
業
協
会
を
主
催
と

し
、
農
林
省
の
後
援
お
よ
び
各
道
府
県
の
協
賛
を
得
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国

庫
補
助
金
二
万
八
千
円
を
含
む
約
七
万
円
弱
の
予
算
が
投
じ
ら
れ
、
会
期
三
十
一
日
間

に
及
ん
だ
。

本
展
覧
会
の
目
的
は
、
各
地
で
進
め
ら
れ
て
き
た
副
業
振
興
事
業
の
成
果
を
総
括

し
、
優
良
品
を
集
中
的
に
展
示
・
審
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
改
良
お
よ
び
発
達

を
促
す
と
と
も
に
、
首
都
東
京
に
お
け
る
販
路
開
拓
を
通
じ
て
、
需
給
の
連
携
を
図
る

点
に
あ
っ
た
。
大
正
期
に
は
す
で
に
各
府
県
に
副
業
専
任
職
員
が
配
置
さ
れ
、
生
産
増

加
や
経
営
改
善
、
販
路
拡
張
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
を

（
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挿図7　全国副業展覧会広告（『新
使命』2巻10号、新使命
社、大正14年掲載）
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と
の
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係
を
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心
に

四
〇

全
国
的
規
模
で
集
約
し
、
可
視
化
す
る
場
が
設
け
ら
れ
た
点
に
、
本
展
覧
会
の
意
義
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

会
期
中
の
入
場
者
数
は
計
十
七
万
七
千
二
百
三
十
一
人
に
達
し
、
審
査
対
象
と
な
っ

た
出
品
者
は
四
千
五
十
五
人
、
出
品
点
数
は
七
千
九
十
九
点
に
及
ん
だ
。
こ
の
う
ち
二

千
三
百
三
十
四
人
が
一
等
か
ら
三
等
ま
で
の
褒
賞
を
受
け
て
い
る
。
出
品
品
目
は
農
産

加
工
品
・
織
物
・
編
物
・
竹
細
工
・
木
工
・
陶
磁
器
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
当
時
の
農

村
副
業
の
実
態
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

本
展
覧
会
で
は
、
出
品
物
は
原
則
と
し
て
即
売
さ
れ
ず
、
会
期
中
は
売
約
に
留
め
ら

れ
、
別
途
即
売
部
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
参
考
品
と
し
て
農
林
省
や
東
京
市
商
工
課

等
か
ら
鳩
・
七
面
鳥
・
兎
と
い
っ
た
家
禽
・
家
畜
類
や
各
種
標
本
が
出
品
さ
れ
た
ほ

か
、「
全
国
特
産
物
即
売
会
」、「
婦
人
手
工
芸
品
展
覧
会
」、「
児
童
生
徒
図
案
手
工
作

品
展
覧
会
」、「
農
村
ス
ケ
ッ
チ
展
覧
会
」、「
盆
景
盆
栽
会
」
な
ど
の
関
連
展
示
、「
副

業
製
作
品
批
評
懇
談
会
」、「
荷
造
包
装
講
習
会
」、「
婦
人
手
芸
講
座
」、「
家
庭
講
座
」

と
い
っ
た
講
習
・
懇
談
事
業
も
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
構
成
か
ら
、
本
展
覧
会
は
単
な
る
成
果
展
示
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
産

技
術
の
改
良
、
意
匠
の
洗
練
、
流
通
・
包
装
の
合
理
化
、
さ
ら
に
は
家
庭
生
活
の
改
善

に
至
る
ま
で
、
副
業
振
興
を
多
面
的
に
推
進
す
る
総
合
的
な
試
行
の
場
と
し
て
位
置
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
副
業
奨
励
と
い
う
国
策
を
、
具
体
的
な
製
品
と
実
践
知
の
提
示
を

通
じ
て
社
会
化
し
、
農
村
副
業
の
産
業
化
に
向
け
た
方
向
性
を
可
視
化
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
農
民
美
術
」
の
社
会
的
認
知

全
国
副
業
展
覧
会
の
出
品
物
は
、
農
産
・
畜
産
・
林
産
・
水
産
・
雑
工
品
な
ど
八
部

門
に
分
類
さ
れ
、
即
売
品
や
参
考
品
を
除
く
出
品
物
が
審
査
の
対
象
と
さ
れ
た
。
そ
の

中
に
、
各
地
で
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
日
本
の
「
農
民
美
術
」
を
紹
介
す
る
場
が
設
け
ら

れ
た
。

農
民
美
術
品
は
、
第
三
部
「
林
産
関
係
品
」
の
審
査
報
告
に
お
い
て
言
及
さ
れ
、
総

計
十
九
点
出
品
と
さ
れ
る
。
審
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
そ
の
系
譜
は
青
森
県
の
農
閑
工
藝

研
究
所（
大
正
四
年
創
設
）と
、
長
野
県
上
田
の
鼎
が
関
与
し
た
農
民
美
術
研
究
所
を
中

心
と
す
る
二
つ
の
系
統
に
大
別
さ
れ
る
。
受
賞
者
名
簿
に
よ
れ
ば
、
農
閑
工
藝
研
究
所

の
大
川
亮
が
「
古
錦
細
工
」
で
一
等
を
、
農
民
美
術
研
究
所
系
か
ら
は
日
本
農
美
生
産

組
合
の
「
果
物
入
」
お
よ
び
日
本
ア
ル
プ
ス
農
美
生
産
組
合
の
「
雷
鳥
」
が
二
等
を
受

賞
し
た
。
ま
た
、
日
本
農
美
生
産
組
合
の
「
風
俗
人
形
」
が
皇
后
陛
下（
貞
明
皇
后
）御

買
上
品
に
、
農
閑
工
藝
研
究
所
の
「
榀
皮
細
工
」
が
東
宮
殿
下（
当
時
の
皇
太
子
裕
仁
親

王
、
の
ち
の
昭
和
天
皇
）御
買
上
品
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
皇
族
に
よ
る
購
入
は
農
民
美

術
の
社
会
的
評
価
を
飛
躍
的
に
高
め
た
。

半
官
半
民
で
あ
る
日
本
産
業
協
会
が
主
催
し
、
農
林
省
や
各
道
府
県
が
後
援
す
る
大

規
模
な
公
的
展
覧
会
に
お
い
て
「
農
民
美
術
」
が
明
示
的
に
審
査
・
表
彰
の
対
象
と
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
各
地
方
の
民
間
主
体
で
展
開
し
て
い
た
農
民
美
術
運
動

が
、
初
め
て
国
の
政
策
の
も
と
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
農
民
美
術
は
単
な
る
地
域
工
芸
や
趣
味
、
地
域
の
農
村
を
助
け
る
民
間
活
動
の
域

を
超
え
、
日
本
の
農
村
経
済
を
支
え
る
副
業
産
業
と
し
て
認
知
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

な
お
、
展
覧
会
に
お
け
る
評
価
基
準
は
美
術
的
価
値
の
み
な
ら
ず
、
実
用
性
・
市
場

性
を
重
視
す
る
産
業
的
観
点
に
立
脚
し
て
い
た
。
解
説
書
に
は
、
品
名
・
用
途
・
産
地

に
加
え
、
生
産
方
法
・
価
格
・
販
路
・
年
産
額
・
従
業
日
数
と
い
っ
た
経
営
情
報
の
記

載
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
審
査
報
告
に
お
い
て
も
「
実
用
品
の
製
作
に
専
念
す
る
を
優

れ
り
と
な
す
べ
し
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
農
民
美
術
は
芸
術
運
動
と
い
う
よ
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り
も
、「
生
計
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
」
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
審

査
報
告
に
は
八
雲
か
ら
の
出
品
作
に
つ
い
て
言
及
が
な
く
、「
農
民
美
術
品
」
十
九
点

に
含
ま
れ
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
。

伊
藤
政
雄
作
「
這
い
熊
」
の
表
彰
と
そ
の
意
味

『
全
国
副
業
品
取
引
便
覧
』
で
は
、
北
海
道
の
副
業
品
の
概
況
と
し
て
以
下
の
通
り

記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

⦿
木
工
品 

年
産
額　

十
八
萬
円

農
家
の
副
業
と
し
て
製
作
せ
ら
る
ゝ
木
工
品
は
、
材
料
の
豊
富
な
る
に
比
し
発
達

遅
々
た
り
し
が
、
近
時
講
習
会
、
伝
習
会
、
展
覧
会
等
を
開
催
し
、
之
が
奨
励
に

努
め
た
る
結
果
、
定
山
渓
、
湯
ノ
川
、
登
別
の
各
温
泉
地
に
玩
具
及
小
家
具
の
製

作
行
は
れ
、
又
割
箸
、
箆
杓
子
等
漸
次
農
家
の
従
業
を
増
加
し
、
尚
八
雲
町
徳
川

農
場
に
於
て
は
農
民
美
術
的
木
刻
行
は
れ
、
殊
に
本
道
独
特
の
「
ア
イ
ヌ
細
工
」

は
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
同
種
族
保
護
上
考
慮
を
要
す
べ
き
も
の
あ
る

等
、
今
後
是
等
の
副
業
は
相
当
農
村
に
普
及
発
達
す
る
も
の
と
認
め
ら
る
。

　
　

生
産
者　

山
越
郡
八
雲
町
字
砂
蘭
部　

今
井
吉
蔵

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
政
雄

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

字
遊
楽
部　

大
村
金
次
郎

　
　
　
　
　
　

亀
田
郡
七
飯
村
大
字
大
沼　

佐
藤
猛

　
　
　
　
　
　

沙
流
郡
平
取
村
二
風
谷　
　

貝
澤
ウ
ェ
サ
ナ
シ

　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貝
澤
善
助

　
　
　
　
　
　

勇
拂
郡
厚
眞
村
振
老　
　
　

鳥
浦
清
太
郎

　
　
　
　
　
　

札
幌
郡
豊
平
町
定
山
渓　
　

砂
川
善
太
郎

　
　
　
　
　
　

砂
流
郡
佐
溜
太
局
区
内　
　

藤
原
政
一

こ
こ
で
は
、
①
温
泉
地
に
お
け
る
一
般
木
工
副
業
、
②
八
雲
町
徳
川
農
場
に
お
け
る

農
民
美
術
的
木も

っ
こ
く刻

、
③
二
風
谷
を
中
心
と
す
る
ア
イ
ヌ
細
工
、
と
い
う
三
つ
の
系
統
を

並
列
的
に
叙
述
し
て
お
り
、
生
産
者
名
簿
は
そ
れ
ら
を
包
括
的
に
列
挙
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
個
々
の
生
産
者
と
製
品
種
別
を
一
対
一
で
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
地
名
お
よ
び
文
脈
か
ら
み
て
、
八
雲
町
の
生
産
者
は
農
民
美
術
的
木
刻
、
二
風

谷
の
生
産
者
は
ア
イ
ヌ
細
工
に
対
応
す
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ア
イ
ヌ
細

工
を
和
人
農
家
の
副
業
と
は
別
の
存
在
と
し
て
位
置
付
け
、
且
つ
保
護
す
る
対
象
と
し

て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
紹
介
文
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
に
お
け
る
木
工
副
業
は
豊
富
な
木
材
資
源
に
恵
ま

れ
な
が
ら
も
発
展
が
遅
れ
て
い
た
が
、
定
山
渓
・
湯
の
川
・
登
別
で
玩
具
や
小
家
具
の

製
作
が
行
わ
れ
て
お
り
、
農
家
に
よ
る
割
箸
・
箆
杓
子
等
の
製
作
も
増
加
し
て
き
て
い

た
。
そ
れ
に
加
え
て
八
雲
・
徳
川
農
場
の
農
民
美
術
に
も
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
便
覧
作
成
前
に
開
催
さ
れ
た
全
国
副
業
展
覧
会
に
は
、
第
三
部
林
産
関
係
品
と

し
て
千
九
百
九
十
二
点
の
出
品
が
あ
り
、
そ
の
内
、「
木
竹
及
其
加
工
品
」
は
千
四
百

十
八
点
、
内
、
木
工
品
は
五
百
九
十
六
点
で
あ
る
。
そ
し
て
木
工
品
と
し
て
一
等
七

名
、
二
等
五
十
五
名
、
三
等
九
十
五
名
が
受
賞
し
た
。
北
海
道
か
ら
は
二
等
に
伊
藤
政

雄（
山
越
郡
八
雲
町
）の
「
熊　

木
工
品
」、
佐
藤
猛（
亀
田
郡
七
飯
村
）の
「
茶
托
」、
上
士

別
信
用
購
買
販
売
組
合（
上
川
郡
上
士
別
村
）の
「
衛
生
割
箸
」
の
三
点
が
、
ま
た
三
等

に
は
伊
藤
政
雄（
山
越
郡
八
雲
村
）の
「
ペ
ン
軸
」、
佐
藤
猛（
亀
田
郡
七
飯
村
）の
「
ボ
タ
ン

凾
」、「
草
葉
皿
」、「
状
差
」、
貝
澤
善
助（
日
高
郡
沙
流
郡
二
風
谷
村
）の
「
パ
イ
プ
」、
貝

澤
ウ
ェ
サ
ナ
シ（
同
上
）の
「
茶
盆
」、
島
浦
清
太
郎（
勇
拂
郡
厚
眞
村
振
老
）の
「
丸
火
鉢
」

の
八
点
が
受
賞
し
た
。

同
展
覧
会
の
「
出
品
規
定
」
に
よ
れ
ば
、
陳
列
場
所
の
使
用
料
と
し
て
申
し
込
み
時

点
で
二
十
〜
四
十
円
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
、
東
京
に
在
住
し
な
い
申
込
者
に
は
東
京

（
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四
二

在
住
の
代
理
人
を
置
く
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
出
品
に
は
出
品
目
録
と
解
説
書
が
必
要

に
な
っ
た
他
、
搬
入
・
陳
列
・
撤
収
に
も
期
限
が
あ
っ
た
。
困
窮
す
る
地
方
在
住
の
農

家
の
一
個
人
が
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
し
て
出
品
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
伊
藤
政
雄
の
作
品
は
徳
川
農
場
経
由
で
東
京
に
搬
送
さ
れ
、
徳
川
侯
爵
家
を
代

理
人
と
し
て
出
品
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
二
等
受
賞
は
、
八
雲
の
農
民
美
術
運
動
が
全
国
の
主
要
団
体
と
肩
を
並
べ
、
農

村
副
業
奨
励
製
作
の
制
度
的
枠
組
み
の
な
か
で
公
的
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
た
。
こ
の
年
三
月
に
八
雲
町
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
農
村
美
術
工
芸
品
展
覧
会
開
会

式
に
お
い
て
、
大
島
鍛
は
「
郷
土
的
香
高
き
名
産
」
の
創
出
構
想
を
示
し
て
い
る
。
全

国
副
業
展
覧
会
に
お
け
る
伊
藤
政
雄
の
受
賞
は
、
こ
の
構
想
を
具
体
的
に
体
現
す
る
作

例
を
明
確
化
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
八
雲
熊
彫
が
地
方

的
な
手
工
的
製
作
の
段
階
を
超
え
、「
日
本
農
民
美
術
」
を
担
う
産
業
的
展
開
へ
と
向

か
う
重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

全
国
副
業
展
覧
会
は
、
農
村
副
業
奨
励
政
策
の
成
果
を
可
視
化
す
る
場
で
あ
る
と
同

時
に
、
農
民
美
術
を
制
度
的
評
価
体
系
の
も
と
に
位
置
付
け
、
地
域
に
根
差
し
た
創
作

活
動
を
全
国
的
文
脈
へ
と
接
続
す
る
装
置
と
し
て
機
能
し
た
。
そ
の
な
か
で
伊
藤
政
雄

が
出
品
し
た
熊
彫
の
表
彰
は
、
農
民
美
術
運
動
に
お
け
る
地
域
的
多
様
性
と
精
度
的
包

括
の
双
方
を
示
す
象
徴
的
事
例
で
あ
っ
た
。

小
平
権
一
は
大
正
十
五
年
発
行
の
『
農
村
副
業
問
題
』（
農
村
問
題
大
系
第
九
巻
、
日
本

評
論
社
）で
、
農
民
美
術
の
研
究
を
目
的
と
す
る
団
体
と
し
て
、
日
本
農
民
美
術
研
究

所
以
外
に
二
つ
あ
る
と
し
、「
八
雲
農
村
工
藝
研
究
会（
北
海
道
渡
島
国
八
雲
町
）」
と
「
農

閑
工
藝
研
究
所（
青
森
県
西
津
軽
郡
大
光
寺
村
）」
を
紹
介
す
る
。
八
雲
の
活
動
は
ま
だ
開

始
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
展
覧
会
で
の
受
賞
は
地
域
運
動
を
産
業
的
展
開
へ
と
導

く
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

八
雲
農
民
美
術
研
究
会
の
活
動

八
雲
農
民
美
術
研
究
会
の
結
成
と
初
期
活
動

八
雲
農
民
美
術
研
究
会
の
結
成
経
緯
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
石
と
太
田
に
よ
っ
て

整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
残
存
す
る

一
次
史
料
に
基
づ
き
、
同
研
究
会
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
、
い
か
な
る

運
営
体
制
の
も
と
で
八
雲
熊
彫
を
支
え
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
。

八
雲
に
お
け
る
農
民
美
術
は
、
導
入
当
初
か
ら
町
内
で
の
品
評
会
開
催
に
と
ど
ま
ら

ず
、
道
内
外
で
開
催
さ
れ
た
各
種
展
覧
会
へ
の
出
品
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
継
続
的
な
製
作
・
評
価
・
販
売
を
担
う
組
織
の
存
在

が
あ
っ
た
。

昭
和
三
年（
一
九
二
八
）一
月
、
同
研
究
会
が
結
成
さ
れ
、
同
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

九
日
ま
で
「
農
民
美
術
講
習
会（
講
習
科
目
・
木
彫　

熊
）」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
初
は
六

日
間
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
追
加
一
日
を
含
む
計
七
日
間
に
延
長
さ
れ
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
参
加
者
は
名
簿
上
十
五
名
と
さ
れ
る
が
、
実
際

の
受
講
者
は
十
四
名
で
あ
っ
た（
表
3
）。

講
習
会
の
様
子
は
挿
図
8
の
写
真
に
よ
っ
て
確
認
で
き
、
現
在
、
八
雲
町
木
彫
り
熊

資
料
館
に
所
蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
る
ス
イ
ス
製
の
木
彫
り
熊
の
一
部
が
、
こ
の
講
習
会

で
参
考
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
講
師
を
務
め
た
伊
藤
政
雄
お
よ

び
十
倉
金
之（
一
八
八
三
〜
一
九
四
三
）を
含
む
計
十
一
名
が
、
講
習
会
終
了
後
も
継
続
的

に
同
研
究
会
へ
作
品
を
納
品
し
て
い
た
こ
と
が
、『
昭
和
二
年
度
農
村
美
術
委
託
品
台

帳
』
の
整
理
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
委
託
品
台
帳
は
表
紙
に
「
昭
和
二
年
度
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に

（
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四
三

は
昭
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
同
五
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
記
録
を
含
ん
で
お
り
、
受

付
年
月
日
、
通
し
番
号
、
品
名
、
価
格（
製
作
高
）、
内
渡
代
金（
手
取
金
）、
納
品
者
名

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
空
欄
や
修
正
、
記
載
誤
り
も
少
な
く
な
く
、
厳
密
な
数

量
・
金
額
の
確
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
八
雲
熊
彫
と
判
断
で
き
る
も
の
に
限
っ
て
も
、

少
な
く
と
も
三
十
四
種
・
千
六
百
八
点
が
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
表
紙
に
「
徳
川
農
場
」
と
記
載
さ
れ
、
徳
川
農
場
の
用
紙
を
使
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
同
研
究
会
か
ら
徳
川
農
場
が
委
託
を
受
け
て
事
務
処
理
を
し
て
い
た
と
推
測
さ

れ
る
。

な
お
、
台
帳
に
付
さ
れ
た
通
し
番
号
が
、
実
際
の
木
彫
り
熊
作
品
に
刻
印
さ
れ
て
い

（
47
）

（
48
）昭和3年1月 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 出席回数

吉田千太郎 ○ ○ ○ ○ 4
川口鈴太郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
内田秀子 ○ ○ ○ ○ ○ 5
柴崎重行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
吉田頼政 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
加藤義一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
林重春 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
臼田賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
柴田作治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
片桐直明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
都築明彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
前田鈴 ○ ○ ○ ○ ○ 5
小林守廣 0
井上光彦 ○ ○ ○ ○ ○ 5
井筒栄三郎 ○ ○ ○ ○ ○ 5
合計 9 12 12 13 12 12 13 83

表3　農民美術講習会（講習科目 木彫 熊）参加者名簿（昭和3年1月）

午前9時から午後4時までの開催。講習料は無料だが、弁当持参。
出席率は約79％。
出典：「八雲史料」3192（徳川林政史研究所蔵）。以下「八雲」と略
し番号を記す。

挿図8　農民美術講習会　昭和3年（木彫り熊は個人蔵、写真は徳川林政史研究所蔵）
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四
四

第
六
條　
　

本
会
ハ
第
二
條
ノ
目
的
ヲ
達
成
セ
ン
ガ
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
。

一
、
毎
月
一
回
例
会
ヲ
開
催
ス
ル
コ
ト
。

一
、
冬
期
間
ハ
毎
月
二
日
以
上
共
同
製
作
ヲ
ナ
ス
コ
ト
。

一
、
作
品
ヲ
持
寄
リ
批
評
ヲ
請
フ
事
。

一
、
毎
年
八
月
作
品
並
ニ
参
考
品
ノ
展
覧
会
ヲ
開
催
ス
ル
事
。

一
、
講
習
・
講
評
会
ヲ
開
催
ス
ル
コ
ト
。

一
、
徳
川
農
場
ノ
助
力
ニ
ヨ
リ
門
外
ニ
於
ケ
ル
斯
業
ノ
調
査
研
究
並

ニ
参
考
品
ノ
蒐
集
ヲ
ナ
ス
コ
ト
。

一
、
作
品
ノ
販
路
ヲ
調
査
シ
販
売
ノ
斡
旋
ヲ
ナ
ス
コ
ト
。

販
売
規
程
ヘ
別
ニ
之
ヲ
定
ム
。

一
、
其
ノ
他
必
要
事
項
。

第
七
條　
　

本
会
員
ハ
自
己
ノ
製
作
品
ヲ
本
会
ヲ
経
由
セ
ズ
シ
テ
他
ヘ
販
出
ス
ル

事
ヲ
得
ズ
。

第
八
條　
　

本
会
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク
。

会
長　
　
　
　
　
　

一
名

副
会
長　
　
　
　
　

一
名

評
議
員　
　
　
　
　

五
名

事
務
員　
　
　
　
　

若
干
名

第
九
條　
　

会
長
ハ
徳
川
農
場
長
ヲ
、
副
会
長
ハ
同
場
員
中
ヨ
リ
推
薦
ス
。

評
議
員
ハ
総
会
ニ
於
テ
投
票
又
ハ
推
薦
ニ
ヨ
リ
選
挙
シ
其
ノ
任
期

三
ヶ
年
ト
ス
。

第
十
條　
　

会
長
ハ
本
会
ヲ
代
表
シ
会
務
ヲ
総
理
ス
。

副
会
長
ハ
会
長
ヲ
補
佐
シ
会
長
事
故
ア
ル
時
ハ
之
ニ
代
ル
。

評
議
員
ハ
会
長
ノ
諮
問
ニ
答
ヘ
会
務
ノ
評
議
ヲ
ナ
ス
。

る
こ
と
が
、
令
和
七
年（
二
〇
二
五
）十
月
に
判
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
存
作
品
と

台
帳
記
録
と
の
照
合
が
可
能
と
な
り
、
八
雲
熊
彫
製
作
初
期
の
具
体
像
を
復
元
す
る
た

め
の
重
要
な
手
が
か
り
が
得
ら
れ
た
。

八
雲
農
民
美
術
研
究
会
会
則
と
運
営
体
制
事
業

昭
和
三
年
に
結
成
さ
れ
た
同
研
究
会
は
、
当
初
は
徳
川
農
場
の
関
与
が
大
き
く
、
組

織
と
し
て
の
運
営
体
制
は
未
整
備
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
昭
和
六
年
に
至

り
、
会
則
の
制
定
お
よ
び
役
員
選
出
が
行
わ
れ
、
組
織
と
し
て
の
枠
組
み
が
明
確
化
さ

れ
て
い
く
。
同
年
四
月
十
五
日
に
は
、
真
萩
館
応
接
室
に
お
い
て
総
会
が
開
催
さ
れ
、

会
員
十
三
名
が
出
席
し
た
。
こ
の
総
会
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
会
則
お

よ
び
役
員
名
簿
が
現
存
し
て
お
り
、
同
研
究
会
の
運
営
理
念
と
事
業
内
容
を
具
体
的
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
雲
農
民
美
術
研
究
会
会
則

第
一
條　
　

本
会
ハ
八
雲
農
民
美
術
研
究
会
ト
称
ス
。

第
二
條　
　

本
会
ハ
徳
川
侯
爵
閣
下
八
雲
農
民
美
術
創
企
御
奨
励
ノ
主
旨
ヲ
体
シ

之
ガ
研
究
並
ニ
発
達
ヲ
図
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
。

第
三
條　
　

本
会
ノ
事
務
所
ヲ
徳
川
農
場
事
務
所
内
ニ
置
ク
。

第
四
條　
　

本
会
ハ
八
雲
町
在
住
ノ
農
業
者
ニ
シ
テ
農
民
美
術
製
作
者
ヲ
以
テ
組

織
ス
。

但
シ
、
農
業
者
ニ
非
ズ
ト
言
フ
モ
特
別
ノ
技
能
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ハ
入

会
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
。

第
五
條　
　

本
会
ニ
入
会
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
評
議
員
会
ニ
於
テ
許
否
ヲ
決
定

ス
。
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四
五

第
十
一
條　

会
及
事
務
員
ハ
会
長
之
ヲ
任
免
シ
庶
務
会
計
其
ノ
他
ノ
事
務
ニ
従
事

ス
。

第
十
二
條　

本
会
ニ
特
ニ
功
績
ア
ル
士
又
ハ
斯
業
ニ
対
シ
造
詣
深
キ
名
士
ヲ
顧
問

ニ
推
挙
ス
。

第
十
三
條　

本
会
資
金
造
成
ノ
為
受
入
価
格
ノ
一
割
ヲ
本
会
ニ
寄
付
シ
蓄
積
ス
ル

モ
ノ
ト
ス
。

第
十
四
條　

本
会
ハ
毎
年
一
月
中
ニ
総
会
ヲ
開
キ
重
要
事
項
ノ
協
議
ヲ
ナ
ス
モ
ノ

ト
ス
。

第
十
五
條　

評
議
会
ハ
必
要
ア
ル
毎
ニ
会
長
ニ
於
テ
随
時
招
集
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
十
六
條　

本
会
員
ニ
シ
テ
会
ノ
信
用
ヲ
傷
ケ
又
ハ
不
正
行
為
ア
ル
者
ハ
評
議
員

会
ノ
決
議
ニ
附
シ
除
名
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。

第
十
七
條　

本
会
則
ハ
総
会
ノ
決
議
ニ
ヨ
リ
改
正
ス
ル
事
ヲ
得
。

但
シ
総
会
ハ
会
員
三
分
ノ
二
以
上
出
席
シ
、
半
数
以
上
賛
成
者
ア
ル

ニ
依
リ
改
正
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

役
員
名
簿

会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
鍛

副
会
長　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
正
秋

評
議
員　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
政
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
倉
金
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
鈴
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
子
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
崎
重
行

事
務
員　
　
　
　

会
計
係　

久
保
田
正
秋

　
　
　
　
　
　
　

販
売
係　

竹
内
信
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
勝
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
倉
金
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
金
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
崎
重
行

　
　
　
　
　
　
　

庶
務
係　

都
築
重
雄

　
　
　
　
　
　
　

指
導
係　

同

会
則
第
二
条
で
は
、
本
会
の
目
的
を
「
徳
川
侯
爵
閣
下
八
雲
農
民
美
術
創
企
御
奨
励

ノ
主
旨
ヲ
体
シ
之
ガ
研
究
並
ニ
発
達
ヲ
図
ル
」
と
定
め
て
お
り
、
同
研
究
会
が
徳
川
義

親
に
よ
る
農
民
美
術
奨
励
構
想
を
理
念
的
基
盤
と
し
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
条
に
お
い
て
事
務
所
を
徳
川
農
場
事
務
所
内
に
置
く
と
規
定

し
、
第
九
条
で
は
会
長
お
よ
び
副
会
長
を
徳
川
農
場
長
お
よ
び
農
場
職
員
か
ら
選
出
す

る
と
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
同
研
究
会
が
独
立
し
た
民
間
団
体
で
あ
り
な
が
ら
、
運
営

上
は
徳
川
農
場
の
主
導
と
支
援
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

第
六
条
で
は
、
同
研
究
会
の
事
業
内
容
と
し
て
、
例
会
の
開
催
、
冬
期
間
の
共
同
製

作
、
作
品
批
評
、
展
覧
会
開
催
、
講
習
・
講
評
会
の
実
施
、
参
考
品
の
調
査
・
収
集
、

販
路
調
査
お
よ
び
販
売
斡
旋
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業

が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
た
の
か
を
、
農
場
日
誌
お
よ
び
関
連
史
料
に
基

づ
き
確
認
す
る
。

ま
ず
、
毎
月
一
回
の
例
会
に
つ
い
て
は
、
農
場
日
誌
の
記
載
か
ら
、
原
則
と
し
て
毎

月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
品
評
会
開
催
月
や
義

親
の
来
町
時
期
に
合
わ
せ
て
日
程
が
調
整
さ
れ
る
な
ど
、
柔
軟
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い

た
。
例
会
で
は
、
作
品
の
批
評
や
受
入
、
代
金
の
支
払
い
、
新
規
会
員
の
認
定
、
事
業

運
営
に
関
す
る
協
議
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

冬
期
間
に
実
施
さ
れ
た
共
同
製
作
で
は
、
新
規
製
作
に
加
え
、
委
託
先
で
破
損
し
た
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作
品
を
回
収
し
修
復
す
る
作
業
も
行
わ
れ
て
お
り
、
製
作
工
程
全
体
を
同
研
究
会
が
一

定
程
度
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

作
品
批
評
に
つ
い
て
は
、
例
会
お
よ
び
作
品
受
入
時
に
随
時
実
施
さ
れ
て
お
り
、
柴し

ば

崎ざ
き

重し
げ

行ゆ
き（

一
九
〇
五
〜
九
一
）が
他
の
会
員
作
品
を
批
評
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
内
部
批
評
に
先
立
ち
、
八
雲
で
は
大
正
十
三
年（
一
九
二
四
）の

第
一
回
農
村
美
術
工
芸
品
評
会
の
段
階
で
、
北
海
道
庁
の
綿
引
清
三
お
よ
び
北
海
道
商

品
陳
列
所
嘱
託
の
宮
澤
惟
秀
と
い
っ
た
外
部
専
門
家
を
招
き
、
審
査
と
批
評
を
受
け
て

い
た
。
八
雲
に
お
け
る
農
民
美
術
は
、
導
入
当
初
か
ら
継
続
的
な
評
価
と
改
良
を
前
提

と
し
た
活
動
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

義
親
自
身
も
、
同
研
究
会
に
は
継
続
的
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
表
4
の
通
り
農
場

日
誌
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
義
親
は
大
正
十
三
年
か
ら
昭
和
十
六
年
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
年
の

よ
う
に
品
評
会
や
定
例
会
な
ど
の
活
動
に
臨
席
し
、
作
品
批
評
や
製
作
者
と
の
懇
談
を

通
じ
て
自
ら
の
見
識
を
伝
え
て
い
た
。
ま
た
昭
和
七
年
に
は
、
東
京
に
新
築
し
た
本
邸

に
八
雲
熊
彫
な
ど
を
配
す
る
目
的
で
、
若わ

か

山や
ま

万ま
ん

之の

助す
け（

生
歿
年
不
明
）お
よ
び
茂も

木ぎ

多た

喜き

治じ
（
一
九
〇
二
〜
七
六
）を
八
雲
か
ら
呼
び
寄
せ
て
製
作
に
あ
た
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
個

人
的
嗜
好
に
と
ど
ま
ら
ず
、
来
訪
者
に
対
す
る
八
雲
熊
彫
の
紹
介
、
す
な
わ
ち
対
外
的

（
52
）

（
53
）

（
54
）

年 月日 事柄
大正13年 3月26日～

28日
農村美術工芸品評会見学、28日は褒賞授与式臨席。

大正14年 4月5日 農民美術展覧会八雲協賛会が義親を招待。
大正15年 3月28日 義親が夜に農村美術工藝研究会を開き同好者十数名を

真萩館に呼び晩餐。欧州における農民美術の状況から
希望や注意を述べて奨励する。

昭和2年 3月28日 義親八雲駅到着後、すぐ会場に向かい、出品物を熟覧。
8月8日～
9月7日

八雲に滞在し、農民美術のサンプル作成等を行う。

8月21日 真萩館大広間で農美研究会を開き、義親臨席。種々の
協議をする。

昭和3年 4月3日 農美研究会に臨席。種々の御高説あり。会員約二十名
出席。

8月27日 農美研究会を開き、義親臨席。今後の方針について御
高示。

昭和4年 3月31日 真萩館大広間で農美研究会を開き、義親臨席。種々参
考となるお話しあり。出席会員十余名昼食を賜る。

昭和5年 3月29日 農美研究会に義親出席。十余名集まり、熱心に協議し、
義親の話を傾聴。

昭和6年 8月4日 真萩館大広間で農美研究会八月例会、義親臨席。有意
なる御高示あり。会員十八名昼食を賜る。

昭和7年 3月2日 農美研究会例会に臨席、指導。二十名出席。
7月29日 農美研究会座談会開催、義親臨席。
9月25日～
11月19日

若山万之助と茂木多喜治を東京へ招聘し、本邸新築
に際し装飾用熊彫を製作させる。作品は八ヶ岳高原
ヒュッテ内に現存。

昭和8年 3月31日 農美研究会員と熊彫の将来について懇談。
8月2日 農美研究会例会に臨席、時計台その他新製品の批評を

する。
昭和9年 1月17日 農美研究会に臨席、共同製作本日終了。
昭和10年 3月23日 農美研究会例会に臨席、奨励。
昭和11年 3月23日 農美研究会例会に臨席、会員持参の創作品について批

評と指導。
8月5日 農美研究会例会に臨席、指導。

昭和12年 4月1日 農美研究会例会に臨席、作品その他について指導。
昭和13年 4月5日 農美研究会例会に臨席、種々新作品に対し指導。
昭和14年 3月25日 農美研究会例会に臨席、指導。
昭和15年 3月24日 農美研究会例会に臨席、新作品の批評と指導あり。
昭和16年 3月11日 農美研究会例会に臨席、指導。

表4　義親と農民美術研究会との直接的な交流を示す年譜

農場日誌では農民美術研究会を農美研究会と記載しているため、表では
「農美研究会」と記す。
義親は昭和16年8月を最後に、昭和25年まで八雲を訪れていない。
出典：「八雲」341 ～ 358

挿図9　北海道庁佐上信一長官視察（昭和8年8月16日・八雲町郷土資料館蔵）
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な
広
報
機
能
を
担
わ
せ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

展
覧
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
三
年
以
降
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
徳

川
農
場
主
催
か
ら
同
研
究
会
主
催
へ
と
昭
和
六
年
に
移
行
し
た
。
こ
れ
は
、
同
研
究
会

が
単
な
る
製
作
集
団
に
と
ど
ま
ら
ず
、
展
示
・
評
価
を
担
う
主
体
と
し
て
機
能
し
始
め

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

講
習
・
講
評
会
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
五
年
の
山
本
鼎
に
よ
る
指
導
や
昭
和
三
年
の

同
研
究
会
主
催
講
習
会
に
加
え
、
昭
和
八
年
に
は
北
海
道
林
業
会
技
士
の
高
橋
彦
策
を

招
い
た
塗
装
講
習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
に
は
東
京
美
術
学
校
の
畑
正
吉

か
ら
研
究
改
良
に
関
す
る
批
評
を
受
け
た
記
録
も
あ
り
、
八
雲
の
農
民
美
術
が
道
内
外

の
専
門
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
接
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
共
同
製
作
や
講
習
の

様
子
は
写
真
資
料
に
も
残
さ
れ
て
お
り
、
同
八
年
八
月
十
六
日
に
北
海
道
庁
長
官
佐
上

信
一
が
視
察
し
た
際
の
写
真
は
、
当
時
の
製
作
体
制
と
参
加
者
を
具
体
的
に
示
す
重
要

な
史
料
で
あ
る（
挿
図
9
）。

参
考
品
の
調
査
・
収
集
に
つ
い
て
は
、
徳
川
農
場
の
助
力
の
も
と
、
国
内
外
の
農
村

美
術
品
・
工
芸
品
・
土
産
品
が
収
集
さ
れ
、
農
場
内
の
陳
列
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
参
考
品
は
、
昭
和
九
年
に
函
館
の
金
森
森
屋
百
貨
店
で
開
催
さ
れ
た
木
彫
品

展
覧
会
に
も
出
品
さ
れ
て
お
り
、
同
研
究
会
内
部
の
教
材
に
と
ど
ま
ら
ず
、
対
外
的
展

示
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
徳
川
農
場
内
で
は
八
雲
熊
彫
製
作
の
参
考
と
す
る
た
め
、
生
き
た
ク
マ
の

飼
育
も
行
わ
れ
て
い
た
。
昭
和
三
年
に
は
鉄
製
の
檻
が
設
置
さ
れ
、
雄
雌
一
対
が
飼
育

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
日
誌
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
仔
グ
マ
が
何
度
か
生
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
仔
グ
マ
は
道
外
へ
も
送
ら
れ
、
同
十
二
年
に
は
名
古
屋
市
の
東
山
動
物
園
に
寄
贈
さ

れ
て
い
る
。
飼
育
個
体
に
は
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
、
同
一
個
体
が
長
期
に
わ
た
り
飼
育

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
点
も
記
録
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）

（
60
）

（
61
）

訪問先 用件

東京

麻布桜田町五〇　徳川家 販売調査方面の指示、作品の批評、その他、宿泊
神田区和泉町一　北海道庁物産紹介所 販売店に関しての指示
麹町区大手町一丁目　農林省副業課 研究事項と視察に関する指示、作品批評、会経営に関しての指示
麹町丸ノ内一丁目　鉄道省国際観光局 外客を目標とする販売方面の指示および是に対しての作品の批評
東京京橋区京橋三丁目四
日本農民美術研究所東京出張所 一般的農民美術の販路に関する調査

明治神宮外苑　日本青年館 作品に関する世評・批評等
京橋区木挽町七丁目一〇　帝国工藝会 熊彫自体の向かうべき方向に関しての指示
牛込区河田町一九　蔵木平吉 アメリカ輸出についての販路交渉
府下　菅原三香堂 販売取引交渉
丸ノ内　報知新聞　副業係 全般に対する批評、販路に対する指示

横浜 平沼町一丁目四十七
帝国農会販売斡旋所 海外販売に関する調査、外客相手の販売方法についての考察

京都 栗山大膳堂 京都に於ける販路の調査、作品の批評

大阪

大阪市西区靭下通り一ノ六
北海道庁物産紹介所 大阪に於ける販路調査

泉北郡高石町羽衣五七〇　富民協会 一般的農民美術の販路・製作に関する調査
大阪市淀ヤ橋尚美堂　江藤嘉吉 販売取引交渉

神戸 販路調査
伊勢 各種土産品の調査

名古屋 販路調査
大屋 大屋　日本農民美術研究所 製作上の調査

表5　本州における八雲熊彫の販路・調査先一覧（昭和7年2月）

出典：「八雲」3195
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作
品
の
販
路
調
査
お
よ
び
販
売
斡
旋
に
つ
い
て
は
、
販
売
係
を
中
心
に
組
織
的
に
行

わ
れ
て
い
た
。
昭
和
七
年
に
は
表
5
の
と
お
り
柴
崎
重
行
が
本
州
各
地
の
専
門
家
や
販

売
店
を
訪
問
し
、
販
売
可
能
性
や
商
品
評
価
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
販
売
先

は
道
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
各
地
、
さ
ら
に
は
当
時
日
本
領
で
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
の

三
越
百
貨
店
に
も
及
ん
で
お
り
、
八
雲
熊
彫
が
早
い
段
階
か
ら
広
域
流
通
の
対
象
と

な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

研
究
会
の
作
品
受
入
と
販
売
、
評
価

同
研
究
会
に
お
け
る
八
雲
熊
彫
の
受
入
状
況
は
、
委
託
品
台
帳
に
加
え
、
昭
和
六
年

か
ら
同
十
九
年
ま
で
の
受
入
台
帳
と
、
そ
れ
を
会
員
ご
と
に
整
理
し
た
会
員
台
帳
に

よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
九
年
を
除
き
会
員
台
帳
が
現
存
し
て
お
り
、
同

六
年
は
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
そ
れ
以
外
は
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
記
載
と
な
っ

て
い
る
が
、
同
五
年
二
月
か
ら
同
六
年
三
月
の
記
録
が
欠
落
し
て
い
る
ほ
か
、
記
載
の

誤
り
や
漏
れ
の
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

本
来
は
各
台
帳
を
照
合
し
精
査
し
た
う
え
で
提
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
現

時
点
で
確
認
可
能
な
成
果
と
し
て
、
各
年
に
お
け
る
製
作
者
・
納
品
数（
製
作
数
）・
総

製
作
高
を
表
6
に
示
す
。
昭
和
二
年
か
ら
同
四
年
ま
で
は
委
託
品
台
帳
、
同
六
年
か
ら

同
八
年
お
よ
び
同
十
年
か
ら
同
十
九
年
ま
で
は
会
員
台
帳
を
基
礎
資
料
と
し
た
。
同
五

年
に
つ
い
て
は
委
託
品
台
帳
に
一
月
分
し
か
記
録
が
残
ら
な
い
た
め
、
北
海
道
札
幌
師

範
学
校
長
・
萱
場
今
朝
治
に
報
告
さ
れ
た
資
料
に
記
載
さ
れ
た
製
作
数
お
よ
び
製
作
高

を
引
用
し
た
。
同
九
年
は
会
員
台
帳
が
存
在
し
な
い
た
め
、
受
入
台
帳
を
集
計
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
年
九
月
か
ら
同
十
九
年
ま
で
に
同
研
究
会
が
受

け
入
れ
た
作
品
数
は
七
万
二
千
九
百
十
点
に
及
び
、
製
作
高（
定
価
）の
総
額
は
十
二
万

九
千
九
百
九
円
五
十
銭
で
あ
っ
た
。
当
該
期
間
中
の
あ
る
一
年
に
お
け
る
製
作
者
数
は

最
大
二
十
名
で
あ
り
、
重
複
を
除
い
た
製
作
者
数
は
四
十
名
で
あ
る
。

昭
和
六
年
四
月
か
ら
同
十
九
年
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
受
入
台
帳
に
受
け
入
れ

た
個
数
と
製
作
高
の
ほ
か
、
有
事
に
備
え
る
た
め
の
積
立
金
、
会
員
へ
の
製
品
代
の
支

払
い
に
あ
た
る
手
取
金
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
積
立
金
は
、
製
品
の
価
格
改
正
に
お
け

る
販
売
店
へ
の
差
額
補
填
や
、
同
研
究
会
に
お
け
る
棚
卸
時
の
製
品
不
足
に
対
す
る
原

価
補
填
な
ど
に
充
て
ら
れ
た
。
そ
の
額
は
会
則
第
十
三
条
の
通
り
同
六
年
ま
で
製
作
高

の
一
割
、
同
七
年
途
中
で
割
合
を
変
更
し
、
同
八
年
以
降
は
五
分
で
あ
っ
た
。
製
作
者

の
収
入
に
あ
た
る
手
取
金
は
、
製
作
高
の
約
五
割
で
あ
る
。

同
研
究
会
と
製
作
者
の
取
引
記
録
に
あ
た
る
受
入
台
帳
に
対
し
て
、
同
研
究
会
と
販

売
店
等
と
の
取
引
記
録
に
あ
た
る
の
が
払
出
台
帳
で
あ
り
、
受
入
台
帳
と
同
期
間
存
在

す
る
。
払
出
台
帳
は
当
該
年
度
に
お
け
る
卸
や
販
売
の
記
録
で
、
八
雲
熊
彫
の
種
類
と

個
数
、
単
価
と
販
売
高
に
加
え
、
販
売
実
額（
卸
値
）が
取
引
先
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て

お
り
、
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
販
売
の
実
情
を
復
元
で
き
る
が
、
本
論
で
は
全
体
像
を
掴

む
た
め
に
各
年
に
お
け
る
個
数
・
販
売
高
・
販
売
実
額
に
つ
い
て
、
受
入
の
記
録
と
と

も
に
表
7
に
提
示
す
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
同
研
究
会
は
製
作
者
か
ら
八
雲
熊
彫
を
受
け
入
れ
る
際
に
製

作
高
を
設
定
し
、
製
作
高
の
五
割
を
製
作
者
に
手
取
金
と
し
て
支
払
い
、
一
割（
昭
和

七
年
度
中
か
ら
は
五
分
）を
積
立
金
と
し
て
蓄
積
し
損
失
補
償
等
に
充
て
、
販
売
店
等
に

は
製
作
高
の
七
割
程
度
で
卸
や
委
託
で
販
売
を
行
う
方
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
各
年
度
の
決
算
書
を
み
る
と
、
昭
和
十
四
年
ま
で
は
毎
年
徳
川
農
場
か
ら
の
借
入

金
が
あ
っ
た
も
の
の
、
同
年
に
返
済
を
完
了
し
、
同
十
五
年
か
ら
は
自
己
資
金
の
み
で

運
営
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
研
究
会
の
事
務
職
員
は
徳
川
農
場
職
員
が
兼
務
し

て
い
る
と
は
い
え
、
農
場
か
ら
独
立
し
た
組
織
と
し
て
同
研
究
会
が
八
雲
熊
彫
の
製
作

と
流
通
を
組
織
的
に
担
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

四
九

な
お
、
同
研
究
会
が
受
け
入
れ
た
八
雲
熊
彫
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
昭
和
九
年
の
受

入
台
帳
を
集
計
す
る
と
、
二
級
品
を
除
い
た
受
入
点
数
の
上
位
は
、
立
熊（
這
い
熊
）四

千
九
百
十
一
点
、
鮭さ

け

負お
い

熊ぐ
ま

千
百
五
十
点
、
ス
キ
ー
熊
二
百
九
十
四
点
な
ど
で
あ
り
、
表

8
の
と
お
り
少
な
く
と
も
二
十
六
種
類
の
姿
が
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

同
研
究
会
は
木
彫
り
熊
を
道
内
に
と
ど
ま
ら
ず
全
国
お
よ
び
海
外
で
販
売
す
る
と
同

時
に
、
各
種
展
覧
会
へ
積
極
的
に
出
品
し
、
入
賞
や
評
価
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
残
存

す
る
賞
状
、
農
場
日
誌
、
同
研
究
会
の
経
歴
を
ま
と
め
た
文
書
等
か
ら
確
認
で
き
る
出

品
・
受
賞
の
一
覧
を
表
9
に
示
す
。
注
目
す
べ
き
は
、
副
業
品
を
対
象
と
す
る
展
覧
会

の
み
な
ら
ず
、
美
術
展
覧
会
に
も
出
品
し
、
入
選
を
果
た
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
昭
和

六
年
の
北
海
道
美
術
協
会
主
催
第
七
回
道
展
で
は
柴
崎
重
行
と
根ね

本も
と

勲い
さ
お（

一
九
〇
四
〜

八
三
）が
八
雲
熊
彫
を
出
品
し
て
入
選
し
、
翌
年
第
八
回
道
展
に
も
出
品
し
て
い
る
。
二

人
は
昭
和
十
年
頃
に
同
研
究
会
を
脱
会
す
る
も
の
の
、
戦
後
も
製
作
を
続
け
、
芸
術
家

と
し
て
知
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
研
究
会
は
皇
族
等
へ
の
献
上
を
行
っ
た
ほ
か
、
皇
族
が
来
道
し
、
八
雲
駅

を
通
過
す
る
際
に
は
、
ホ
ー
ム
に
八
雲
熊
彫
を
陳
列
し
て
台
覧
に
供
し
、
買
い
上
げ
が

行
わ
れ
た
事
例
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
一
覧
を
表
10
に
示
す
。
こ
こ
に
製
作
者
名
が
残

る
人
物
の
ほ
と
ん
ど
は
製
作
数
が
多
く
、
号
を
持
つ
作
者
で
あ
り
、
同
研
究
会
内
に
お

け
る
評
価
の
高
い
製
作
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

八
雲
熊
彫
の
ブ
ラ
ン
ド
化

八
雲
熊
彫
が
高
い
評
価
を
受
け
各
地
で
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
他
地
域
に
お

い
て
も
木
彫
り
熊
の
製
作
・
販
売
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
同
研

究
会
は
昭
和
六
年
、
八
雲
産
で
あ
る
こ
と
を
示
す
マ
ー
ク
を
制
定
し
、
シ
ー
ル
や
焼
印

と
し
て
八
雲
熊
彫
の
足
裏
等
に
付
す
よ
う
に
な
っ
た（
挿
図
10
）。
当
初
は
熊
の
顔
の
輪

郭
内
に
「
や
く
も
」
と
記
し
た
マ
ー
ク
を
用
い
、
商
標
登
録
を
申
請
し
た
が
、「
や
く

も
」
と
い
う
文
字
は
産
地
表
示
に
す
ぎ
ず
、
識
別
標
識
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
と
し
て

不
許
可
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
昭
和
七
年
に
は
、
熊
の
横
顔
の
下
に
「
八
雲
熊
彫
」
と
記
し
た
新
た
な

マ
ー
ク
を
作
成
し
、
商
標
登
録
を
申
請
、
同
八
年
十
二
月
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、「
や
く
も
」
マ
ー
ク
は
登
録
不
許
可
後
も
引
き
続
き
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

り
、
現
存
作
品
や
焼
き
ゴ
テ
か
ら
複
数
種
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
大
き
さ
や
文
字
表

記
の
差
異
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
焼
印
は
、
同
研
究
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
合
格
し
た
作
品
に
押
さ
れ
た
と
さ

れ
、
同
研
究
会
関
係
書
類
に
も
「
製
作
品
は
評
価
を
受
け
マ
ー
ク
を
付
す
」
と
の
記
述

が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
現
存
す
る
八
雲
熊
彫
の
す
べ
て
に
焼
印
が
押
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
同
研
究
会
会
則
第
七
条
で
は
、
会
を
通
さ
な
い
販
売
を
禁
止
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
同
研
究
会
を
通
じ
て
販
売
さ
れ
た
作
品
に
マ
ー
ク
が
付
さ
れ
た
と
理
解

で
き
る
が
、
実
際
の
運
用
の
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
製

作
さ
れ
た（
挿
図
11
）。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ま
で
例
の
な
か
っ
た
木
彫
り
熊
と
い
う
農
民

美
術
品
・
工
芸
品
・
土
産
品
を
広
く
周
知
す
る
目
的
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ポ

ス
タ
ー
に
用
い
ら
れ
た
仔
グ
マ
の
写
真
は
、
昭
和
三
年
四
月
四
日
に
農
場
内
の
白
樺
林

で
撮
影
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

木
彫
り
熊
の
造
形
と
展
開

八
雲
熊
彫
は
、
他
地
域
と
異
な
り
、
初
期
段
階
か
ら
擬
人
化
さ
れ
た
造
形
が
多
く
見

ら
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
ス
イ
ス
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
木
彫
り
熊
の
中
に
、

糸
巻
を
持
つ
熊
な
ど
の
擬
人
化
表
現
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
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製作者名 号（戦後も含む） 昭和2年
9月-12月 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年

4月-12月 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年 昭和11年 昭和12年 昭和13年 昭和14年 昭和15年 昭和16年 昭和17年 昭和18年 昭和19年 合計

伊藤政雄 81 28 109 
十倉金之 兼行、兼 63 87 292 （28） 224 225 342 680 505 551 470 525 330 389 455 162 5,300 
川口鈴太郎 187 213 607 580 567 574 702 346 179 3,955 
柴崎重行 志化雪、志化、志 112 139 201 137 6 21 474 1,090 
猪子豊 144 179 （9） 350 477 410 449 352 517 539 585 217 54 143 96 134 4,646 
中里伊三郎 朴瑩、自寛 8 193 288 238 303 548 494 437 438 589 487 471 317 463 168 5,442 
吉田千太郎 141 271 （98） 441 285 70 14 1,222 
前田鈴 28 （2） 28 
加藤義一 36 20 56 
林重春 13 13 
井上光彦 20 20 
臼田賢治 30 30 
柴田作治 36 36 
兒玉清 10 10 
梶田正則 11 11 
宮田勝藏 3 67 70 
伊藤武雄 2 157 23 182 
伊藤庄七 3 60 399 237 213 171 59 46 1,188 
熊沢清三郎 1 1 
三輪房吉 18 20 38 
佐藤鍬次郎 35 35 
古田慶三 65 （45） 62 250 279 79 68 803 
茂木多喜治 北雪 110 310 481 658 517 482 301 538 967 848 687 769 624 320 7,612 
若山万之助 昇雲 240 262 235 424 444 589 825 635 1,369 1,163 964 438 7,588 
柴崎武司 他化志、他化 303 292 290 342 334 640 286 181 102 145 53 10 2,978 
引間道雄 302 361 373 550 415 548 480 153 219 12 51 3,464 
根本勲 俺、ore、樵、土龍 28 15 8 51 
藤本正文 392 392 
池端勇五郎 126 126 
大村金次郎 35 35 
江口愛次 光山 364 522 799 722 847 800 1,022 1,014 1,089 787 765 388 9,119 
早川惣三郎 雪洲、牛歩 88 439 572 581 714 616 754 765 7 194 374 5,104 
柳瀬政博 正弘 272 180 348 341 261 354 353 93 2,202 
井平作松 41 136 7 187 206 250 371 74 1,272 
大内春光 龍雲 189 337 513 499 675 473 1 2,687 
林寅吉 199 35 234 
庄司久蔵 107 107 
吉田広 750 490 1,240 
臼淵太助 92 137 229 
臼田隆明 25 475 340 24 864 
共同製作 33 256 147 147 149 49 48 28 857 
製作数（個） 63 971 1,612 （2,464） 3892 5,347 5,383 6,923 6,442 6,989 6,105 5,706 5,637 5,431 4,258 3,689 1,654 344 72,910 
製作者数（人） 1 20 12 （5） 18 20 17 17 16 15 14 11 11 12 12 10 5 2 40 
製作高（円） 152.500 1,065.000 3,345.200 （5,936.170） 5284.500 8,540.600 10,821.000 12,395.000 11,987.300 11,516.400 10,434.950 7,786.700 9,318.800 9,715.500 9,636.680 7,059.200 4,154.300 759.700 129,909.500 
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4月-12月 昭和7年 昭和8年 昭和9年 昭和10年 昭和11年 昭和12年 昭和13年 昭和14年 昭和15年 昭和16年 昭和17年 昭和18年 昭和19年 合計

伊藤政雄 81 28 109 
十倉金之 兼行、兼 63 87 292 （28） 224 225 342 680 505 551 470 525 330 389 455 162 5,300 
川口鈴太郎 187 213 607 580 567 574 702 346 179 3,955 
柴崎重行 志化雪、志化、志 112 139 201 137 6 21 474 1,090 
猪子豊 144 179 （9） 350 477 410 449 352 517 539 585 217 54 143 96 134 4,646 
中里伊三郎 朴瑩、自寛 8 193 288 238 303 548 494 437 438 589 487 471 317 463 168 5,442 
吉田千太郎 141 271 （98） 441 285 70 14 1,222 
前田鈴 28 （2） 28 
加藤義一 36 20 56 
林重春 13 13 
井上光彦 20 20 
臼田賢治 30 30 
柴田作治 36 36 
兒玉清 10 10 
梶田正則 11 11 
宮田勝藏 3 67 70 
伊藤武雄 2 157 23 182 
伊藤庄七 3 60 399 237 213 171 59 46 1,188 
熊沢清三郎 1 1 
三輪房吉 18 20 38 
佐藤鍬次郎 35 35 
古田慶三 65 （45） 62 250 279 79 68 803 
茂木多喜治 北雪 110 310 481 658 517 482 301 538 967 848 687 769 624 320 7,612 
若山万之助 昇雲 240 262 235 424 444 589 825 635 1,369 1,163 964 438 7,588 
柴崎武司 他化志、他化 303 292 290 342 334 640 286 181 102 145 53 10 2,978 
引間道雄 302 361 373 550 415 548 480 153 219 12 51 3,464 
根本勲 俺、ore、樵、土龍 28 15 8 51 
藤本正文 392 392 
池端勇五郎 126 126 
大村金次郎 35 35 
江口愛次 光山 364 522 799 722 847 800 1,022 1,014 1,089 787 765 388 9,119 
早川惣三郎 雪洲、牛歩 88 439 572 581 714 616 754 765 7 194 374 5,104 
柳瀬政博 正弘 272 180 348 341 261 354 353 93 2,202 
井平作松 41 136 7 187 206 250 371 74 1,272 
大内春光 龍雲 189 337 513 499 675 473 1 2,687 
林寅吉 199 35 234 
庄司久蔵 107 107 
吉田広 750 490 1,240 
臼淵太助 92 137 229 
臼田隆明 25 475 340 24 864 
共同製作 33 256 147 147 149 49 48 28 857 
製作数（個） 63 971 1,612 （2,464） 3892 5,347 5,383 6,923 6,442 6,989 6,105 5,706 5,637 5,431 4,258 3,689 1,654 344 72,910 
製作者数（人） 1 20 12 （5） 18 20 17 17 16 15 14 11 11 12 12 10 5 2 40 
製作高（円） 152.500 1,065.000 3,345.200 （5,936.170） 5284.500 8,540.600 10,821.000 12,395.000 11,987.300 11,516.400 10,434.950 7,786.700 9,318.800 9,715.500 9,636.680 7,059.200 4,154.300 759.700 129,909.500 

表6　製作者・受入作品数・製作高一覧（昭和2年〜同19年）

※金額は当時の通貨単位による。小数点以下は円未満（銭・厘）を示すものであり、桁区切りではない。
※昭和5年度の合計と製作高は「八雲」3195からの引用で、製作個数と製作者数は「八雲」3300に記載があった1月の数字である。

昭和6年1月～ 3月の記録は確認できていない。昭和6年３月末時点の在庫は2,556個、製作高3,042円89銭である。
※八雲熊彫の製作者は号を持ち、作品の足の裏などに銘として刻むことがある。判明している号を示した。「イ」「美山」など、

本名が判明していない号も存在する。
※柴崎重行にはいくつか名前があり、誉之は同一人物であるため、表では重行に合算している（長男宏明氏のご教示による）。
※早川惣三郎の号には他に「歩兵」があると遺族からご教示いただいたが、1点も作品が見つからないため、表から除いている。
※製作者数の合計欄40人は、重複を除いた製作者数である。
出典：「八雲」3195、3228 ～ 3239、3300。
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五
二

年度 納入
会員数（人）

受入 精算 払出 販売

個数（個） 製作高（円） 積立金（円） 手取金（円） 個数（個） 金額（円）
［販売高］

売価（円）
［販売実額］

昭和6年3月残 2,556 3,042.890 
昭和6年4〜12月 18 3,891 5,284.500 528.450 2,378.022 4,146 5,456.900 4,299.190 
昭和7年 20 5,347 8,540.600 597.670 4,099.660 5,117 8,153.450 5,851.807 
昭和8年 17 5,383 10,821.000 541.050 5,410.500 5,104 9,165.260 6,509.545 
昭和9年 16 6,919 12,395.500 619.775 6,197.750 6,192 10,751.650 7,780.315 
昭和10年 16 6,442 11,987.300 599.365 5,757.210 5,705 10,132.650 7,481.910 
昭和11年 16 6,989 11,516.400 563.745 5,566.605 6,316 10,024.450 7,276.770 
昭和12年 14 6,105 10,434.950 521.7475 5,118.930 4,768 7,554.150 5,401.675 
昭和13年 11 5,646 7,786.700 365.345 3,789.950 5,835 8,435.000 6,024.320 
昭和14年 11 5,637 9,318.800 465.590 4,385.045 5,752 9,624.350 6,939.130 
昭和15年 11 5,431 9,715.500 485.775 4,612.030 4,937 8,936.050 6,461.260 
昭和16年 12 4,258 9,636.680 481.834 4,807.070 3,996 8,729.250 6,220.960 
昭和17年 10 3,689 7,059.200 352.960 3,552.100 3,395 6,683.000 4,756.160 
昭和18年 5 1,663 4,154.300 207.720 2,114.200 1,630 4,076.400 2,931.870 
昭和19年 2 344 759.700 37.985 379.850 872 2,227.300 1,606.850 
合計 70,300 122,454.020 6,369.0115 58,168.9215 63,765 109,949.860 79,541.762 

表7　八雲熊彫の受入・払出記録（昭和6年〜同19年）

※「昭和6年3月残」は、昭和2年9月から昭和6年3月までに受入れしたが払出しされなかった在庫である。
出典：「八雲」3257、3260、3262、3264、3265、3268、3270、3272、3274 ～ 3276

種類 個数（個） 種類 個数（個）
立熊 4,911 ペン軸 14 
立熊（二級） 74 ブックエンド 11 
鮭負 1,150 プロチン 9 
鮭負（二級） 4 パイプ掛 6 
スキー熊 294 マッチ台 5 
スキー熊（二級） 1 筆立 4 
パイプ 134 置時計 3 
マスク 61 台付熊 3 
座熊 50 刻煙草入 2 
親子熊（子連熊） 41 時計台 2 
子熊 34 楊枝立 2 
インクスタンド 30 煙草函 1
灰皿 28 特殊型 3 
ステッキ 20 取合 7 
ネクタイ掛 19 合計 6,923 

表8　昭和9年受入の八雲熊彫の種類と個数

出典：「八雲」3265
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三

年（西暦） 月日 品評会名 出品物 受賞 製作者 主催者
大正14年
（1925） 全国副業展覧会 熊　木工品 二等 伊藤政雄 日本産業協会

昭和2年
（1927） 9月7日 北海道奥羽六県連合副業共進

会 彫刻熊 一等賞 伊藤政雄 秋田県

昭和3年
（1928） 7月20日 全国農村手工藝展覧会 熊彫ペーパーナイフ 賞状 国民新聞社

昭和4年
（1929） 3月23日 第二回青年創作副業品展覧会 立熊、ペーパーナイ

フ 賞状（優良） 大日本聨合青年団

昭和5年
（1930）

3月23日 第三回青年創作副業品展覧会 木彫熊 賞状（優良） 大日本聨合青年団
9月 観光土産品展覧会 木彫熊（這い熊） 選外佳作 柴崎重行 帝国工藝会

昭和6年
（1931）

5月1日 第三回全国農民藝術品展覧会 木彫熊 銀牌 富民協会
8月 国産振興北海道拓殖博覧会 熊彫か 道産有功賞 北海道庁

9月26日 第七回道展
熊 入選 柴崎重行

北海道美術協会
熊 入選 根本勲

昭和7年
（1932）

4月10日 第五回青年創作副業品展覧会 壁掛熊マスク 銅牌 大日本聨合青年団
5月7日 第四回全国農民藝術展 ステッキ握り 銅牌 若山万之助 富民協会

昭和8年
（1933）

4月16日 第六回青年創作副業品展覧会 熊時計台 作品優良 大日本聨合青年団

9月24日 北海道工芸試作品展示会

熊付パイプ掛け 特選賞

北海道庁
鮭負熊 佳作賞
置時計仔熊連 佳作賞
熊付置時計 佳作賞

昭和9年
（1934） 4月16日 第七回青年創作副業品展覧会 熊ブックエンド及ネ

クタイ掛
賞状

（優良ニ付） 大日本聨合青年団

昭和10年
（1935）

8月21日 北海道工業振興共進会 熊彫 道産有功賞 北海道庁

8月30日 第三回北海道工芸試作品展示
会 木彫ブックエンド 三等賞 北海道庁

昭和11年
（1936）

6月8日 日満産業大博覧会 熊彫 記念状
（優秀ナル出品） 富山市

8月20日 第七回東北・北海道工芸品競
技展覧会 ヴァイオリン弾熊 賞状 第七回東北・北海道

工芸品競技展覧会

10月10日 天覧 木彫り熊 記念状（天覧） 中里伊三郎、
茂木多喜治

昭和12年
（1937） 8月20日 北海道大博覧会 揚子差 褒賞 早川惣三郎 小樽市

昭和13年
（1938）

5月30日 地方工産特選品展覧会 木彫品 入選 社団法人農村工業協
会

9月17日 第九回東北・北海道工芸品展
覧会 糸巻熊 三等賞 東北北海道工藝協会

昭和15年
（1940） 9月3日 興亜観光物産品展覧会 木彫熊 優良観光土産品

表9　八雲熊彫の入賞などの記録

※記載の文言は出典による。
出典：「八雲」237、345、348、3195、3224、3334。『帝国工藝』4巻12号。
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五
四

年（西暦） 月日 相手 内容
昭和3年（1928） 2月21日 秩父宮 スキー熊（川口鈴太郎作）を義親が献上。

昭和6年（1931）
7月10日

閑院宮

ステッキ立て大熊（柴崎重行作）を旭川にて在郷軍人会連合会北海道
支部（旭川市）より献上。

8月 札幌で開催の北海道拓殖博覧会において北海道土産として立熊十数
点を買い上げ。

昭和7年（1932）

8月20日

澄宮

函館において渡島支庁長から台付熊七寸柴崎武司作、台付熊七寸茂
木多喜治作（予備）を献上。

8月 札幌において販売しているものを北海道土産として買い上げ。

8月29日 退道で八雲駅通過の際、駅ホームに熊彫を陳列し台覧。熊彫（茂木多
喜治作）を献上、壁掛（柴崎重行作）と煙草盆（宮田勝蔵作）を買い上げ。

昭和8年（1933）

4月19日 皇后宮職 第六回青年副業創作展覧会出品中の木彫熊一個を買い上げ。
5月16日

閑院宮春仁王・妃

函館において渡島支庁長から熊彫二個（茂木多喜治作）を献上。
5月17日 八雲駅通過の際、駅ホームに熊彫を陳列し台覧。
5月18日 熊彫二個献上の連絡が渡島支庁長よりあり。

6月4日 樺太視察から退道で八雲駅通過の際、駅ホームに檻を設けて農場で
飼育している子熊二頭を台覧。

6月29日
李王垠

八雲駅通過の際、駅ホームに熊彫を陳列し台覧。

7月12日 渡島支庁長の依頼で管内名産品として熊彫一個（茂木多喜治作）を献
上。奨励の思いで御菓子料三円を下賜。

8月14日
東伏見宮大妃

愛国婦人会北海道支部大会隣席後、退道で八雲駅通過の際、駅ホー
ムに熊彫などを陳列し台覧。時計台（中里伊三郎作）とインクスタン
ド（若山万之助作）を買い上げ。

8月14日 函館において渡島支庁長から管内名産品として鮭負熊（中里伊三郎
作）を献上。

8月14日 愛国婦人会長　本野久子
（随行） 函館にて鮭負熊二個を買い上げ。

8月17日 伏見宮博英王 八雲駅通過の際、駅ホームに熊彫を陳列し台覧。

昭和9年（1934）

4月 皇后宮職 第七回青年創作副業品展覧会出品中の熊のブックエンドと熊のブ
ロッテイングを買い上げ。

4月14日 北白川宮 来道に際し立熊（猪子豊作）を献上。

5月 皇太子 全道東本願寺派仏教婦人会より端午の節句のお祝い品として親子熊
（中里伊三郎作）を献上。

7月 梨本宮 大日本山林会大会で来道の際に親子熊（中里伊三郎作）を献上。

昭和11年（1936）
6月 皇后宮職 第八回青年創作副業品展覧会出品中の鮭負熊を買い上げ。会場にお

いて柴崎武司が実演を披露。

10月10日 昭和天皇 陸軍特別大演習と地方行幸の際に木彫熊二個（中里伊三郎、控品茂木
多喜治）を天覧。記念状を受ける。

昭和12年（1937） 7月26日 皇太后 名古屋美術館（徳川美術館か）へ行啓の際、熊彫七点献上した旨が本
邸から通知。

昭和13年（1938）
5月17日 賀陽宮妃 退道の際、町長が列車に熊彫九点を携行し台覧に供したところ、全

て買い上げ。
11月12日 伊藤次郎左衛門（松坂屋） 還暦祝いとして贈呈用の親子熊を本邸へ発送。

表10　陳列・台覧・献上など一覧

出典：「八雲」344，350，354，3195、3224。註（71）木村（2020年）論文。
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挿図10　八雲熊彫のマーク各種（個人蔵及び八雲町郷土資料館蔵）

挿図11　八雲熊彫ポスターとリーフレットの一部（八雲町郷土資料館蔵）
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五
六

挿図12　スイスと八雲の木彫り熊比較
（個人蔵及び八雲町郷土資料館蔵）

が
、
同
研
究
会
内
で
の
評
価
や
外
部
か
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
意
図
的
な
造
形
展
開
の

結
果
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ス
イ
ス
の
木
彫
り
熊
は
実
物
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、
挿
図
12
に
示
す
よ
う
に
造
形
的

な
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
八
雲
で
は
、
か
ご
を
モ
ッ
コ
に
置
き
換
え
る
、
横

笛
を
ト
ウ
キ
ビ
に
替
え
る
な
ど
の
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
義
親
に
よ
る
品

評
や
、
大
正
十
五
年
開
催
の
陳
列
会
に
お
け
る
審
査
員
か
ら
の
助
言
を
受
け
、
昭
和
三

年
に
は
三
十
四
種
類
も
の
姿
が
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
八
雲

出
身
の
漫
画
家
に
依
頼
し
、
開
墾
風
景
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
侍
な
ど
を
題
材
と
し
た
造

形
案
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
も
記
録
に
残
る
。

擬
人
化
表
現
の
中
で
も
戦
前
に
多
く
製
作
さ
れ
た
の
が
鮭
を
背
負
っ
た
「
鮭
負
熊
」

で
あ
る
。
記
録
上
の
初
出
は
、
昭
和
三
年
五
月
三
十
一
日
に
十
倉
金
之
が
納
品
し
た
作

例
で
あ
り
、
昭
和
九
年
に
は
千
百
五
十
体
が
確
認
さ
れ
る
。
鮭
負
熊
が
多
く
作
ら
れ
た

背
景
に
は
、
当
時
の
教
科
書
に
熊
が
鮭
を
担
ぐ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と

（
78
）

（
79
）

（
80
）

と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
鮭
負
熊
と
、
戦
後
に
他
地
域
で
定
番
化
し
た
鮭
を
咥
え
た
姿
の
鮭さ

け

喰く
い

熊ぐ
ま

に
つ
い

て
、
相
川
延
介
は
旭
川
市
近ち

か

文ぶ
み

の
創
作
と
す
る
が
、
近
文
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
造
形

変
化
は
昭
和
四
年
か
ら
同
六
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
当
初
は
這
い
熊
が
主
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
点
を
踏
ま
え
る
と
、
少
な
く
と
も
鮭
負
熊
に
つ
い
て
は
八
雲
で
戦
前
に
成

立
し
定
番
化
し
た
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
鮭
喰
熊
は
戦
後
に
大
流
行
し
た
造
形
で
あ

り
、
管
見
の
限
り
、
明
確
に
戦
前
の
製
作
と
断
定
で
き
る
作
例
は
確
認
さ
れ
な
い
。
八

雲
に
お
け
る
記
録
と
し
て
、
昭
和
七
年
に
旭
川
の
冨
貴
堂
か
ら
同
研
究
会
へ
寄
せ
ら
れ

た
注
文
に
み
え
る
「
熊
の
鮭
取
り
」
や
、
同
九
年
の
卸
記
録
に
み
え
る
「
食
熊
」
が
あ

る
が
、
鮭
を
咥
え
た
姿
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
。

相
川
は
木
彫
り
熊
の
形
態
を
「
這
熊
」
な
ど
六
類
型
に
整
理
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

戦
後
に
お
け
る
八
雲
以
外
の
地
域
の
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
戦
前
の
道
内
全

体
や
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
た
八
雲
の
実
態
を
十
分
に
反
映
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い

点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

五　

八
雲
熊
彫
の
各
地
で
の
評
価
と
「
木
彫
り
熊
」
と
い
う
概
念
の
形
成

観
光
土
産
品
展
覧
会
（
昭
和
五
年
）
に
お
け
る
評
価

戦
前
期
に
お
け
る
八
雲
熊
彫
が
、
道
外
に
お
い
て
い
か
な
る
評
価
を
受
け
て
い
た
の

か
を
検
討
す
る
た
め
、
ま
ず
昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）九
月
十
二
日
か
ら
十
七
日
に
か
け

て
東
京
日
本
橋
三
越
四
階
で
開
催
さ
れ
た
、
帝
国
工
藝
会
主
催
「
観
光
土
産
品
展
覧

会
」
を
と
り
あ
げ
る
。
同
展
覧
会
で
は
、
八
雲
熊
彫
が
「
選
外
佳
作
」
を
受
賞
し
て
お

り
、
そ
の
評
価
基
準
お
よ
び
論
評
は
雑
誌
『
帝
国
工
藝
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

同
展
覧
会
へ
の
出
展
数
は
五
千
点
以
上
あ
っ
た
が
優
良
賞
に
該
当
す
る
も
の
は
な

（
81
）

（
82
）

（
83
）

（
84
）

（
85
）

（
86
）
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五
七

く
、
進
歩
賞
四
名
、
佳
作
十
一
名
、
選
外
佳
作
十
三
名
で
あ
っ
た
。
選
外
佳
作
と
は
、

「
多
少
の
改
良
を
加
ふ
れ
ば
国
際
的
土
産
品
た
る
見
込
あ
り
と
認
む
る
も
の
、
又
は
其

見
込
な
し
と
す
る
も
内
地
土
産
品
と
し
て
適
当
な
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
八

雲
熊
彫
は
、
輸
出
向
け
土
産
品
と
し
て
の
完
成
度
に
は
な
お
課
題
が
あ
る
も
の
の
、
国

内
観
光
土
産
品
と
し
て
の
可
能
性
を
認
め
ら
れ
た
位
置
付
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
受
賞
作
品
は
『
帝
国
工
藝
』
に
写
真
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
毛
彫
り
の
這

い
熊
は
柴
崎
重
行
の
作
で
あ
る
。

こ
の
作
品
を
見
た
根
本
勲
は
、「
熊
で
は
あ
る
け
れ
ど
山
岳
を
感
じ
さ
せ
る
」
と
評

し
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
八
雲
を
訪
れ
柴
崎
と
交
流
を
深
め
た
と
さ
れ
る
。
根
本
は
の

ち
に
芸
術
家
と
し
て
活
動
を
展
開
し
、
昭
和
四
十
五
年
に
函
館
市
文
化
賞
を
受
賞
し
て

お
り
、
本
事
例
は
八
雲
熊
彫
が
単
な
る
副
業
的
工
芸
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
美
術
的
感
受

性
を
有
す
る
製
作
者
に
影
響
を
与
え
た
一
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

展
覧
会
後
、『
帝
国
工
藝
』
誌
上
で
は
出
品
作
品
に
対
す
る
論
評
が
継
続
的
に
掲
載

さ
れ
、
そ
の
中
で
八
雲
熊
彫
は
、「
未
だ
一
般
に
は
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
日
本

の
観
光
土
産
品
と
し
て
需
要
を
喚
起
し
う
る
存
在
」
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
と
り

わ
け
、
徳
川
義
親
の
経
営
す
る
徳
川
農
場
内
で
の
製
作
体
制
や
、
飼
育
し
て
い
る
熊
を

モ
デ
ル
と
し
た
点
が
紹
介
さ
れ
、
熊
の
表
情
や
姿
態
の
自
然
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
ア
イ
ヌ
の
一
刀
彫
を
応
用
し
た
も
の
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
こ

れ
は
技
法
上
の
差
異
を
十
分
に
踏
ま
え
た
も
の
と
は
言
い
難
く
、
当
時
の
外
部
評
価
に

お
け
る
理
解
の
限
界
も
併
せ
て
示
し
て
い
る
。

評
価
全
体
と
し
て
は
、
美
術
的
完
成
度
に
対
し
て
肯
定
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
る
一

方
、
価
格
が
高
い
点
が
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
八
雲
熊
彫
が
「
優
れ
た
造
形

性
を
持
つ
が
高
価
な
土
産
品
」と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、

同
展
覧
会
に
お
い
て
は
輸
出
向
け
作
品
と
し
て
の
評
価
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
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こ
れ
に
先
立
つ
昭
和
五
年
三
月
に
は
、
八
雲
町
役
場
か
ら
、
外
務
省
の
紹
介
に
よ
り
チ

リ
大
使
館
を
経
て
チ
リ
へ
と
八
雲
熊
彫
を
輸
出
見
本
と
し
て
送
付
す
る
こ
と
と
な
っ
た

こ
と
を
知
ら
せ
る
手
紙
が
あ
り
、
八
雲
熊
彫
が
早
く
か
ら
国
際
市
場
を
視
野
に
入
れ
た

対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。

第
一
回
北
海
道
み
や
げ
品
展
覧
会
（
昭
和
六
年
）
に
お
け
る
評
価

続
い
て
、
昭
和
六
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
北
海
道
み
や
げ
品
展
覧
会
に
お
け

る
評
価
を
検
討
す
る
。
同
展
覧
会
の
会
誌
は
同
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
出
品
作

品
は
甲
か
ら
丁
ま
で
の
四
段
階
で
評
価
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
摘
要
が
付
さ
れ
て
い
る
。

八
雲
熊
彫
は
総
評
と
し
て
甲
に
分
類
さ
れ
、「
農
民
美
術
ト
シ
テ
余
リ
ニ
繊
細
ナ
リ

　

但
シ
北
海
道
み
や
げ
ト
シ
テ
面
白
シ
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
評
価
は
、
八
雲
熊

彫
が
農
民
美
術
に
期
待
さ
れ
る
素
朴
さ
や
簡
潔
さ
よ
り
も
、
毛
並
み
を
細
か
く
彫
り
込

む
な
ど
繊
細
な
表
現
を
特
徴
と
し
て
い
た
点
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、

「
北
海
道
み
や
げ
」
と
し
て
の
魅
力
は
明
確
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
観
光
土
産
品
と
し

て
の
評
価
軸
に
お
い
て
は
高
く
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
価
格
に
つ
い
て
は
乙
評
価
で
「
高
価
で
一
般
的
で
な
い
」
と
の
指
摘
が
な
さ

れ
て
お
り
、
前
年
の
観
光
土
産
品
展
覧
会
に
お
け
る
評
価
と
同
様
、
価
格
の
高
さ
が
普

及
の
障
壁
と
し
て
繰
り
返
し
問
題
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
点
は
、

八
雲
熊
彫
が
量
産
的
土
産
品
と
い
う
よ
り
も
、
一
定
の
完
成
度
と
価
値
を
備
え
た
工
芸

品
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
裏
返
し
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。

な
お
、
同
展
覧
会
に
は
旭
川
か
ら
神
崎
治
郎
右
衛
門
が
、
白
老
か
ら
は
田
邊
松
太
郎

が
ア
イ
ヌ
細
工
を
出
品
し
て
い
る
。
具
体
的
な
作
品
は
不
明
で
あ
る
が
、
両
者
は
い
ず

れ
も
総
評
乙
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
白
老
の
木
彫
り
熊
に
つ
い
て
は
、
田
邊
忍

の
田
邊
真
正
堂
が
八
雲
熊
彫
を
参
考
に
地
元
の
ア
イ
ヌ
に
製
作
を
広
め
た
こ
と
が
起
源
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北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

五
八

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
の
八
月
に
田
邊
真
正
堂
か
ら
同
研
究
会
に
熊
彫
を
求
め
る
書

簡
が
届
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
展
覧
会
を
通
じ
て
八
雲
熊
彫
の
存
在
が
認
識
さ
れ
、

「
木
彫
り
熊
」
と
い
う
概
念
が
他
地
域
へ
波
及
し
て
い
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
四
回
青
年
創
作
副
業
品
展
（
昭
和
六
年
）
に
お
け
る
評
価

昭
和
六
年
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回
青
年
創
作
副
業
品
展
に
つ
い
て
は
、『
帝
国
工
藝
』

誌
上
に
お
い
て
三
村
鐘
三
郎
が
品
評
を
行
っ
て
い
る
。
三
村
は
木
工
品
全
般
に
言
及
す

る
な
か
で
、「
北
海
道
の
熊
は
好
く
出
来
て
い
る
が
瑞
西
製
に
比
す
る
と
未
だ
遜
色
が

あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
同
展
に
お
い
て
八
雲
熊
彫
は
受
賞
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の

の
言
及
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
一
方
、
三
村
の
論
評
は
全
体
と
し
て
農
民
美

術
に
対
し
て
厳
し
く
、
彫
刻
家
に
よ
る
作
品
は
評
価
し
つ
つ
も
、
講
習
の
み
を
受
け
た

製
作
者
の
作
品
に
つ
い
て
は
技
巧
的
魅
力
に
乏
し
い
と
し
、
講
習
中
心
の
方
法
に
よ
っ

て
地
方
の
農
民
美
術
を
振
興
す
る
こ
と
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
評
価
は
、
八

雲
熊
彫
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
農
民
美
術
運
動
全
体
に
対
す
る
当
時
の
批
評
的
視

線
を
反
映
し
た
も
の
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
八
雲
熊
彫
は
一
定
の
完
成
度
を
認
め
ら
れ
つ
つ
も
、
国
際
的
工
芸
品
と

の
比
較
に
お
い
て
は
未
成
熟
と
さ
れ
、
ま
た
農
民
美
術
と
い
う
枠
組
み
自
体
が
再
検
討

を
迫
ら
れ
る
段
階
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
六
回
青
年
創
作
副
業
品
展
覧
会
（
昭
和
八
年
）
に
お
け
る
評
価

昭
和
八
年
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
青
年
創
作
副
業
品
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
青

年
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
品
評
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
現
物
は
未
見
の
た
め
、
木
村
に

よ
る
整
理
さ
れ
た
引
用
成
果
を
も
と
に
検
討
す
る
。

同
品
評
で
は
、
同
研
究
会
を
中
心
と
し
た
北
海
道
の
熊
彫
に
つ
い
て
、「
非
常
に
精

巧
な
も
の
を
製
造
」
し
て
お
り
、
従
来
か
ら
の
評
価
に
加
え
、
技
術
の
熟
達
が
一
層
進

ん
だ
結
果
、「
頗
る
優
秀
な
物
が
多
数
出
品
さ
れ
た
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。
特
に
同
展
覧
会
で
は
熊
彫
が
単
な
る
置
物
に
と
ど
ま
ら
ず
、
時
計
台
・
灰

皿
・
吸
取
紙
の
摑
み
な
ど
、
実
用
品
へ
応
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
お
り
、

装
飾
性
と
実
用
性
の
両
立
を
志
向
す
る
姿
勢
が
肯
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
熊
そ
の
も
の
の
出
来
は
良
好
で
あ
る
も
の
の
、
実
用
品
と
し
て
の
全
体
的

な
造
形
に
お
い
て
調
和
を
欠
く
例
も
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
装
飾
と
実
用

の
融
合
を
さ
ら
に
洗
練
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
評
価

は
、
八
雲
熊
彫
が
技
術
的
完
成
度
の
段
階
を
越
え
、
造
形
と
機
能
の
統
合
と
い
う
次
の

課
題
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
熊
彫
を
実
用
品
へ
応

用
す
る
試
み
自
体
は
そ
れ
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
同
展
覧
会
へ
の
本
格
的
な
出

品
と
そ
れ
に
対
す
る
評
価
が
、
こ
の
段
階
で
初
め
て
明
確
に
記
録
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

な
お
、
木
村
の
整
理
で
は
第
三
回
以
前
の
入
賞
記
録
が
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
同

研
究
会
に
残
さ
れ
た
賞
状
写
し
に
よ
れ
ば
、
第
二
回
お
よ
び
第
三
回
に
お
い
て
入
賞
し

て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る（
前
掲
表
9
）。

『
農
村
副
業
の
要
決
』（
昭
和
十
一
年
）
に
み
る
全
国
的
評
価

昭
和
十
一
年
一
月
刊
行
の
『
農
村
副
業
の
要
決
』
に
は
、
口
絵
と
し
て
八
雲
熊
彫
お

よ
び
製
作
風
景
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
木
彫
り

熊
が
「
所
謂
農
民
美
術
系
統
の
作
品
」
の
代
表
例
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
材
料
や
製

作
の
起
源
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

同
書
で
は
、
八
雲
熊
彫
が
大
正
十
三
年（
一
九
二
四
）に
徳
川
農
場
へ
北
欧
的
手
法
を
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北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

五
九

移
入
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
木
彫
の
熊
と
さ
へ
い
へ
ば
直
ぐ
に
八
雲
の
農

民
美
術
を
想
は
せ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、昭
和
十
年
代
初
頭
に
は
、

八
雲
熊
彫
が
全
国
的
に
広
く
知
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

同
時
に
、
栃
木
県
や
長
野
県
で
も
熊
彫
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
八
雲
熊
彫
が
全
国
各
地
へ
波
及
し
た
先
行
事
例
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
に

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
初
は
装
飾
品
と
し
て
製
作
さ
れ
て
い
た
熊
彫
が
、
時
計
や

ネ
ク
タ
イ
掛
け
な
ど
実
用
品
へ
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、「
好
ま

し
い
傾
向
」
と
し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
輸
出
品
に
お
い
て
も
実
用
性
が
重
視
さ
れ
る

時
代
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

『
青
年
教
育
時
報
』
副
業
展
覧
会
特
集
号
（
昭
和
十
一
年
）
に
み
る
創
作
と
商
品
化

昭
和
十
一
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
青
年
教
育
時
報
』
副
業
展
覧
会
特
集
号
に
は
、

青
年
創
作
副
業
品
展
覧
会
に
関
す
る
合
評
会
の
速
記
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
青
年
団
に
お
け
る
創
作
重
視
の
指
導
方
針
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
一
方
で
、
実
際

の
展
覧
会
で
は
模
倣
品
が
多
い
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
八
雲
町
の
「
独
特
の
熊
彫
」
が
鳥
取
県
や
長
野
県
な
ど
で
も

製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
価
格
は
安
い
も
の
の
技
術
的
水
準
に

は
大
き
な
差
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
言
は
、
八
雲
熊
彫
が
模
倣
の
対
象

と
な
る
ほ
ど
確
立
さ
れ
た
造
形
様
式
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
地
方
間

で
の
技
術
格
差
や
品
質
管
理
の
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
別
の
発
言
で
は
、
農
村
の
困
窮
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
、
創
作
と
販
売
を
同

一
の
枠
組
み
で
扱
う
こ
と
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
脈
で
、
八
雲
熊
彫
に

つ
い
て
も
、
大
い
に
進
歩
し
て
き
た
が
、
す
で
に
行
き
詰
ま
り
の
段
階
に
達
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
の
見
解
が
示
さ
れ
、
今
後
は
売
る
た
め
の
作
品
と
、
青
年
の
創
作

と
し
て
の
作
品
と
を
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
評
価
は
、
八
雲
熊
彫
が
高
度
に
商
品
化
さ
れ
、
副
業
品
と
し
て
成
熟
し
た
が
ゆ

え
に
、
創
作
性
の
面
で
停
滞
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
柴

崎
重
行
は
昭
和
十
年
頃
、
同
研
究
会
の
活
動
が
副
業
志
向
に
傾
斜
し
た
こ
と
を
理
由
に

脱
会
し
た
と
述
懐
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
外
部
批
評
は
、
内
部
の
問
題
意
識
と
符
合
す

る
。柴

崎
は
戦
後
も
熊
を
彫
り
続
け
、
定
番
的
な
毛
彫
り
を
経
て
、
や
が
て
ハ
ツ
リ
彫
り

と
い
う
抽
象
的
表
現
へ
と
展
開
し
、
熊
を
主
題
と
す
る
芸
術
家
と
し
て
評
価
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
副
業
を
起
点
と
し
な
が
ら
美
術
家
を
輩
出
し
た
点
に
お
い
て
、
柴
崎
の
歩
み

は
、
農
民
美
術
運
動
が
内
包
し
て
い
た
可
能
性
と
限
界
の
双
方
を
体
現
す
る
事
例
と
位

置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

木
彫
り
熊
と
い
う
概
念
の
創
出
と
形
成

こ
こ
で
扱
う
評
価
は
、
必
ず
し
も
年
代
順
の
展
開
で
は
な
く
、
八
雲
熊
彫
が
い
か
に

外
部
か
ら
語
ら
れ
、
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
昭
和
七
年
十
二

月
発
行
の
雑
誌
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

北
海
道
観
光
客
の
一
番
喜
ぶ
土
産
品
は
八
雲
の
木
彫
熊
で
あ
る
が
、
旭
川
近
文
ア

イ
ヌ
も
熊
と
は
祖
先
以
来
お
な
じ
み
な
の
で
、
熊
の
木
彫
を
製
作
し
て
売
り
出
す

計
画
を
立
て
講
習
会
を
開
い
て
ゐ
る
が
も
う
三
十
余
名
は
、
盛
ん
に
製
作
し
て
販

路
の
開
拓
に
努
め
て
ゐ
る
。

こ
の
記
述
か
ら
は
、
八
雲
熊
彫
が
単
に
一
地
方
の
産
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
北
海
道
を

代
表
す
る
観
光
土
産
品
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
も
、
旭

川
の
状
況
を
説
明
す
る
前
提
と
し
て
八
雲
熊
彫
が
言
及
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ

る
。
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北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

六
〇

同
様
の
位
置
付
け
は
、
昭
和
八
年
に
北
海
道
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
旭
川
ア
イ
ヌ
の
木
彫

り
熊
製
作
を
指
導
す
る
こ
と
と
な
っ
た
彫
刻
家
の
加か

藤と
う

顕け
ん

清せ
い（

一
八
九
四
〜
一
九
六
六
）の

発
言
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
帝
展
の
審
査
員
を
務
め
て
い
た
加
藤
は
、
旭
川
で
の
指
導

に
あ
た
っ
て
同
年
五
月
十
九
日
付
『
旭
川
新
聞
』
に
お
い
て
、「
北
海
道
の
工
藝
品
と

し
て
は
八
雲
の
熊
彫
な
ど
は
立
派
な
も
の
で
成
功
し
て
ゐ
る
、
其
他
で
は
現
在
見
る
べ

き
も
の
が
な
い
。」
と
述
べ
、
八
雲
熊
彫
を
基
準
と
し
て
北
海
道
工
芸
品
の
現
状
を
評

価
し
て
い
る
。

な
お
、
昭
和
十
年
発
行
の
『
帝
国
工
藝
』
九
巻
二
号
に
は
、
同
研
究
会
の
中
添
修
に

よ
る
「
八
雲
の
熊
彫
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
八
雲
熊
彫
の
経
緯
が
整
理
さ

れ
る
と
と
も
に
、
従
来
の
美
術
的
評
価
か
ら
商
品
と
し
て
の
側
面
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る

こ
と
、
夏
は
鮭
負
熊
、
冬
は
ス
キ
ー
熊
と
い
っ
た
季
節
性
を
意
識
し
た
製
作
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
農
家
の
副
業
と
し
て
は
負
担
が
大
き
い

点
や
、
郷
土
色
の
強
い
作
品
を
作
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
に
な
っ
て
旭
川
ア
イ
ヌ
に
よ
る
木
彫
り
熊
が
店
頭
に
進
出
し
て
き
た
こ
と

に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

同
書
に
掲
載
さ
れ
た
「
輸
出
向
農
村
工
藝
品
」
で
は
、
日
本
産
業
協
会
副
業
課
が
作

成
し
た
輸
出
向
農
村
副
業
品
一
覧
表
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
に
つ
い
て
は
、「
白

樺
細
工
、
ド
ン
グ
リ
細
工
、
木
彫
熊
、
ア
イ
ヌ
細
工
」
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
旭
川
ア
イ
ヌ
は
給
与
地
問
題
の
陳
情
の
た
め
上
京
し
、
ア
イ
ヌ
細
工
の
実

演
販
売
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
東
京
に
お
い

て
も
木
彫
り
熊
と
ア
イ
ヌ
細
工
と
が
区
別
さ
れ
つ
つ
、
い
ず
れ
も
輸
出
向
工
芸
品
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
木
彫
り
熊
と
ア
イ
ヌ
細
工
を
区
別
す
る
認
識
は
北
海
道
庁
に
お
い
て
も
み
ら
れ

る
。
昭
和
十
二
年
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
北
海
道
工
業
試
験
場
時
報
』
に
掲
載
の

「
木
彫
羆
と
ア
イ
ヌ
細
工
に
就
て
」
で
は
、
道
内
で
製
作
さ
れ
て
い
る
木
工
土
産
品
の

な
か
で
も
「
木
彫
羆
」
と
ア
イ
ヌ
細
工
が
有
名
で
あ
る
が
、
種
類
が
少
な
い
の
で
増
や

す
こ
と
が
必
要
と
し
て
、「
木
彫
羆
」
に
つ
い
て
九
種
の
試
作
品
を
紹
介
し
て
い
る
。

試
験
場
で
は
「
木
彫
羆
」
を
「
工
藝
彫
刻
」
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
、

羆
の
本
質
か
ら
離
れ
な
い
限
り
様
々
な
形
が
で
き
る
と
し
て
試
作
品
に
は
擬
人
化
が
多

く
、
一
つ
の
材
か
ら
彫
り
出
す
の
で
は
な
く
樹
種
が
違
う
複
数
の
材
を
組
み
合
わ
せ
て

製
作
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
試
作
品
の
提
案
が
な
さ
れ
た
背
景
に
は
、
昭
和
十
一
年
に
札
幌
が
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
の
第
一
候
補
に
決
定
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
試
作
品
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ー
ク
を
入
れ
た
も
の
も
あ
る
。
同
年
五
月
に
は
札

幌
観
光
協
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
機
関
紙
『
観
光
の
札
幌
』
が
発
刊
さ
れ
る
な
ど
、
観

光
が
注
目
さ
れ
て
い
た
時
期
に
あ
た
り
、
北
海
道
と
し
て
土
産
品
を
増
産
す
る
一
助
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

戦
前
、
木
彫
り
熊
そ
の
も
の
は
八
雲
以
前
か
ら
製
作
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
が
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ

た
形
跡
は
乏
し
い
。
八
雲
に
お
け
る
同
研
究
会
の
活
動
や
展
覧
会
へ
の
出
品
、
評
価
の

蓄
積
が
、「
木
彫
り
熊
」
と
い
う
概
念
を
形
成
し
、
そ
れ
を
北
海
道
の
農
民
美
術
・
工

芸
・
観
光
土
産
、
さ
ら
に
は
美
術
的
対
象
と
し
て
定
着
さ
せ
た
と
評
価
で
き
る
。
こ
の

木
彫
り
熊
と
い
う
概
念
の
形
成
に
よ
り
、
八
雲
だ
け
で
な
く
道
内
各
地
で
ア
イ
ヌ
・
和

人
を
問
わ
ず
に
木
彫
り
熊
を
製
作
販
売
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

戦
前
の
北
海
道
観
光
ブ
ー
ム
と
木
彫
り
熊

北
海
道
観
光
ブ
ー
ム
と
い
え
ば
、
戦
後
昭
和
三
十
年
代
以
降
の
動
向
が
よ
く
知
ら
れ
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北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

六
一

て
い
る
が
、
実
際
に
は
戦
前
に
も
観
光
客
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。
昭
和
九
年
に
大
雪
山

と
阿
寒
湖
が
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
同
十
一
年
に
天
皇
台
覧
の
陸
軍

特
別
大
演
習
が
札
幌
近
郊
に
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
北
海
道
へ
の
観
光
客
は
大

き
く
増
加
し
た
。

こ
の
時
期
、
木
彫
り
熊
は
盛
ん
に
売
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
同
研
究
会
に
お
け
る
八

雲
熊
彫
の
受
入
数
・
製
作
高
・
販
売
高
を
前
掲
表
7
で
み
る
と
、
昭
和
九
年
か
ら
同
十

一
年
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
同
十
年
前
後
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
全
国
各
地

で
も
木
彫
り
熊
が
製
作
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
道
内
各
地
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
っ
た
。

な
か
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
旭
川
市
近
文
の
ア
イ
ヌ
・
松ま

つ

井い

梅う
め

太た

郎ろ
う（

一

九
〇
一
〜
四
九
）に
よ
っ
て
大
正
十
五
年=

昭
和
元
年
に
始
め
ら
れ
た
木
彫
り
熊
と
、
奈

井
江
町
の
堀ほ

り

井い

清き
よ

司し
（
一
九
一
九
〜
九
一
）に
よ
っ
て
昭
和
八
年
に
始
め
ら
れ
た
木
彫
り

熊
で
あ
る
。
同
十
一
年
の
大
演
習
に
お
け
る
天
皇
台
覧
に
際
す
る
行
啓
で
は
、
八
雲
か

ら
中な

か

里ざ
と

伊い

三さ
ぶ

郎ろ
う（

一
九
〇
三
〜
九
四
）と
茂
木
多
喜
治
、
旭
川
か
ら
松
井
梅
太
郎
、
奈
井

江
か
ら
堀
井
清
司
が
製
作
し
た
木
彫
り
熊
が
天
覧
ま
た
は
献
上
品
と
な
っ
て
い
る
。

大
塚
和
義
に
よ
れ
ば
、
こ
の
昭
和
十
年
頃
に
は
、
夏
に
観
光
地
へ
出
か
け
て
実
演
販

売
を
し
、
冬
は
旭
川
に
戻
る
と
い
う
生
活
を
す
る
ア
イ
ヌ
が
現
れ
る
。
こ
う
し
た
動
き

か
ら
「
木
彫
り
熊
は
、
ア
イ
ヌ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と

さ
れ
、
戦
後
に
お
い
て
道
内
各
地
の
土
産
店
の
店
頭
や
全
国
各
地
の
百
貨
店
等
で
開
催

さ
れ
た
北
海
道
物
産
展
に
お
い
て
、
ア
イ
ヌ
衣
装
を
着
用
し
て
の
実
演
販
売
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
定
着
し
、
同
二
十
五
年
頃
に
は
一
般
化
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

戦
争
に
よ
る
八
雲
熊
彫
の
衰
退
と
同
研
究
会
の
解
散

こ
の
よ
う
に
、
戦
前
の
北
海
道
観
光
ブ
ー
ム
の
な
か
で
広
く
流
通
し
て
い
た
木
彫
り

熊
で
あ
る
が
、
戦
争
の
激
化
と
と
も
に
八
雲
熊
彫
は
急
速
に
衰
退
し
て
い
く
。
昭
和
十

八
年
に
は
、
八
雲
町
内
に
陸
軍
飛
行
場
を
建
設
す
る
た
め
、
徳
川
農
場
事
務
所
を
は
じ

め
と
す
る
主
要
施
設
が
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
、
飛
行
場
用
地
内
の
住
民
は
立
ち
退
き

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
過
程
で
八
雲
を
離
れ
た
製
作
者
も
存
在
し
た
。

ま
た
、
熊
の
檻
に
用
い
ら
れ
て
い
た
鉄
材
は
軍
に
供
出
さ
れ
、
飼
育
さ
れ
て
い
た
熊

は
姿
を
消
し
た
。
戦
時
下
に
お
い
て
は
木
彫
り
熊
を
購
入
す
る
余
裕
も
失
わ
れ
、
製
作

者
の
な
か
に
は
従
軍
す
る
者
も
い
た
た
め
、
八
雲
に
お
い
て
製
作
を
継
続
し
て
い
た
の

は
茂
木
多
喜
治
一
人
の
み
と
な
っ
て
い
た
。
道
内
に
お
い
て
も
、
地
域
ご
と
に
差
は
あ

る
よ
う
だ
が
、
製
作
は
縮
小
し
て
い
た
。

同
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
九
年
末
ま
で
受
入
お
よ
び
販
売
の
記
録
が
残
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
年
に
取
引
の
あ
っ
た
会
員
は
わ
ず
か
二
名
で
あ
り
、
三
百
四
十

四
点
中
三
百
二
十
点
が
茂
木
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
受
入
払
出
記
録
で
は
販
売
高

が
製
作
高
を
大
幅
に
上
回
っ
て
お
り
、
在
庫
を
販
売
し
て
い
た
状
況
が
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
実
質
的
に
は
同
十
八
年
末
の
時
点
で
解
散
状
態
と
な
り
、
同
十
九
年
末
を
も
っ

て
解
散
し
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

戦
後
、
農
地
解
放
等
の
影
響
に
よ
り
徳
川
農
場
は
同
二
十
三
年
に
閉
場
し
、
そ
の

後
、
八
雲
に
お
い
て
同
研
究
会
の
よ
う
な
組
織
が
再
び
設
立
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
製
作
者
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
道
具
や
原
木
の
仕
入
れ
先
を
確
保
し
、
作
品
の
販
路

を
開
拓
す
る
よ
う
に
な
る
。
昭
和
三
十
年
代
か
ら
始
ま
る
第
二
次
北
海
道
観
光
ブ
ー
ム

に
お
い
て
は
、
八
雲
熊
彫
は
戦
前
の
よ
う
な
広
が
り
を
持
つ
に
は
至
ら
ず
、
む
し
ろ
他

地
域
の
ア
イ
ヌ
に
よ
る
木
彫
り
熊
が
人
気
を
集
め
、
鮭
を
咥
え
た
姿
が
定
番
と
し
て
定

着
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

（
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北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

六
二

六　

木
彫
り
熊
の
技
法
と
作
者

木
彫
り
熊
の
木
取
り

木
彫
り
熊
を
彫
る
際
の
木
取
り
に
は
、
這
い
熊
を
製
作
す
る
場
合
、
足
の
裏
と
背
中

が
木
の
天
と
地
に
対
応
す
る
「
縦
木（
タ
テ
取
り
）」
と
、
鼻
先
と
尻
が
天
と
地
に
対
応

す
る
「
横
木（
ヨ
コ
取
り
）」
の
二
種
類
が
あ
る
。

八
雲
で
は
、
参
考
と
さ
れ
た
ス
イ
ス
製
木
彫
り
熊
が
縦
木
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
後

述
す
る
菊
型
毛
を
彫
る
際
に
都
合
が
よ
い
こ
と
か
ら
、
主
に
縦
木
が
用
い
ら
れ
て
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
八
雲
以
外
の
地
域
で
は
横
木
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
背
景
と
し
て
、
木
彫
り
熊
を
製
作
す
る
以
前
か
ら
、
ア
イ
ヌ
が
横
木
を
用
い
て
熊

意
匠
を
伴
う
イ
ク
パ
ス
イ
や
サ
パ
ン
ぺ
と
い
っ
た
儀
式
具
を
製
作
し
て
い
た
点
と
の
関

連
が
指
摘
で
き
よ
う（
挿
図
13
）。

さ
ら
に
、
他
地
域
の
中
で
は
早
い
段
階
か
ら
木
彫
り
熊
製
作
を
行
っ
て
い
た
旭
川
ア

イ
ヌ
は
、
ア
イ
ヌ
ル
ー
ツ
と
推
測
さ
れ
る
横
木
を
基
本
と
し
て
お
り
、
昭
和
十
年
頃
に

は
各
地
の
観
光
地
に
赴
い
て
実
演
販
売
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
製
作
方
法
が

各
地
に
広
ま
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
横
木
の
ほ
う
が
縦
木
よ
り
も
爪

や
鼻
が
欠
け
に
く
く
商
品
と
し
て
扱
い
や
す
い
こ
と
、
大
径
木
を
取
り
や
す
い
こ
と
な

ど
、
実
用
上
の
利
点
も
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
熊
の
造
形
と
し
て
横

木
の
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
存
在
す
る
。

木
彫
り
熊
の
彫
法

木
彫
り
熊
の
彫
法
は
、
挿
図
14
に
示
し
た
よ
う
に
、
大
き
く
三
種
類
に
分
類
で
き

る
。
一
つ
は
毛
並
み
を
細
か
く
彫
刻
す
る
「
毛
彫
り
」、
も
う
一
つ
は
毛
を
彫
ら
ず
、

（
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（
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）

（
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）
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挿図13　男性が持つ熊意匠付きイクパスイ（ヘラ）。頭に被っているのがサパンぺ（冠）だが、熊意匠は見られない。
（八雲町郷土資料館蔵）
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雲
町
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り
熊
の
導
入
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普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
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に

六
三

挿図14　木彫り熊の彫法3種（個人蔵及び八雲町郷土資料館蔵）

八雲（戦前）

毛
彫
り

面
彫
り

そ
の
他

八雲（戦後） 他の地域

挿図15　八雲の木彫り熊（十倉・柴崎・茂木）（個人蔵及び八雲町郷土資料館蔵）
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多
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治



北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

六
四

カ
ッ
ト
さ
れ
た
面
に
よ
っ
て
熊
の
形
態
を
表
現
す
る
「
面
彫
り
」、
そ
し
て
面
彫
り
の

一
部
に
毛
立
て
を
施
す
も
の
や
、
や
す
り
が
け
に
よ
っ
て
丸
み
を
帯
び
さ
せ
る
な
ど
、

毛
彫
り
・
面
彫
り
の
い
ず
れ
に
も
明
確
に
分
類
で
き
な
い
「
そ
の
他
」
で
あ
る
。
八
雲

の
木
彫
り
熊
で
は
、
主
に
毛
彫
り
と
面
彫
り
が
製
作
さ
れ
て
き
た
。
八
雲
を
代
表
す
る

作
者
に
よ
る
木
彫
り
熊
に
つ
い
て
は
、
挿
図
15
・
16
に
示
す
。

八
雲
に
お
け
る
「
毛
彫
り
」
は
、
ス
イ
ス
製
木
彫
り
熊
に
も
見
ら
れ
る
技
法
で
あ

り
、
彫
刻
刀
等
を
用
い
て
熊
の
毛
並
み
を
彫
り
出
す
方
法
で
あ
る
。
八
雲
で
は
、
日
本

画
家
で
あ
っ
た
十
倉
金
之
が
日
本
画
の
技
法
を
取
り
入
れ
て
毛
並
み
を
表
現
し
た
こ
と

を
契
機
に
、
独
自
の
展
開
を
見
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
実
際
の
熊
が
這
行
す
る
際

に
は
、
両
肩
の
間
が
盛
り
上
が
る
が
、
八
雲
の
毛
彫
り
で
は
、
そ
の
盛
り
上
が
り
の
頂

点
か
ら
四
方
八
方
に
毛
が
流
れ
る
よ
う
に
彫
る
。
こ
の
表
現
は
「
菊き

く

型が
た

毛け

」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

ま
た
、
脚
の
前
方
で
は
な
く
側
面
で
毛
分
け
を
行
い
、
八
の
字
状
に
毛
分
け
す
る
表

現
も
、
日
本
画
に
お
け
る
立
体
感
の
表
現
手
法
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
目
に
は
ガ
ラ

ス
玉
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
戦
前
に
は
東
京
の
菊
地
博
物
標
本
社
か
ら
大
き
さ
を
指

定
し
て
購
入
し
て
い
た
記
録
が
残
る
。
他
方
、
待
ち
針
の
頭
部
に
用
い
ら
れ
て
い
た
ガ

ラ
ス
玉
を
目
に
転
用
し
た
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
特
に
戦
後
は
待
ち
針
が
多
く
用
い

ら
れ
、
昭
和
四
十
六
年
に
開
始
さ
れ
た
八
雲
町
公
民
館
の
木
彫
熊
講
座
で
も
待
ち
針
が

使
用
さ
れ
て
い
た
。

同
講
座
は
、
平
成
十
五
年（
二
〇
〇
三
）度
か
ら
同
二
十
四
年
度
ま
で
休
止
期
間
を
挟

み
つ
つ
も
、
表
11
の
と
お
り
令
和
七
年
度（
二
〇
二
五
）現
在
も
継
続
し
て
い
る
。
講
座

で
は
、
二
代
目
講
師
で
あ
る
上う

え

村む
ら

信の
ぶ

光み
つ（

一
九
二
〇
〜
二
〇
一
〇
）が
、
そ
れ
ま
で
製
作
さ

れ
て
き
た
木
彫
り
熊
を
も
と
に
型
紙
を
作
成
し
、
彫
り
方
や
塗
装
法
等
を
整
理
し
た
製

作
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。
縦
木
、
菊
型
毛
、
脚
側
面
で
の
八
の
字
の
毛
分

（
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）

（
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）

（
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挿図16　八雲の木彫り熊（加藤・引間・上村）（八雲町郷土資料館蔵）
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光



北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

六
五

代数 氏名 講師期間

初代 茂木多喜治 昭和46年度～昭和51年度

二代目 上村信光 昭和52年度～平成12年度

三代目 引間二郎 平成12年度～平成14年度

四代目 千代昇 平成25年度～令和5年度

五代目 伊瀬司 令和6年度～現在

表11　八雲町公民館講座　木彫り熊講座　講師一覧

鼎
が
直
接
面
彫
り
を
指
導
し
た
こ
と
を
示
す
史
料

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
彼
の
指
導
以
前
に
他

地
域
の
農
民
美
術
作
品
を
見
て
発
想
さ
れ
た
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
面
彫
り
の
成
立
と
定

着
に
お
い
て
、
鼎
の
指
導
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
面
彫
り
で
は
、

目
を
ガ
ラ
ス
玉
で
表
現
せ
ず
彫
刻
に
よ
っ
て
表
現
す

る
こ
と
が
多
く
、
作
者
に
よ
っ
て
熊
を
構
成
す
る
面

の
大
き
さ
や
処
理
方
法
、
そ
し
て
名
称
も
大
き
く
異

な
る
。
戦
前
の
同
研
究
会
で
は
荒
彫
、
戦
後
の
茂
木

多
喜
治
お
よ
び
加か

藤と
う

貞さ
だ

夫お
（
一
九
二
六
〜
二
〇
一
三
）は

一
刀
彫
、
柴
崎
重
行
は
ハ
ツ
リ
彫
り
、
引ひ

き

間ま

二じ

郎ろ
う

け
、
内
股
の
前
脚
、
ガ
ラ
ス
玉
の
目
、
型
紙
に
基
づ
く
各
部
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
要

素
は
、
八
雲
に
お
け
る
毛
彫
り
木
彫
り
熊
の
基
本
形
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

毛
彫
り
の
彫
法
は
八
雲
以
外
の
地
域
で
も
広
く
用
い
ら
れ
、
多
様
な
表
現
が
存
在
す

る
。
た
と
え
ば
、
毛
足
の
長
さ
を
強
調
す
る
「
流
し
彫
り
」、
丸
刀
を
用
い
て
毛
並
み

を
盛
り
上
げ
る
「
玉
彫
り
」、
毛
並
み
を
整
然
と
表
現
す
る
「
三
角
彫
り
」、
柳
の
葉
の

よ
う
な
形
状
で
彫
る
「
柳
彫
り
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
八
雲
に
お
け
る
「
面
彫
り
」
は
、
ス
イ
ス
製
木
彫
り
熊
に
は
見
ら
れ
な
い
技

法
で
あ
り
、
農
民
美
術
の
一
分
野
で
あ
る
木こ

っ
ぱ片

人
形
の
彫
り
方
を
参
考
に
し
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
通
り
、
山
本
鼎
は
大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）に
八
雲

で
講
演
お
よ
び
実
技
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
す
で
に
木
片
人
形
の
彫
り

方
は
確
立
し
て
お
り
、
過
度
に
作
り
込
ま
ず
、
あ
る
程
度
の
ラ
フ
さ
を
残
し
た
方
が
売

れ
行
き
が
よ
い
一
方
で
、
簡
略
化
が
過
ぎ
る
と
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
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）

（
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）

（
一
九
二
四
〜
二
〇
一
二
）は
カ
ッ
ト
彫
り
と
呼
称
し
て
い
た
こ
と
が
代
表
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。
茂
木
と
加
藤
は
、
面
彫
り
で
あ
っ
て
も
脚
を
一
本
ず
つ
独
立
さ
せ
て
彫
る
作

風
が
多
い
の
に
対
し
、
柴
崎
と
引
間
は
脚
の
間
に
空
間
を
設
け
ず
、
塊
と
し
て
彫
り
出

す
点
に
特
徴
が
あ
る
。

面
彫
り
は
八
雲
以
外
で
は
必
ず
し
も
一
般
的
な
技
法
で
は
な
か
っ
た
が
、
柴
崎
の
ハ

ツ
リ
彫
り
作
品
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
製
作
す
る
作
家
が
増
加
し
た
。

特
に
平
成
末
期
頃
か
ら
柴
崎
作
品
が
再
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
七
年
現
在
で

は
面
彫
り
で
着
色
を
施
さ
な
い
作
品
が
人
気
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
そ
の
他
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
は
、
面
彫
り
の
一
部
に
毛
立
て
を
施
し
た
、
毛

彫
り
と
面
彫
り
が
融
合
し
た
表
現
や
、
直
線
的
な
面
で
は
な
く
丸
み
を
帯
び
た
形
態

で
、
毛
立
て
を
行
わ
な
い
彫
り
方
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
八
雲
で
は
少
数
な
が
ら
製
作
例

が
見
ら
れ
る
が
、
全
道
的
に
は
足
寄
町
の
ド
ン
コ
ロ
熊
の
ほ
か
、
機
械
を
用
い
た
量
産

型
の
木
彫
り
熊
に
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。

お　

わ　

り　

に

本
稿
は
、
北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
過
程
を
、
義
親
の
渡

欧
経
験
、
日
本
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
、
な
ら
び
に
全
国
副
業
展
覧
会
を
は
じ
め
と

す
る
制
度
的
・
社
会
的
評
価
の
枠
組
み
の
中
で
検
討
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
木
彫
り

熊
が
八
雲
に
お
い
て
単
な
る
個
別
作
品
や
散
発
的
製
作
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
農
民
美
術
」

と
い
う
理
念
の
も
と
で
組
織
化
さ
れ
、
評
価
・
流
通
の
回
路
を
伴
う
一
つ
の
工
芸
カ
テ

ゴ
リ
ー
と
し
て
成
立
し
て
い
く
過
程
を
、
具
体
的
な
史
料
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。

第
一
章
か
ら
第
三
章
で
は
、
義
親
が
ス
イ
ス
か
ら
持
ち
帰
っ
た
木
彫
品
を
契
機
に
、

（
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北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

六
六

北
海
道
の
木
彫
り
熊
は
未
だ
日
本
の
「
伝
統
工
芸
」
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、

大
正
か
ら
昭
和
期
間
に
か
け
て
全
国
的
に
認
め
ら
れ
た
一
つ
の
「
モ
ノ
」
で
あ
り
文
化

で
あ
り
、
美
術
品
と
呼
ぶ
べ
き
性
格
を
備
え
た
作
品
群
も
含
ん
で
い
る
。
単
一
の
流
れ

で
は
な
く
、
複
合
的
な
流
れ
で
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
作
品
に
対
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
・
文
化
的
文
脈
を
踏
ま
え
た
上
で
評
価
を
下
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
が
、北
海
道
の
木
彫
り
熊
を
日
本
の
工
芸
史
上
に
位
置
付
け
、

よ
り
深
い
歴
史
的
理
解
へ
と
導
く
た
め
の
基
盤
と
な
る
こ
と
を
期
し
た
い
。

註（
１
）　

本
稿
で
は
、
熊
を
主
と
し
て
木
を
丸
彫
り
し
た
木
彫
品
を
「
木
彫
り
熊
」
と
表
記
す
る
。

そ
の
な
か
で
も
、
伊
藤
政
雄
に
よ
る
本
作
が
公
表
さ
れ
た
大
正
十
三
年
三
月
か
ら
、
八
雲
農
民

美
術
研
究
会
が
作
品
受
入
を
行
っ
て
い
た
最
後
の
記
録
が
残
る
同
十
九
年
十
二
月
の
間
に
八
雲

で
製
作
さ
れ
た
「
木
彫
り
熊
」
を
指
す
場
合
は
「
八
雲
熊
彫
」
と
表
記
す
る
。
な
お
、「
熊
彫
」

と
は
「
木
彫
り
熊
」
を
指
す
造
語
で
あ
り
、「
八
雲
開
墾
五
十
年
記
念
熊
彫
展
覧
会
開
催
趣
意

書
」（「
八
雲
史
料
」
三
一
九
二
、（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
）。
以
下
、「
八
雲
」
と
略
し
番
号

を
記
す
）に
て
定
義
づ
け
さ
れ
た
。「
熊
彫
」
の
由
来
は
義
親
の
「
熊
狩
」
に
因
ん
で
お
り
、
太

田
尚
宏
は
、「
熊
彫
」
に
は
「
①
八
雲
開
拓
を
始
め
た
徳
川
家
へ
の
思
い
、
②
義
親
＝
熊
狩
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
、
③
義
親
の
主
唱
に
よ
る
農
村
美
術
運
動
へ
の
報
謝
、
と
い
う
３
点
」
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る（
太
田
尚
宏
「
徳
川
義
親
の
熊
狩
と
八
雲
「
熊
彫
」
の
誕
生
」（『
ア
イ

ヌ
―
美
を
求
め
る
心
』
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
2
）　

昭
和
四
十
四
年（
一
九
六
九
）に
八
雲
町
指
定
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
が
、
所
蔵
者
の

意
向
に
よ
り
一
度
取
り
消
さ
れ
、
令
和
三
年（
二
〇
二
一
）に
再
指
定
さ
れ
た
。

（
3
）　

徳
川
義
親
『
最
後
の
殿
様
─
徳
川
義
親
自
伝
』（
講
談
社
、
一
九
七
三
年
）、『
私
の
履
歴
書
』

（
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
五
十
九
年
）、「
木
彫
の
熊
」（『
月
明
』
十
七
─
二
、「
月
明
」
発
行
所
、

一
九
三
四
年
）。

（
4
）　

本
論
で
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。

大
島
日
出
生
『
熊
彫
り　

Ｈ
Ｔ
Ｂ
ま
め
ほ
ん
』（
北
海
道
テ
レ
ビ
放
送
、
一
九
七
三
年
）。

山
本
鼎
の
農
民
美
術
運
動
と
接
続
し
つ
つ
、
徳
川
農
場
主
導
の
も
と
で
農
村
副
業
と
し

て
の
木
彫
り
熊
製
作
が
構
想
・
実
践
さ
れ
て
い
く
過
程
を
論
じ
た
。
全
国
副
業
展
覧
会

に
お
け
る
伊
藤
政
雄
の
受
賞
は
、
そ
の
活
動
が
地
域
内
部
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
策
的
な

副
業
奨
励
の
文
脈
に
お
い
て
公
的
評
価
を
受
け
た
象
徴
的
事
例
で
あ
り
、
八
雲
熊
彫
が

「
農
民
美
術
」
の
一
翼
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
契
機
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

続
く
第
四
章
か
ら
第
六
章
で
は
、
八
雲
農
民
美
術
研
究
会
の
具
体
的
な
活
動
実
態
、

講
習
・
共
同
製
作
・
販
売
体
制
、
さ
ら
に
は
彫
法
や
作
者
ご
と
の
特
徴
と
い
っ
た
製
作

現
場
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
義
親
の
理
念
や
構
想
が
、
同
研
究
会

と
い
う
組
織
を
媒
介
と
し
て
、
具
体
的
な
技
術
・
作
品
・
数
量
へ
と
結
実
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
く
に
、
委
託
品
台
帳
や
刻
印
番
号
の
存
在

は
、
八
雲
熊
彫
が
計
画
的
・
継
続
的
に
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
証
左
で

あ
り
、
今
後
の
作
品
同
定
や
系
譜
研
究
に
大
き
な
可
能
性
を
開
く
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
木
彫
り
熊
を
、
近
代
日
本
に
お
け
る
農
村
振
興
政
策
・
農
民
美
術
運
動
・

展
覧
会
制
度
と
い
っ
た
社
会
的
枠
組
み
の
中
で
位
置
付
け
よ
う
と
試
み
た
。
両
筆
者
の

立
場
は
旭
川
研
究
史
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
八
雲
研
究
史
を
相
対
化

し
、
木
彫
り
熊
の
成
立
過
程
が
多
層
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
の
一
つ
の
視

角
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
八
雲
に
お
け
る
木
彫
り
熊
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
と
は
異
な

る
文
脈
に
お
い
て
、
外
来
の
造
形
モ
チ
ー
フ
、
農
民
美
術
と
い
う
思
想
、
そ
し
て
国
家

的
副
業
奨
励
政
策
と
結
び
つ
き
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
成
立
条
件
と
展
開
過
程
を

丁
寧
に
検
証
す
る
こ
と
は
、
木
彫
り
熊
と
い
う
存
在
の
歴
史
的
位
置
付
け
を
よ
り
立
体

的
に
捉
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
際
に
は
比
較
対
象
と
し

て
、
明
治
二
十
七
年（
一
八
九
四
）に
日
本
美
術
協
会
春
季
展
覧
会
で
褒
状
二
等
を
受
賞

し
た
林
兼
吉
の
「
木
彫
熊
置
物
」
な
ど
も
、
射
程
に
含
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

（
123
）



北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

六
七

大
塚
和
義
「
ア
イ
ヌ
の
木
彫
り
熊
〈
ス
イ
ス
を
モ
デ
ル
に
〉」（
梅
棹
忠
夫
編
『
異
文
化
の
研
究

─
民
俗
学
の
旅
・
続
々
』
講
談
社
、
一
九
八
六
年
）。

大
塚
和
義
「
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
観
光
の
役
割
─
同
化
政
策
と
観
光
政
策
の
相
克
」（
石
森
秀
三
編

『
観
光
の
二
〇
世
紀
』〈
二
〇
世
紀
に
お
け
る
諸
民
族
文
化
の
伝
統
と
変
容　

三
〉
ド
メ
ス
出

版
、
一
九
九
六
年
）。

木
村
光
夫
『
旭
川
木
材
産
業
工
芸
発
達
史
』（
旭
川
家
具
工
業
協
同
組
合
、
一
九
九
九
年
）。

大
石
勇
『
伝
統
工
芸
の
創
生
─
北
海
道
八
雲
町
の
「
熊
彫
」
と
徳
川
義
親
』（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
四
年
）。

「
木
彫
り
熊
」
研
究
会
編
『
北
海
道
の
木
工
芸
の
起
源
と
現
状
と
未
来
～
木
彫
り
熊
の
ル
ー
ツ

を
追
っ
て
～
』（「
木
彫
り
熊
」
研
究
会
、
二
〇
〇
五
年
）。

金
倉
義
慧
『
旭
川
・
ア
イ
ヌ
民
族
の
近
現
代
史
』（
高
文
研
、
二
〇
〇
六
年
）。

阿
部
吉
伸
「
北
海
道
に
お
け
る
木
材
工
芸
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
熊
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
地
域

の
伝
統
工
芸
に
つ
い
て
」（『
大
学
美
術
教
育
学
会
誌
』
三
九
、
二
〇
〇
六
年
）。

阿
部
吉
伸
「
地
域
に
お
け
る
伝
統
工
芸
の
継
承
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
北
海
道
の
熊
彫
り
の

ル
ー
ツ
」（『
大
学
美
術
教
育
学
会
誌
』
四
〇
、
二
〇
〇
七
年
）。

三
浦
孝
一
「
木
彫
り
熊
、
発
祥
の
地
・
八
雲
か
ら
北
海
道
内
へ
」（『
平
成
二
〇
年
度
普
及
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
報
告
集
』
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
、
二
〇
〇
九
年
）。

太
田
尚
宏
「
徳
川
義
親
の
熊
狩
と
八
雲
「
熊
彫
」
の
誕
生
」（『
ア
イ
ヌ
─
美
を
求
め
る
心
』
財

団
法
人
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
、
二
〇
一
〇
年
）。

五
十
嵐
聡
美
「「
木
彫
り
熊
」
物
語
」（『A

IN
U

 A
RT

─
風
の
か
た
り
べ
』
財
団
法
人
ア
イ
ヌ

文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
、
二
〇
一
二
年
）。

山
里
稔
『
北
海
道
木
彫
り
熊
の
考
察
』（
か
り
ん
舎
、
二
〇
一
四
年
）。

『
木
と
生
き
る
─
ア
イ
ヌ
の
く
ら
し
と
木
の
造
形
』（
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
、
二

〇
一
五
年
）。

上
原
敏
編
『
熊
彫
～
義
親
さ
ん
と
木
彫
り
の
熊
～
』（
凹
プ
レ
ス
、
二
〇
一
七
年
）。

『
木
彫
家
藤
戸
竹
喜
の
世
界
』（
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
、
二
〇
一
七

年
）。

齋
藤
玲
子
「
木
彫
り
熊
と
み
や
げ
」（
手
塚
薫
・
出
利
葉
浩
司
編
『
ア
イ
ヌ
文
化
と
森
─
人
々
と

森
の
関
わ
り
』
学
術
出
版
会
風
土
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
）。

安
藤
夏
樹
編
『
熊
彫
図
鑑
』（
プ
レ
コ
グ
ス
タ
ヂ
オ
、
二
〇
一
九
年
）。

大
谷
茂
之
「
木
彫
り
と
な
っ
た
ヒ
グ
マ
─
八
雲
町
の
木
彫
り
熊
を
中
心
と
し
て
─
」（
増
田
隆
一

編
『
ヒ
グ
マ
学
へ
の
招
待
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）。

池
田
忍
編
『
問
い
か
け
る
ア
イ
ヌ
・
ア
ー
ト
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
〇
年
）。

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
院
文
化
多
様
性
論
博
物
館
学
研
究
室
・
田
村
実
咲
編
『
開
講
！
木
彫

り
熊
概
論
』（
文
学
通
信
、
二
〇
二
四
年
）。

（
5
）　

前
掲
註（
4
）大
石
書
。
初
出
は
以
下
の
通
り
。
大
石
勇
「
北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
農
村

美
術
運
動
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
二
四
、『
金
鯱
叢
書
』
一
七
、
徳
川
黎
明
会
、

一
九
九
〇
年
）、
同
「
徳
川
義
親
と
八
雲
町
の
農
村
美
術
運
動
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀

要
』
二
五
・『
金
鯱
叢
書
』
一
八
、
徳
川
黎
明
会
、
一
九
九
一
年
）、
同
「
伝
統
工
芸
「
熊
彫
」

の
創
生
」『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
二
六
・『
金
鯱
叢
書
』
一
九
、
徳
川
黎
明
会
、
一

九
九
二
年
）、
同
「
徳
川
義
親
と
八
雲
町
の
「
熊
彫
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
二
七
、

『
金
鯱
叢
書
』
二
〇
、
徳
川
黎
明
会
、
一
九
九
三
年
）。

（
6
）　

前
掲
註（
1
）太
田
論
文
。

（
7
）　

前
掲
註（
4
）阿
部
論
文
。

（
8
）　

前
掲
註（
4
）安
藤
書
。

（
9
）　

前
掲
註（
4
）五
十
嵐
書
、
齋
藤
論
文
。

（
10
）　

徳
川
義
親
『
最
後
の
殿
様
─
徳
川
義
親
自
伝
』（
講
談
社
、
一
九
七
三
年
）、『
私
の
履
歴
書
』

（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
六
四
年
）。

（
11
）　
『
報
知
新
聞
』
大
正
十
年
十
一
月
二
十
二
日
。

（
12
）　

門
田
勝
衛
『
農
村
と
人
物
』（
日
本
種
苗
株
式
会
社
出
版
部
、
一
九
一
二
年
）は
農
村
振
興

の
実
例
と
し
て
「
徳
川
侯
爵
の
農
場
経
営
」
を
冒
頭
に
掲
げ
て
い
る
。

（
13
）　

大
島
鍛
「
徳
川
農
場
沿
革
史
」（
徳
川
農
場
、
一
九
二
八
年
）、
前
掲
註（
4
）大
島
書
。

（
14
）　

徳
川
義
親
「
西
に
旅
し
て
」（『
報
知
新
聞
』
大
正
十
年
二
月
七
日
～
六
月
二
十
九
日
、
全

三
十
六
回
））は
、
箱
根
丸
で
門
司
を
出
航
し
て
以
降
、
寄
港
地
に
寄
り
な
が
ら
ロ
ン
ド
ン
に
到

着
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
、
セ
ル
ビ
ア
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
ま
で
到
達
し
た
と
こ
ろ
で
突
然

途
切
れ
、
続
き
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
以
降
の
旅
程
は
、
義
親
撮
影
の
ネ
ガ
四
百
六
十

八
枚
の
書
き
込
み
及
び
ネ
ガ
ア
ル
バ
ム
五
冊（
い
ず
れ
も
個
人
蔵
）の
記
入
に
よ
り
推
定
し
た
。

（
15
）　

義
親
は
帰
国
後
の
記
者
の
質
問
に
対
し
て
、
米
子
が
イ
ギ
リ
ス
で
体
調
を
崩
し
た
こ
と
に



北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

六
八

触
れ
て
い
る
。
帰
路
ア
メ
リ
カ
を
経
由
し
な
か
っ
た
理
由
は
米
子
の
体
調
に
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
義
親
は
「
飛
脚
旅
行
で
話
も
な
い
」
と
し
、
木
彫
り
熊
に
も
言
及
し
て
い
な
い
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
と
同
船
で
帰
っ
た
徳
川
義
親
侯
は
曰
く
「
昨
年
十
一
月
漫
遊
の
旅

に
立
っ
て
以
来
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
に
最
も
永
く
滞
在
し
た
方
で
あ
る
が
ま
る
で
飛
脚
旅
行

の
身
で
は
専
攻
の
植
物
学
な
ど
研
究
の
暇
が
な
か
っ
た
殊
に
家
内（
米
子
夫
人
の
こ
と
）が
イ

ギ
リ
ス
で
病
気
を
し
て
ふ
せ
っ
た
の
で
大
弱
り
─
こ
の
前
は
虎
退
治
で
皆
さ
ん
に
土
産
話
も

あ
っ
た
が
今
度
は
全
く
平
凡
で
す
」
因
に
侯
夫
妻
は
十
七
日
夜
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
一

泊
し
途
中
尾
張
に
立
よ
り
帰
京
の
筈（
神
戸
）　
（『
報
知
新
聞
』
大
正
十
一
年
十
一
月
十
八
日

　
「
飛
脚
旅
行
で
話
も
な
い
…
と
徳
川
義
親
侯
」）

（
16
）　

前
掲
註（
3
）『
最
後
の
殿
様
─
徳
川
義
親
自
伝
』 

。

（
17
）　

徳
川
義
親
撮
影
ネ
ガ
ア
ル
バ
ム
五
五（
個
人
蔵
）。

（
18
）　
『
欧
州
大
陸
旅
行
日
程
』（
日
本
郵
船
株
式
会
社
、
一
九
二
五
年
）。

（
19
）　

徳
川
義
親
『
熊
狩
り
の
旅
』（
精
華
書
院
、一
九
二
一
年
）、
徳
川
義
親
「
ア
イ
ヌ
と
熊
」（『
動

物
学
雑
誌
』
三
五
五
、
東
京
動
物
学
会
、
一
九
一
八
年
）。

（
20
）　

前
掲
註（
4
）大
石
書
・
十
頁

（
21
）　

大
正
十
年
か
ら
十
一
年
の
会
計
記
録
と
し
て
旅
費
証
書
な
ど
八
冊（
個
人
蔵
、
非
公
開
）が

残
さ
れ
て
お
り
、
貨
物
の
個
数
の
記
さ
れ
る
受
取
書
類
も
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い

て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
22
）　

二
月
二
十
六
日
か
ら
三
月
五
日
、
三
月
二
十
日
か
ら
三
月
二
十
八
日
ま
で
。

（
23
）　

前
掲
註（
4
）大
石
書
。

（
24
）　

前
掲
註（
4
）大
石
書
。「
農
場
日
誌
」
大
正
十
二
年
五
月
十
四
日（「
八
雲
史
料
」
三
四
〇
、

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）。

侯
爵
よ
り
送
ら
れ
た
る
農
民
美
術
目
録　

徳
川
農
場

一
、
丸
盆　

大
小
各
一
枚

二　

葡
萄
葉
盆　
　

三
枚

三
、
熊
針
刺　
　
　

二
個

四
、
小
鉢　
　
　
　

四
個

五
、
熊　
　
　
　
　

一
個

六
、
角
力
熊　
　
　

一
個

七
、
鶏　
　
　
　
　

一
個

八
、
巻
煙（
草
）入　

一
個

九
、
ペ
ン
軸　
　
　

二
本

一
〇
、
小
物
容
器　

二
個

一
一
、
小
児
立
像　
　
　

六
個

一
二
、
ペ
ー
ハ
ー
ナ
イ
フ
二
挺

一
三
、
籠
型
小
鉢　
　
　

一
個

（
25
）　

前
掲
註（
4
）阿
部
論
文（
二
〇
〇
七
年
）。

（
26
）　

義
知
の
出
費
記
録
に
一
九
三
四
年
九
月
十
五
日
に
は
「
熊
楽
隊
」
が
、
九
月
二
十
日
に
は

「
熊
御
土
産
」「
木
彫
人
形
其
他
」
の
購
入
が
記
録
さ
れ
て
い
る（
個
人
蔵
）。

（
27
）　

市
川
寛
也
「「
農
民
美
術
」
の
成
立
背
景
と
受
容
を
め
ぐ
る
一
考
察
─
地
域
社
会
に
お
け

る
文
化
創
造
の
視
点
か
ら
─
」（
大
阪
美
術
教
育
学
会
『
美
術
教
育
学
研
究
』
五
三
、
二
〇
二
一

年
）。

小
笠
原
正
「
農
民
美
術
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」（
宮
村
真
一
・
小
笠
原
正
監
修
『
は
じ
め
ま
し
て
農

民
美
術　

木
片
人
形
・
木
彫
・
染
織
・
刺
繡
刺
繡
』
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
二
〇
二
二
年
）。

（
28
）　
『
三
越
』（
一
〇
─
七
、
三
越
、
一
九
二
〇
年
）三
四
頁
。

（
29
）　

出
品
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
山
本
鼎
』（
上
田
市
山
本
鼎
記
念
館
、
一
九
九
二
年
）。

木
製
浮
彫
巻
莨
箱
及
葉
巻
入　

三
十
六　
　
　

白
樺
樹
皮
製
小
容
器　
　

三
百
三
十
九

木
製
彩
画
小
容
器　
　
　
　
　

九
十
六　
　
　

木
製
彩
画
小
皿　
　
　
　

百
三
十
二

木
製
彩
画
菓
子
鉢　
　
　
　
　

四
十
五　
　
　

木
製
彩
画
盆　
　
　
　
　

四
十
五

木
片
人
形　
　
　
　
　
　
　
　

二
百
八
十　
　

木
製
手
ぐ
り
巻
莨
箱　
　

二

木
製
彩
画
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ　

百
二
十　
　
　

手
提
げ
袋（
刺
繡
）　　
　

二
十
六

ク
ッ
シ
ョ
ン（
刺
繡
）　　
　
　

二
十
三　
　
　

卓
子
掛（
刺
繡
）　　
　
　

十
四

半
襟（
刺
繡
）　　
　
　
　
　
　

十
二　
　
　
　
　
　
　

合
計
千
百
五
十
三
点

棚
敷（
刺
繡
）　　
　
　
　
　
　

十
三

（
30
）　

前
掲
註（
28
）書
同
頁
。

（
31
）　

荒
幡
克
己
「
明
治
後
期
か
ら
の
「
副
業
の
奨
励
」
政
策
に
つ
い
て
」（『
農
業
経
済
研
究
』

六
八
─
四
、
日
本
農
業
経
済
学
会
、
一
九
九
七
年
）。

寺
本
益
英
「
大
正
～
昭
和
初
期
に
お
け
る
農
家
副
業
政
策
の
展
開
」（『
経
済
学
論
究
』
五
二
─



北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

六
九

二
、
関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
研
究
会
、
一
九
九
八
年
）。

（
32
）　

山
越
脩
蔵
編
『
山
本
鼎
の
手
紙
』（
上
田
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
一
年
）二
一
九
頁
。『
山

本
鼎
の
手
紙
』
で
は
南
氏
を
特
定
し
て
い
な
い
が
、
前
掲
註（
27
）市
川
論
文
で
は
南
弘
の
仲
介

に
よ
り
細
川
護
立
な
ど
の
出
資
を
受
け
た
と
記
し
て
い
る
。

（
33
）　

森
村
開
作
は
森
村
財
閥
を
創
設
し
た
六
代
目
森
村
市
左
衛
門
の
次
男
。
兄
が
夭
逝
し
た
た

め
、
後
継
者
に
指
名
さ
れ
、
明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
）に
森
村
組
に
取
締
役
と
し
て
入
っ

た
。
大
正
六
年（
一
九
一
七
）に
は
森
村
産
業
の
社
長
、
翌
年
に
は
森
村
組
を
株
式
会
社
に
し
て

社
長
に
就
任
、
森
村
銀
行
の
頭
取
と
も
な
っ
て
い
る
。
同
八
年
父
の
死
去
に
伴
い
森
村
財
閥
を

引
き
継
ぎ
、
男
爵
と
な
っ
た
。

（
34
）　

前
掲
註（
32
）山
越
書
。

（
35
）　

大
正
十
四
年
の
戸
数
は
二
千
五
百
三
十
、
人
口
一
万
三
千
七
百
一
人
で
あ
る（
八
雲
町「
創

基
五
十
年
当
時
の
人
口
表
」（
第
二
回
国
勢
調
査
）、『
三
訂
八
雲
町
史
』
上
巻
）。
尚
、
大
石
は

徳
川
農
場
の
総
戸
数
二
百
五
戸
、
人
口
千
二
百
八
十
三
人
を
基
準
に
「
二
人
に
一
人
は
出
品
」

と
し
て
い
る
が
、
国
勢
調
査
に
よ
る
総
戸
数
か
ら
考
え
れ
ば
割
合
は
大
き
く
異
な
る（
前
掲
註

（
4
）大
石
書
二
六
四
頁
）。

（
36
）　
「
函
館
毎
日
新
聞
」
大
正
十
三
年
二
月
十
九
日
付（
函
館
毎
日
新
聞
社
、
一
九
二
四
年
）。

（
37
）　

大
石
勇
は
徳
川
農
場
で
趣
意
書
が
ほ
ぼ
完
成
形
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が（
前

掲
註（
4
）大
石
書
）、
そ
の
背
景
に
は
、
山
本
鼎
提
供
資
料
が
徳
川
農
場
に
到
着
し
て
い
た
こ

と
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
趣
意
書
の
内
容
は
、
義
親
の
口
頭
の
説
明
の
み
で
は
理
解
し

得
な
い
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
と
考
え
る
。

（
38
）　

宮
村
真
一
・
小
笠
原
正
監
修
『
は
じ
め
ま
し
て
農
民
美
術　

木
片
人
形
・
木
彫
・
染
織
・

刺
繡
』（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
二
〇
二
二
年
）で
は
「
全
国
の
主
な
農
民
美
術
生
産
組
合
」
と
し

て
六
十
九
団
体
を
挙
げ
る
中
で
、
唯
一
の
北
海
道
で
の
団
体
と
し
て
八
雲
農
民
美
術
研
究
会
を

あ
げ
る
。
筆
者
は
こ
の
大
枠
で
捉
え
て
い
く
こ
と
に
同
調
す
る
。

（
39
）　

大
正
十
四
年
の
全
国
副
業
展
覧
会
に
つ
い
て
は
日
本
産
業
協
会
編
『
全
国
副
業
展
覧
会
報

告
』（
日
本
産
業
協
会
、
一
九
二
六
年
）に
よ
る
。

（
40
）　
『
全
国
副
業
品
取
引
便
覧
』（
日
本
産
業
協
会
、
一
九
二
六
年
）。

（
41
）　

全
国
副
業
展
覧
会
よ
り
年
代
的
に
遡
る
全
国
勧
業
博
覧
会
等
に
お
い
て
も
、
八
雲
か
ら
の

出
品
が
あ
り
数
多
く
入
賞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
徳
川
農
場
及
び
徳
川
侯
爵
家
は
八
雲
か
ら
の

博
覧
会
の
出
品
に
精
通
し
て
い
た
も
の
と
推
定
す
る
。

（
42
）　

大
正
十
四
年
三
月
二
十
六
日
「
八
雲
農
村
美
術
工
芸
展
覧
会
式
辞
」「
八
雲
」
三
四
二
。

（
43
）　

大
石
は
副
業
と
い
う
視
点
か
ら
、「
北
海
道
家
庭
手
工
芸
品
展
覧
会
」（
大
正
十
三
年
五
月

二
十
八
日
～
六
月
六
日
、
於
：
北
海
道
商
品
陳
列
所
内
）に
言
及
す
る（
前
掲
註（
4
）大
石

書
）。
同
展
に
は
徳
川
農
場
か
ら
木
工
品
二
十
九
点
の
特
別
出
品
が
あ
り
、「
徳
川
農
場
主
徳
川

侯
爵
先
年
欧
米
漫
遊
の
際
彼
の
地
に
於
け
る
農
家
の
趣
味
生
活
の
実
況
を
親
し
く
視
察
せ
ら

れ
、
本
道
農
業
に
副
業
の
必
要
を
察
知
し
同
地
高
等
公
民
学
校
を
中
心
と
し
青
年
、
婦
女
子
に

対
し
各
種
副
業
的
美
術
工
芸
品
の
製
作
を
奨
励
し
、
本
年
三
月
同
町
に
開
催
せ
る
農
村
美
術
工

芸
品
評
会
に
於
け
る
買
上
品
及
び
侯
爵
所
蔵
の
外
国
製
品
の
出
陳
を
得
、
其
れ
等
の
比
較
対
象

は
観
衆
の
視
線
を
集
中
し
」
と
あ
る（『
家
庭
手
工
芸
品
展
覧
会
概
況
』
北
海
道
庁
産
業
部
、
一

九
二
四
年
）。
し
か
し
こ
こ
に
木
彫
り
熊
は
出
品
さ
れ
て
お
ら
ず
、
擬
賞
者
の
品
名
に
も
そ
れ

ら
し
き
も
の
は
一
点
も
な
い
。
出
品
点
数
二
千
七
百
四
十
点
の
内
、
木
工
品
は
六
百
五
十
三
点

と
二
十
一
種
別
の
内
最
も
多
い
が
、
こ
の
記
録
上
に
は
木
彫
り
熊
は
一
切
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

（
44
）　

前
掲
註（
1
）太
田
論
文
、
前
掲
註（
4
）大
石
書
。

（
45
）　
「
八
雲
」
三
一
九
二
。

（
46
）　
「
八
雲
」
三
三
〇
〇
。

（
47
）　

ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
が
六
百
七
点
、
ペ
ン
軸
が
五
百
四
十
九
点
あ
る
が
、「
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ

フ（
熊
）」「
ペ
ン
軸（
熊
）」
と
記
さ
れ
た
も
の
し
か
木
彫
り
熊
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。

こ
の
な
か
に
も
熊
モ
チ
ー
フ
は
あ
る
た
め
、
実
際
に
は
も
っ
と
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
48
）　

研
究
会
が
結
成
さ
れ
る
以
前
の
受
入
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
究
会
の
前
身
で
あ
る
研
究
座

談
会
時
代
も
含
む
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
49
）　

八
雲
町
木
彫
り
熊
資
料
館
の
資
料
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
一
一
五（
台
帳
に
あ
る
作
品
番

号
。
以
下
同
じ
）：
昭
和
三
年
三
月
七
日
受
付
吉
田
千
太
郎
の
ペ
ン
軸
、
五
四
四
：
同
年
六
月

十
九
日
受
付
柴
崎
重
行
の
熊
ト
ザ
リ
ガ
ニ
、
五
八
七
：
同
年
八
月
十
四
日
受
付
吉
田
千
太
郎
の

道
化
熊　

種
蒔
の
三
点
が
判
明
し
た
。
ち
な
み
に
吉
田
の
ペ
ン
軸
は
、
魚（
鮭
か
？
）の
上
に
熊

が
ま
た
が
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
前
掲
註（
46
）の
単
に
ペ
ン
軸
と
記
載
さ
れ
て
い
て
も
木
彫

り
熊
と
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

（
50
）　
「
八
雲
」
三
四
八
。



北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

七
〇

（
51
）　
「
八
雲
農
村
美
術
研
究
会
会
則
」（「
八
雲
」
三
一
九
七
）。
本
資
料
は
発
行
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
決
裁
を
行
っ
た
文
書
と
想
定
さ
れ
る
が
、
内
容
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

（
52
）　
「
八
雲
」
三
二
二
六
。

（
53
）　
「
八
雲
」
三
四
一
～
三
六
四（
一
九
二
四
～
四
七
年
）。
徳
川
農
場
の
年
度
ご
と
の
日
誌
を

確
認
し
た
。
昭
和
十
七
年
以
降
に
義
親
が
来
町
し
た
記
録
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
日
誌
に
お
け

る
年
度
は
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
で
あ
る
。

（
54
）　

前
掲
註（
53
）「
八
雲
」
三
四
九
、
九
月
二
十
五
日
・
十
一
月
十
八
日
・
十
九
日
。
こ
の
本

邸
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
長
野
県
南
牧
村
内
に
移
築
さ
れ
、
八
ヶ
岳
高
原
ヒ
ュ
ッ
テ
と
し
て
現

存
し
て
お
り
、
令
和
二
年
に
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。
こ
の
熊
も
ヒ
ュ
ッ
テ
内
に

現
存
し
て
い
る
が
、
移
築
時
に
場
所
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
製
作
し
た
二
人
は
昭
和
七
年
九
月

二
十
五
日
に
八
雲
を
出
発
し
、
若
山
が
同
年
十
一
月
十
八
日
に
、
茂
木
が
そ
の
翌
日
に
帰
町
し

て
い
る
。

（
55
）　

前
掲
註（
53
）「
八
雲
」
三
四
三
等
。
な
お
、
前
掲
註（
4
）大
島
書
に
は
、
昭
和
七
年
に
山

本
鼎
か
ら
講
演
と
指
導
を
受
け
た
と
あ
る
が
、
農
場
日
誌
や
書
類
綴
等
に
は
一
切
記
載
が
見
ら

れ
ず
、
誤
り
と
判
断
し
て
い
る
。

（
56
）　

前
掲
註（
53
）「
八
雲
」
三
五
〇
、
六
月
七
日
～
六
月
十
日
。「
熊
彫
の
概
略
」（「
八
雲
」
三

二
二
四
）。

（
57
）　

前
掲
註（
56
）「
八
雲
」
三
二
二
四
。
な
お
畑
正
義
他
「
故
畑
正
吉
氏
の
思
い
で
」（『
宝
生
』

十
五
─
十
二
、
わ
ん
や
書
店
、
一
九
六
六
年
）に
お
い
て
、
畑
が
義
親
か
ら
木
彫
り
熊
に
つ
い

て
相
談
さ
れ
、
第
一
号
の
原
型
を
作
っ
た
と
い
う
伝
聞
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
批
評
の

件
が
誤
っ
て
伝
わ
っ
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。

（
58
）　

前
掲
註（
53
）「
八
雲
」
三
五
一
、
二
月
十
五
日
。

（
59
）　

前
掲
註（
53
）「
八
雲
」
三
四
五
、
五
月
二
十
六
日
等
。

（
60
）　

前
掲
註（
53
）「
八
雲
」
三
五
四
、
五
月
二
十
四
日
。
日
誌
に
は
他
に
昭
和
六
年
六
月
に
東

京
本
邸
、
同
八
年
六
月
に
北
海
道
函
館
市
函
館
図
書
館
、
同
十
年
七
月
に
は
徳
島
県
徳
島
市
市

営
動
物
園
、
同
十
四
年
六
月
に
は
東
京
上
野
松
坂
屋
へ
仔
グ
マ
を
送
っ
た
記
録
が
残
る
。
同
十

六
年
八
月
に
は
八
雲
ア
イ
ヌ
に
仔
グ
マ
を
譲
渡
し
て
い
る
。

（
61
）　

前
掲
註（
53
）「
八
雲
」
三
四
三
、
五
月
八
日
。

（
62
）　
「
柴
崎
重
行
書
簡
」（「
八
雲
」
三
二
〇
七
）。

（
63
）　

前
掲
註（
4
）大
谷
書（
二
〇
二
〇
年
）。

（
64
）　

前
掲
註（
38
）。

（
65
）　
「
八
雲
」
三
二
二
八
～
三
二
三
九
、
三
二
五
八
、
三
二
五
九
、
三
二
六
一
、
三
二
六
三
、

三
二
六
五
、
三
二
六
七
、
三
二
六
九
、
三
二
七
一
、
三
二
七
三
、
三
二
七
五
、
三
二
七
六
。
年

度
ご
と
の
受
入
帳
と
会
員
帳
の
詳
細
な
整
合
性
は
未
確
認
だ
が
、
大
き
な
誤
差
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。

（
66
）　
「
八
雲
」
三
一
九
五
「
北
海
道
札
幌
師
範
学
校
長
萱
場
今
朝
治
の
郷
土
教
育
研
究
資
料
調

査
へ
の
回
答
」（
昭
和
七
年
）。
表
の
個
人
の
製
作
数
は
、
前
掲
註（
46
）に
て
判
明
し
て
い
る
一

月
ま
で
の
数
を
記
載
し
た
。

（
67
）　
「
八
雲
」
三
二
六
五
。

（
68
）　
「
八
雲
」
三
二
五
七
、
三
二
六
〇
、
三
二
六
二
、
三
二
六
四
、
三
二
六
五
、
三
二
六
八
、

三
二
七
〇
、
三
二
七
二
、
三
二
七
四
～
三
二
七
六
。

（
69
）　
「
八
雲
」
三
二
四
二
。

（
70
）　

前
掲
註（
65
）「
八
雲
」
三
二
六
五
。
二
級
品
、
取
合
は
一
種
類
と
し
て
数
え
て
い
な
い
。

（
71
）　

前
掲
註（
53
）「
八
雲
」
三
五
〇
、
三
五
四
、
三
五
五
。
前
掲
註（
56
）「
八
雲
」
三
二
二
四
。

「
八
雲
」
三
一
九
五
、
木
村
裕
樹
「
青
年
に
よ
る
副
業
品
の
研
究
─
山
形
県
新
庄
町
の
最
上
共

生
青
年
会
を
事
例
と
し
て
─
」（『
昭
和
戦
前
期
の
青
年
層
に
お
け
る
民
俗
学
の
受
容
・
活
用
に

つ
い
て
の
研
究　

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
調
査
報
告
』
二
八
、
神
奈
川
大
学
日
本

常
民
文
化
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
72
）　
「
八
雲
」
三
四
八
、
九
月
二
十
六
日
。

（
73
）　
『
道
展
四
十
年
史
』（
北
海
道
美
術
協
会
、
一
九
六
五
年
）、
前
掲
註（
53
）「
八
雲
」
三
四
八
、

九
月
二
十
六
日
。
根
本
の
入
選
は
日
誌
に
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、『
道
展
四
十
年
史
』
に
記
載

が
な
い
。

（
74
）　
「
八
雲
」
三
一
九
五
「
昭
和
七
年
度
研
究
会
定
期
総
会
議
案
」、
前
掲
註（
56
）「
八
雲
」
三

二
二
四
、
前
掲
註（
53
）「
八
雲
」
三
四
五
、
二
月
二
十
一
日
、
三
五
〇
、
五
月
十
八
日
・
六
月

四
日
、
前
掲
註（
71
）木
村
論
文
。

（
75
）　
「
八
雲
」
三
二
一
八
。

（
76
）　
「
八
雲
」
三
一
九
三
。



北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

七
一

（
77
）　

前
掲
註（
53
）「
八
雲
」
三
四
五
、
四
月
四
日
。

（
78
）　

前
掲
註（
46
）。

（
79
）　
「
八
雲
」
三
二
二
四
。

（
80
）　

前
掲
註（
46
）。

（
81
）　

山
田
伸
一Y

ouT
ube

人
間
科
学
×
ヒ
グ
マ
「
サ
ケ
を
背
負
っ
た
ク
マ
の
話
」
｜
学
び
の

る
つ
ぼ
〜
人
間
を
科
学
す
る
～https://w

w
w

.youtube.com
/w

atch?v=ExU
Q

X
_

JY
X

U
M

 　

二
〇
二
五
年
十
一
月
三
十
日
最
終
閲
覧
。
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
鮭
を
背
負
っ
た
姿

は
天
明
八
年（
一
七
八
八
）の
巡
検
記
録
で
あ
る
『
東
遊
雑
記
』
ま
で
遡
れ
る
と
い
う
。

（
82
）　

相
川
延
介
「
北
海
道
観
光
土
産
品
小
史
考（
改
訂
）民
工
芸
品
編
木
彫
熊
そ
の
九
」（『
観
光

土
産H

O
K

K
A

ID
O

』
一
一
六
、
北
海
道
観
光
土
産
品
協
会
、
一
九
九
八
年
）。

（
83
）　

前
掲
註（
4
）大
島
書
、
石
島
忍
『
旭
川
の
木
彫
り
熊
の
話
し
』（
北
海
道
木
彫
工
芸
協
会
、

一
九
八
一
年
）、
荒
井
源
次
郎
「
松
井
梅
太
郎
」（『
月
刊
豊
談
』
三
四
三
、
旭
川
出
版
社
、
一
九

八
六
年
）、
相
川
延
介
「
北
海
道
観
光
土
産
品
小
史
考（
改
訂
）民
工
芸
品
編
木
彫
熊
そ
の
七
」

（『
観
光
土
産H

O
K

K
A

ID
O

』
一
一
三
、
北
海
道
観
光
土
産
品
協
会
、
一
九
九
七
年
）。

（
84
）　

前
掲
註（
4
）大
谷
書
。

（
85
）　
「
八
雲
」
三
二
〇
七
。

（
86
）　
「
八
雲
」
三
二
八
六
。

（
87
）　
「
観
光
土
産
品
工
芸
品
展
覧
会
審
査
員
の
講
評
と
感
想
」（『
帝
国
工
藝
』
四
─
一
〇
、
帝
国

工
藝
会
、
一
九
三
〇
年
）。

（
88
）　
「
北
海
道
入
選
土
産
品
」（『
帝
国
工
藝
』
四
─
十
二
、
帝
国
工
藝
会
、
一
九
三
〇
年
）。

（
89
）　

浅
尾
一
夫
『
八
雲
の
熊
彫
り
と
柴
崎
重
行
の
作
風
に
つ
い
て
』（
私
家
版
、
一
九
七
四
年
）、

前
掲
註（
4
）安
藤
書
。

（
90
）　

杵
島
武
夫
「
観
光
土
産
品
展
出
品
の
横
顔
」（『
帝
国
工
藝
』
四
─
一
〇
、
帝
国
工
藝
会
、

一
九
三
〇
年
）。

（
91
）　
「
八
雲
」
三
一
九
三
。
対
応
に
つ
い
て
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
付
紙
が
破
れ
て
お
り
、

結
果
は
不
明
。

（
92
）　
『
第
一
回
北
海
道
み
や
げ
品
展
覧
会
々
誌
』（
北
海
道
庁
産
業
部
商
工
課
、
一
九
三
九
年
）。

（
93
）　

こ
の
よ
う
な
指
摘
か
市
場
の
要
請
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
研
究
会
で
は
何
回
か
価
格
改

定
を
し
て
定
価
を
下
げ
て
い
る
。
す
で
に
販
売
店
へ
卸
し
た
製
品
の
差
額
に
つ
い
て
は
、
販
売

店
の
負
担
と
せ
ず
研
究
会
が
補
償
し
て
い
る
。

（
94
）　
「
批
判
会
」
が
開
か
れ
審
査
対
象
に
委
員
が
意
見
し
て
い
る
が
、
旭
川
新
聞
社
札
幌
市
局

長
の
中
川
寅
三
は
、
農
民
芸
術
の
発
達
と
と
も
に
熊
に
関
す
る
木
工
品
製
作
が
非
常
に
発
達
し

て
き
て
い
る
が
、
北
海
道
拓
殖
の
宣
伝
に
対
し
て
相
当
の
異
論
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら
道

内
に
生
息
す
る
シ
カ
が
最
も
適
当
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
細
工
は
余
り
に
単
調
で
、
今
少
し
芸
術
化

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。

（
95
）　

本
田
孜
「
白
老
の
木
彫
り
グ
マ
」（『
仙
台
藩
白
老
元
陣
屋
資
料
館
報
』
六
・
七
合
併
、
仙

台
藩
白
老
元
陣
屋
資
料
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
96
）　
「
白
老
町
田
邊
真
正
堂
か
ら
の
ハ
ガ
キ
」（「
八
雲
」
三
一
九
四
）。
こ
れ
に
対
し
て
八
雲
熊

彫
の
種
類
と
金
額
を
記
載
し
た
う
え
、
本
年
は
売
れ
行
き
が
良
い
た
め
製
作
が
間
に
合
っ
て
お

ら
ず
、
多
数
の
注
文
に
は
す
ぐ
に
は
応
え
ら
れ
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。

（
97
）　

三
村
鐘
三
郎
「
青
年
創
作
副
業
展
の
木
竹
製
品
」（『
帝
国
工
藝
』
五
─
六
、
帝
国
工
藝
会
、

一
九
三
一
年
）。

（
98
）　

前
掲
註（
71
）木
村
書
。

（
99
）　

大
西
伍
一
『
農
村
副
業
の
要
訣
』（
明
文
堂
、
一
九
三
六
年
）。

（
100
）　
「
副
業
展
覧
会
合
評
会
速
記
録
」（『
青
年
教
育
時
報
』
六
、
大
日
本
聨
合
青
年
団
、
一
九
三

六
年
）。

（
101
）　

朝
日
新
聞
社
編
「
ア
イ
ヌ
の
木
彫
熊
」（『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
一
九
─
二
三
、
朝
日
新
聞
社
、

一
九
三
二
年
）。

（
102
）　
「
本
道
工
藝
品
の
製
作
を
奨
励
」（『
旭
川
新
聞
』、
一
九
三
三
年
五
月
十
九
日
）。

（
103
）　

中
添
修
「
八
雲
の
熊
彫
」（『
帝
国
工
藝
』
九
─
二
、
帝
国
工
藝
会
、
一
九
三
五
年
）。
中
添

に
つ
い
て
は
農
場
職
員
の
名
簿
に
も
研
究
会
の
名
簿
に
も
名
前
が
な
く
、
人
物
が
特
定
で
き
て

い
な
い
。

（
104
）　
「
輸
出
向
農
村
工
藝
品
」（『
帝
国
工
藝
』
九
─
二
、
帝
国
工
藝
会
、
一
九
三
五
年
）。

（
105
）　

前
掲
註（
4
）金
倉
書
。

（
106
）　
「
木
彫
羆
と
ア
イ
ヌ
細
工
に
就
て
」（『
北
海
道
工
業
試
験
場
時
報
』、
北
海
道
工
業
試
験
場
、

一
九
三
七
年
）。

（
107
）　

例
え
ば
「
八
雲
」
三
一
九
五
に
は
、
昭
和
七
年
五
月
十
七
日
に
北
海
道
庁
で
開
催
さ
れ
た

輸
出
向
工
芸
品
展
示
会
出
品
協
議
会
に
八
雲
か
ら
大
島
鍛
が
出
席
し
、
内
容
を
報
告
し
た
文
書



北
海
道
八
雲
町
に
お
け
る
木
彫
り
熊
の
導
入
と
普
及
─
農
民
美
術
運
動
と
の
関
係
を
中
心
に

七
二

が
残
さ
れ
て
い
る
。

札
幌
停
車
場
通
、
北
海
み
や
げ
ハ
札
幌
ニ
於
ケ
ル
本
道
土
産
品
販
売
店
ト
シ
テ
最
大
ノ
商

店
ナ
ル
ガ
、
店
主
鈴
木
忠
太
郎
氏
ハ
協
議
会
ノ
席
上
ニ
於
テ
八
雲
熊
彫
ニ
就
テ
左
ノ
如
ク

語
ラ
リ
タ
リ

自
分
ハ
木
彫
ノ
熊
ハ
北
海
道
土
産
品
ト
シ
テ
製
作
ス
ル
ト
キ
ハ
相
当
ニ
販
路
ア
ル
有
望

ノ
工
芸
ナ
リ
ト
思
ヒ
、
八
雲
ヨ
リ
ハ
大
ニ
早
ク
大
正
三
年
此
製
作
ヲ
始
メ
タ
リ
シ
ガ
、

今
ハ
八
雲
ニ
株
ヲ
取
ラ
レ
シ
形
勢
ト
ナ
レ
リ
、
故
ニ
最
近
ニ
テ
ハ
八
雲
熊
彫
ヲ
手
本
ト

シ
テ
職
工
シ
製
作
セ
シ
メ
ツ
ヽ
ア
ル
モ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
八
雲
ノ
品
ニ
及
ブ
コ
ト
能
ハ

ズ
、
依
テ
八
雲
ノ
農
美
研
究
会
ト
取
引
ヲ
開
始
シ
タ
シ
ト
思
フ
ガ
故
ニ
後
刻
特
ト
御
相

談
致
シ
タ
シ

と
あ
り
、
現
在
の
札
幌
駅
前
の
土
産
店
で
は
、
既
に
大
正
三
年
か
ら
木
彫
り
熊
を
作
っ
て
販
売

し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
108
）　

佐
藤
郁
夫
「
北
海
道
観
光
史
」（『
産
研
論
集
』
二
二
、
札
幌
大
学
、
一
九
九
九
年
）、
齋
藤

玲
子
「
北
海
道
観
光
案
内
の
な
か
の
ア
イ
ヌ
文
化
紹
介
の
変
遷
─
昭
和
期
の
旅
行
案
内
・
北
海

道
紹
介
記
事
の
考
察
を
と
お
し
て
─
」（『
国
際
文
化
研
究
所
紀
要
』
六
、
昭
和
女
子
大
学
国
際

文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
109
）　

前
掲
註（
4
）「
木
彫
り
熊
」
研
究
会
編
書
、
大
谷
書（
二
〇
二
〇
年
）、
北
海
道
大
学
大
学

院
文
学
院
文
化
多
様
性
論
博
物
館
学
研
究
室
・
田
村
編
書
。

（
110
）　

前
掲
註（
83
）石
島
書
、
石
島
忍
『
熊
彫
り
の
名
工　

堀
井
清
司
の
半
世
記
』（
札
幌
工
芸
品

協
会
、
一
九
八
一
年
）。
堀
井
の
木
彫
り
熊
は
、
堀
井
民
芸
で
確
立
し
た
造
形
で
、
多
く
の
職

人
が
製
作
に
関
わ
っ
た
の
ち
独
立
し
、
現
在
で
は
堀
井
流
と
も
呼
ば
れ
る
木
彫
り
熊
の
一
流
派

を
形
成
し
て
い
る
。
石
島
は
、
ス
イ
ス
ル
ー
ツ
の
八
雲
、
ア
イ
ヌ
ル
ー
ツ
の
旭
川
、
独
学
の
堀

井
を
木
彫
り
熊
の
三
大
ル
ー
ツ
と
し
て
い
る
。

（
111
）　

前
掲
註（
4
）大
塚
書（
一
九
八
六
年
）。

（
112
）　

前
掲
註（
4
）大
島
書
に
は
熊
は
銃
殺
さ
れ
た
と
書
か
れ
る
が
、
前
掲
註（
53
）「
八
雲
」
三

六
〇
・
五
月
二
十
五
日
に
は
牡
の
雲
八
が
胃
腸
疾
病
の
た
め
死
ん
だ
と
あ
る
。
牝
の
五
十
子
に

つ
い
て
の
記
載
は
な
く
、
消
息
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
前
掲
註（
4
）大
島
書
で
は
磯
子
と
さ
れ

て
い
る
が
、
日
誌
で
は
五
十
子
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
113
）　

前
掲
註（
4
）大
谷
書（
二
〇
二
〇
年
）、
安
藤
書
等
。

（
114
）　

前
掲
註（
4
）五
十
嵐
書
、
齋
藤
論
文
。
八
雲
の
ユ
ー
ラ
ッ
プ
ア
イ
ヌ
も
挿
図
13
の
と
お
り

イ
ク
パ
ス
イ
に
熊
意
匠
を
彫
っ
て
い
る
。
八
雲
に
お
け
る
農
民
美
術
と
ユ
ー
ラ
ッ
プ
ア
イ
ヌ
は

無
関
係
で
は
な
く
、
大
正
十
三
年
の
農
村
美
術
工
芸
品
評
会
等
に
も
作
品
を
出
品
し
て
い
る

が
、
木
彫
り
熊
を
彫
っ
た
人
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
会
に
も
所
属
し
て
い
な
い
。

（
115
）　

石
島
忍
『
北
海
道
の
木
彫
り
熊
』（
私
家
版
、
一
九
七
九
年
）。

（
116
）　

前
掲
註（
4
）大
谷
書（
二
〇
二
〇
年
）等
で
、
大
谷
は
こ
れ
ま
で
毛
彫
り
と
面
彫
り
の
二
種

類
に
大
別
し
て
い
た
が
、
無
理
に
こ
の
二
種
類
に
分
類
せ
ず
「
そ
の
他
」
を
加
え
る
こ
と
と
し

た
。

（
117
）　

上
村
信
光
『
八
雲
木
彫
熊
の
作
り
方
』（
八
雲
町
公
民
館
講
座
木
彫
熊
講
座
資
料
、
一
九
八

四
年
版
）。

（
118
）　
「
八
雲
」
三
一
九
〇
。

（
119
）　

講
座
名
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
ま
で
は
「
木
彫
熊
講
座
」、

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
再
開
し
た
際
に
「
木
彫
り
熊
講
座
」
と
な
っ
た
。

（
120
）　

前
掲
註（
82
）相
川
書
、
前
掲
註（
4
）山
里
書
、
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
院
文
化
多
様
性

論
博
物
館
学
研
究
室
・
田
村
編
書
。

（
121
）　

上
田
市
美
術
館
学
芸
員
小
笠
原
正
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
122
）　

例
え
ば
旭
川
市
の
佐
藤
憲
治
氏
は
毛
彫
り
の
木
彫
り
熊
が
多
か
っ
た
が
、
近
年
は
「
憲

ち
ゃ
ん
熊
」
と
呼
ば
れ
る
面
彫
り
の
木
彫
り
熊
を
多
く
作
っ
て
い
る
。

（
123
）　
『
日
本
美
術
画
報
』
初
編
五（
画
報
社
、
一
八
九
四
年
）。

（
八
雲
町
郷
土
資
料
館
・
木
彫
り
熊
資
料
館　

學
藝
員
）

（
徳
川
美
術
館　

非
常
勤
學
藝
員
）
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